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表紙

三菱電機では， 2010年の電子 ・電機産業の姿を想定し，当社の将
来像 • 取り組むべき新事業などを 「ピジョン21 (V-21）」 として策定
した。表紙は， “環境",“エネルギー",“ウェルネス”,“アメニティ",

“セキュリティ",``移動 ・コ ミュニケーション”というV-21におけ
る6つの事業ドメインが，基盤技術に支えられなから創成されてい
くダイナミ ックな様子を表している。基盤技術は3層からなって
おり，上位層はコンピュータを駆使した仮想設計技術に裏打ちされ

た先端的生産技術， 中位陪は， 事業ドメインのシステムインテグレ

ーションに不可欠な知的テ＇バイス・ソフトなどのコア技術， 下層は，
それらを産み出すため

の将米の布石として

の碁礎研究を表し
ている。
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巻 頭 言

日本の研究開発の責務は，人類のために創造性を発揮

することである。 少なくとも，アメリカに1五して，創造

的な製品コンセプ トの発信源にならなければ，日本の産

業ど ころか，国の存在意義さえも問われる ことになる。

この命題は，日本が世界一流の技術立国 と認められ始め

た1980年代から言い続けられ，現在でも問われている課

題である。

バプル時代には，この問題意詭が“米国の碁礎研究た
わい

だ乗り説＂により歪 曲されて，官民挙げての基礎研究へ

の投資が行われてきた。と ころがこれまでのところ，

本企業の研究開発は，米国で提案され業界や学会で話題

になっていることを追い求めるのに急なあまり，自社独
まれ

特な製品 ・技術を開発することが稀であった。その結果，

業界の垣根の中で事業内容が同質化し， 日本の各企業は，

消費者からみれば機能的な差が分からない製品を生産 ・

販売し，企業間競争といえば， 他社よりも少しでも規模

拡大を図ろうという，短絡的シェア争いに終始してきた

観がある。このような状況であっても，銀行を中心と し

た株式の相互持ち合いと含み資産の増加で日本企業が保
しの

護されている間は，何とか凌げて こられた。

しかしながら，今や日本企業は， 資産デフレが生じる

とと もに大競争の時代に突入し，株式市場にも市場原理

という国際ルールが浸透してきている。その結果， 国際

的資本市場で高く評価される企業だけが有利な条件で資

金調達が可能となっているが，この評価は， 価格競争を

招く量的変化ではなく，本質的な質的変化を積極的に進

める企業だけが勝ち取ることができるものである。

今こそ日木企業に必要なものは，質的変化をねらう先

行投資である。 先行投資によって，株主を説得できるビ

ジョンと計画を打ち出して， 事業構造にメ スを入れるべ

きである。そのためには，小手先のリストラや原価低減

ではなく，独創的な製品の開発に注力しなければならな

日

い。幸い世界では今，新産業革命と も言える大きな流れ

の中にある。三菱電機では， これらの革命の本質をよく

見極め，これをフルに活用する形で， 開発の独創性を高

めようとしている。したがって，この新産業革命をどう
とら

捉えているかを以下に詳述することで， 三菱電機の開発

方針の紹介としたい。

新産業革命の主役としての情報技術革命が“半舜体の

高集積化”と“コンピュータのダウンサイ ジング化”と

“ソフ トウェ アのエンドユーザコンピューテ ィング化＂

(1) 

の三つのシナー ジー効果によって急速に進行 している。

LSI→コ ンピュータの効果

LSIの高集積化によ って，高性能マイクロプロセッサ

が次々と生み出されるとともに，メ モリが島集積化され，

コンピュータがダウンサイジング化している。

コンピュータ→ソフ トウ ェアの効果(2) 

コンピュータの高性能化に伴って，GUIや表計算ソフ

トウェアなどの4GL, 及びオブジェクト指向技術などの

エンドユーザコンピューテ ィングを可能に発達により，

(3) 

(4) 

している。

ソフトウェア→コンピュータの効果

エンドユーザコ ンピューティングが，職場のみならず

家庭にパソコンを急速に普及させている。

コンピュータ→LSIの効果

コンピュータ の需要が増え， これが， LSIへの設備投

資や開発投資を加速し， LSIのコス トパフォーマ ンスを

向上させている。

(5) コンピュータ→ソフトウ ェア→LSIの効果

高速コンピュータがソフトウェアの生産性を高め，

LSIの開発 ・設計のサイクルタイムを早めている。

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

この情報技術革命が，次のような形で電子技術のパラ

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

r
 

）
 

）
 

）
 

4
 



＼
 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

）
 

ダイムシフトを推し進めている。

① 超LSIが量産され， 30万ゲート規校のSOCが電子商

品の分野にも適用可能になり，従来プリント基板上に

IC・抵抗・コンデンサで構成されていたアナログ回路が

デイジタル化されて， 一つのASIC(SOC)／数個の

ASICからなるモジュール (MCM) に一体化可能にな

っている。

② この技術が，電子商品の設計• 生産に，次のような

大きな変革をもたらしつつある。

●部品点数の激減による組立て・調整の合理化

●品質の向上

●電子技術のオブジェクト指向技術を用いたソフト

ウェア化による組織的財産化

③ コンピュータの発達が各種シミュレーションを高速

化し，以下の設計・試作を可能にし，電子商品の開発を

迅速化している。

●ASICのトップダウン設計

●三次元CADによる試作の仮想化

）
 

この電子技術のパラダイムシフトが，社会にマルチメ

ディア利用システムの構築を加速させ，社会を次のよう

な形に変貌させようとしている。

＊ 現実世界に仮想現実世界が加わる

小売店でのショッピングがインターネットでのショッ

ピングに変わる。劇場で楽しんだロックのライブを，イ

ンターネットを利用して，毎週家庭で楽しむ。また，出

張による会議が，通信網で結合したTV会議に変わる。

＊ 価格決定プロセスの主導権が供給者から消費者へと

移行する

メーカが製造原価から売値を決めるのではなく，ュー

ザがインターネットを通じて調査し，値段を決める。開

発が，メーカ主導のプロダクトアウト型からユーザの意

専務取締役開発本部長

工学博士 什十爾長禾り良月

見を吸収したマーケットイン型へと変化する。

＊ 製品の供給がオンスケジュールからオンデマンドへ

移行する

ニュースなどの報道は，番組に沿って送られるのでは

なく，オンデマンドで視聴者に送られる。消費者は，代

理店などのルートを経由して在庫品の供給を受けるので

はなく，オーダ製品を短納期で直接的に購入する。

＊ システム制御が数値制御からメディア利用制御へ移

行する

交通システムや各種のプラントの制御が，単なる数値

制御からマルチメディアを活用した制御に移行し，大規

模システムの安全性・信頼性が格段に向上する。

三菱電機では，以上の“新産業革命”の分析から抽出

される新技術と開発課題を中心に，地球環境問題も十分

に視野に人れながら， 21世紀に向かって開発を進めてい

く予定である。
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世界最小のマイクロ発電機の試作

廃7発 ． ． ． ． ． ． ． ． 
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直径 1.2mm,長さ 1.8mmのマイクロ発電機の試作に

成功した。鉄じにコイルを巻き付けたラジアルギャップ型の

発電機としては世界最小である。

円筒状の鉄心にコイルを巻線するため，コイルを半導体加

工プロセスによって作製し，このコイルを別途作製した鉄心

の型に挿人し，空げき（隙）部に鉄心材料を電気めっきで充

てん（填）して固定子を作製した。鉄心の型の作製には，当

社のエキシマレーザ加工装置を用い，高分子シートの加工と

積層を繰り返すことにより，最小線輻25μm,厚さ 500

μmの型の加工に成功した。

この研究の一部は，工業技術院産業技術プロジェクトの一

環として，新エネルギー・産業技術総合開発機構 (NEDO)

から委託を受けた（財）マイクロマシンセンターの再委託業

当杜が実施したものである。務として，

）
 シリ コン人工網膜チップ

当社独自のインテリジェントイメージセンサである）＼［網

膜チップのシリコン碁板上への試作に成功した。

当社では，人間のように柔軟な画像処理技術を構築するた

めのキーデバイスとして，人工網膜チップの概念形成，原理

実証を行ってきた。今匝， Si-LSIに適したコア回路を開発

し， 256X256画索チップの試作に成功した。これにより，

高密度集積化・馬感度化・低コスト化への見通しがつき，実

用化への道を開くことができた。

特長は次のとおりである。①高速 (1kHz)で画像の検出

と処理をオンチップで実行。②フレームレート可変（数 Hz

-1 kHz)により，明暗差のある状況にも対応が可能。③ラ

ンダムアクセス機能によって任意領域の切り出しや追跡が可

能。

256 X 256画素シリコン人工網膜チップ

メモリ用高誘電率キャパシタ形成技術
）
 

lG DRAMに適用可能な，厚膜ルテニウム (Ru)ストレ

ージノード (SN)と裔誘電率 (Ba,Sr) Ti仇膜 (BST)か

らなるスタックキャパシタ形成技術を開発した。

Poly-Siプラグ上にたい（堆）積した厚さ 2,000AのRu

膜を， Si仇膜をマスクに異方性エッチングして SNを形成

し，次いで，独自に選定した Ba(DPM) 2, Sr (DPM) 2, 

及びTiO(DPM)2を原料とする溶液気化CVD法によって

BST膜を堆積した。 CVD条件とアニール条件の最適化に

より，高い比誘電率 (Er=200)と良好な段差被覆性（アスペ

クト比 1/1の溝において 80%)を達成できた。

このキャパシタ形成技術により， 0.14μmスケールの

lG DRAMメモリセル（面積0.29μ而 ＝0.38μmX0.76 Ru/BST/Ru厚膜スタックキャパシタの断面SEM写真．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

μm)において， 30fF /Ce!]の容量を持つキャパシタが実

現できる。

,Sr)Ti03j 
； 

J 
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＼
 工業プラントプロセスデータベースシステム

＼
ノ

工業プラントなどにおける生産管理システムや品質管理シ

ステムでは，製品データや設備データなどの静的なデータと，

リアルタイムに収集される時系列データやイベントデータな

どの動的なデータを相互に関連付け，統合的に扱う必要があ

る。

そこで，これらのデータ間の関連をリンクとして表現でき

る簡易型オブジェクト指向データベースであるリアルタイム

ビューサーバを開発し，その上で，工業プラント向けのプロ

セスデータベースを構築した。プロセスデータベースでは，

オブジェクト指向データベースの特性を生かし，プラントか

ら収集される時系列データや製品データを，報告されるロッ

ト移動イベントに基づいてリンクで関連付けて整理し，オペ

レータには収集されたデータをそのまま提供するのではなく，

図の画面例に示すように，プラントビュー（プラント全体の

状態），プロセスビュー（各プロセスの状態），ロットビュ

- （各ロットの状態）の三つの形式で提供する。これにより，

オペレータが真に必要とするデータを迅速に提供することが

可能となる。

このシステムは，既に国内数社の技術者から好評を得られ，

1995年 11月の国際計測工業展にも出展された。

如
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プロセスデータペースの画面例

高効率・高濃度オゾン発生技術

）
 

）
 

放電空間を 0.1mmと非常に狭く，かつ均ーに構成する

新しい電極構造を考案し，世界最高の 300g/m3 (0℃, 

1気圧）以上の高濃度オゾンを高効率に発生するコンパクト

なオゾン発生器の開発に成功した。

成功のポイントは次のとおりである。

(1) 放電空間を均ーで極短ギャップに構成し，ガスの冷却能

力を飛躍的に改善したことにより，発生器のコンパクト化を

実現した。

(2) 高電界放電場を生成して，発生したオゾンを再分解する

低エネルギー電子を抑えたことにより，高濃度・衛効率オゾ

ン発生を実現した。

図のような放電セルを並列に 24層積み重ね，オゾン発生

能力 720g/h（濃度 200g/m3)の発生器を試作した。従来

疇に上虜して 1/5程度までコンパクト化が可能となり，

必要な放電電力はオゾン 1kg当たり 9kWhで，従来装置

と比べて約 40％低減できた。

この高濃度・高効率オゾン発生器は，高濃度オゾンの適用

力喋月待される下水処理などの水環境分野や，パルプ漂白など

の工業分野への展開が可能である。

導霞層

ガス流入口

誘電体高雷圧電極 容器

、／

放射状スペーサ

接地電極

排気管

電極構造

720g/hコンパクトオゾナイザ

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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電子銃・偏向ヨーク一体化シミューレーションによる
CRT総合特性評価技術 、
CRTを構成する電子銃の発生する静電界と偏向ヨークの

発生する磁界を共に計算し，電子ビーム軌道追跡及び収差解

析（スボット径の推定）ができるソフトウェアを開発した。

これにより，偏向ヨークによる偏向ひずみを考應したスクリ

ーン全面の画質特性評価が可能となった。

また，軸上の磁界分布を計算して自由空間の磁界を推定す

るアルゴリズムを取り入れることにより，ビーム軌道計算時

間が従来の手法の 1/60となり，格段に高速化を可能とし

た。その結果，スクリーン全面特性の計算がより高速に行え

ることとなった。

その他の機能として，

(1) スクリーン上のミスコンバージェンス量

(2) 巻線分布の変化によるミスコンバージェンス量の変化の

計算（感度計算）

(3) 偏向ヨークの渦電流損失・偏向感度指数の計算

(4) 漏えい（洩）磁束密度の計算

が可能である。

このソフトウェアの利用により， CRTの総合性能の評価

が容易となり，新しい CRTシステムの設計開発の効率化が

促進できた。

）
 

-←r *1 

シミュレーションの結果表示例

デイジタル双方向家庭用端末

電話・ CATV・衛星を利用した双方向マルチメディアサー

ビスが，新しい事業として期待されている。電話線経由で動

画像も含むディジタルデータを衛速に交信でき，既存の

TVを利用して VOD等のインタラクティブサービスを可能

とする家庭用端末 (STB)を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) MPEG 1の規格で圧縮された動画像を リアルタイムで

デコードして，再生，ポーズ，コマ送りができる。

(2) MPEG 2の規格でマルチプレックスされた静止画デー

タやアプリケーションを受信し，表示や実行ができる。

(3) ADSLモデムを使用することで，従来の電話線を利用

して 1.5-2Mbpsのディジタルデータを転送できる。

(4) 業界で広く認められたコンシューマ OSである

DAVIDを採用しているため，マルチベンダの映像情報ネッ

トワークシステムカ湘i築できる。

(5) ソフトウェアデータはサーバからダウンロードされる方

式となっており， 一つの端末で多様なサービスが実行できる。

(6) 当社独自のメニュー画面を採用し，リモコンを用いるこ

とで優れたユーザインタフェースを実現している。

電話会社

ーヽノ

STB-1000R ）
 •••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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ヽ 1 OGbps光伝送実験装置

長距離光海底ケーブルシステムに適用可能な光伝送技術を

国際電信電話（悧 (KDD)と開発し， 10Gbps光送受信装置

として KDD-SCSに納入した。

この装置の主な特長は次のとおりである。

(1) 高精度の光ファイバ増幅シミュレーシ ョン技術を用いた

設計により，雑音指数4dBの低雑音光プリアンプを実現し

t:-. ~ o 

(2) 独自の二重化自動利得制御方式を用いた光プリアンプに

よる広ダイナミックレンジ光 AGC(48 dB)を実現した。

(3)低雑音光プリアンプにより，世界トップクラスの高感度

受信 (~35 dBm)を達成した。

(4)高光出力 (+13dBm)光ブースタアンプとの併用によ

り， 200km長距離無中継伝送に成功した。

KDD-SCS向け10Gbps光伝送実験装置

） 業務システム構築支援ミドルウェアパッケージフレーム

パッケージフレームは，世界で初めて，市販ソフトウェア

とそのソフ トウェアが保持する情報を容易に統合することを

実現する当社独自の技術である。

主な特長は次のとおりである。

(1) 市販ソフトウェアを部品化し， 一つのシステムとして容

易に統合することが可能

(2) ハイパメディア機能の拡張により，ソフトウェアの改造

なしにデータ間の関連付けや検索が可能

(3) 短期間に，拡張性が高いシステムの構築が可能

この技術は，設備管理などの業務システムの構築を支援す

る三菱業務システム構築環境“ASSISTAS”の碁盤部分に

適用されている。

パッケージフレームを適用したシステムの画面例

ーヽノ
CO2レーザによるプリント基板の微細穴あけ加工技術

ノヽ

CO2レーザを用いた高密度多層プリント基板の微細穴加工

技術を開発した。現行のドリル加工では困難な 0.1mm径

の徴細スルーホールやブラインドホールを，ガラスエポキシ

基板に加工することに世界で初めて成功した。

特長は次のとおりである。

(1) レーザビームを短パルス化（パルス幅 ：50μs)し，か

つ，最適なレーザ出力とパルス周波数を選定することにより，

エポキシの炭化を抑制しつつ，ガラス繊維の残存が少ないス

ルーホール加工を実現した。

(2) ブライントホール加工では，内層銅はく（箔）のレーザ

エネルギー吸収率を考應して，レーザ出力とパルス周波数を カラスエポキシ基板に形成したスルーホール（左）

最適化することにより，内層銅箔の損傷を回避できる。 とブラインドホール断面（右）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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土500kV直流送電機器

電力及ひエネルギ—悶進

>

将来の基幹送電技術として期待される 500kV, 3,000 

MW級の大容量直流送電の実現に向けて，当社は関西電力

（松，四国電力（悧，及び電源開発（椋と共同研究を行い，実用

化のめどを得た。直流GIS及び変換用変圧器については長

期絶縁安定性，長期耐候I生等の確認のため， 関西電力山崎実

験センターで実証器の長期課電試験を実施中である。

サイリスタバルブ

気中絶縁水冷却 4アーム積層形のバルブで，次の新技術

開発により，従米技術のバルプに比べて容量当たり約40%

縮小化した大容量バルブを実現した。

● 6インチ光直接点弧サイリスタの開発による直列数

の低減

●サイリスタ索子周辺回路部品の小型化によるモジュー

ルのコンパクト化

●モジュール6段積み／4アーム構造による断さ低減

●大口径FRP絶縁支柱の開発による耐震性能の向上

●単位厚み当たりの制御電圧を高めた大口径酸化亜鉛素

子適用によるバルプ避雷器の小型 ・軽量化

制御保護装置

交流系統事故時に直流送電の運転を継続させ，事故除去後

に高速に送電電力を回復させる，新しいバルブ運転方式であ

る嵩速開ループ定余裕角制御方式を開発した。このほか，交

流事故等で系統動揺が発生した場合に，直流送電電力を制御

して動揺を抑制させる方式も開発した。

これらの制御方式を盛り込んだ検証機を試作し，系統の高

速現象も忠実に模擬できる新設DCシミュレータと組み合

わせて試験を実施し，従来方式に比べて優れた性能があるこ

とを確認した。

直流GIS

500 kV直流送電電圧に対応した絶縁信頼I生を確保するた

め，次に示す方策を用いた。

●金属異物対策として異物検出装置の設置と ともに， 主

回路課電中に異物を捕そく（捉）して無害化する機能

（パーティクルトラップ）を母線に設置

●円すい部の開日角が大きく，電荷が蓄積しにくい直流

用絶禄スペーサを採用

ンパクト化を実現した。

サイリスタパルプ（プロトパルプ）

制御保護装置

直流GIS（長期性能確認試験用）

一~』

一

モジュール

●直流専用に開発した大口径酸化亜鉛索子を 3並列構

成にし，保護特性に優れた直流線路用避雷器を適用

変換用変圧器

油浸複合絶縁の直流及び極l'胆叉転時の耐電圧性能を考慮し，

外鉄形変圧器の特長を最大限に活用して，変換用変圧器のコ

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
変換用変圧器絶縁検証モデル

ノヽ

DCシミュレータ

）
 

、ノ
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デイジタル型リアルタイム電力系統シミュレータ

jヽ

東京電力（株と共同で大規模系統の複雑な現象の解析や各

種制御装置などの動作確認試験に供する全ディジタル型リア

ルタイム電力系統シミュレータを開発し，東京電力（彬技術

開発センターに納人した。

計算能力が飛躍的に向上した最近の超並列計算機を用い，

ハイパキュープアーキテクチャに着目した分散型の系統解析

アルゴリズムを考案し， リアルタイム化を達成した。また，

ディジタルーアナログ間接続インタフェースを開発し，信号

レベルの接続及び電カレベルの連系を実現した。

特長は次のとおりである。

(1) 大規模電力系統のリアルタイムシミュレーショ ンを行う。

対象は過渡安定度・動態安定度 ・電圧安定度 ・長時間解析等

の広範囲にわたり，現象の一貫したシミュレーションが可能

である。

(2) ディジタルーアナログ間接続インタフェースを介してア

ナログ型シミュレータと接続することによ り，取扱いの容易

性，大規模系統模擬の経済l生の特長に加え，数式化が未開発

である現象の解析が行えるという特長を併せ持つハイプリ ッ

ドシミュレーションを行うことができる。

(3) シミュレーション中の各種設定／変更や， リアルタイム

のグラフ／メータ表示など，現実感のあるインタラクテ ィブ

なヒューマンインタフェース及び入出力編集支援機能を充実

した。

第 43回電気科学技術奨励賞（オーム技術賞）を受賞した。

操作卓 ハイパキュープ EWS ネットワーク

計算機 機器

デイジタル型リアルタイム電力系統シミュレータ

東北電力（株南相馬変電所納め
525/275kV 1,000MVA変圧器， 550kV 8,000A全GIS

ノヽ

東北電力（悧南相馬変電所に， 525/275kV変圧器， 550

kV全GISを納入した。

この変電所は，東北電力初の500kV昇圧の重要拠点とな

るもので， 1995年 3月に運転を開始し， 引き続き 6月には

広域連系が行われた。また，変電所には種々の新技術力哨い入

され，例えば，変圧器 •GIS では，コンパク ト化と環境調和

面で多くの配慮を した。

具体的には，変圧器は，国内初の単相 3台組合せ三相形

構成で，外鉄形方式のコンパクト性と GIS直結構造の利点

を生かして，ざん（斬）新な 1バンク構成を実現した。これ

により，相間寸法力哨甘小され据付けスペースが従来比で60

％になった。また，一次以外も三次の三角形結線など相間接

続を油中ダクト内で行いったほか二次も機器との接続をケー

ブルで行って外部との接続を全密閉とし，耐塩害性能などに

関する信頼性も向上した。

GISは，送電線4回線，変圧器 2回線，及び4母線区分

（連絡）の複母線で構成し，ルート断防止のための GIS送電 南相馬変電所500kVヤード全景

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

線回線の交差引込みは，地上と地中で立体的に行い，保守上

の障害とならないように配慮した。また，三相一括形主母線

以外に，線路側にも三相一括形 GIBを適用して縮小化を達

成した。さらに，系統の大容量化に備えて，短時間耐電流は

50 kAから 63kAに強化できるようにした。

なお，変圧器， GISとも最新の機器監視センサを蒋入し，

上位の保守支援システムによって高機能化を図った。

ノヽ
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産業及ひ:FA屍逓機器・

ライトサイジング計装制御システム
)
 

オープンシステムアーキテクチャ上に本格的計装機能を築

いた統合情報制御システム “MELTAS-SR"を開発した。

オープン化，システム構成の柔軟性，情報管理の統合化，

ヒューマンフレンドリ等のニーズに対応する。

製造業の原点である製造プロセスをベースとし，すべての

生産資源（設備，原材料，エネルギー，情報）と生産活動の

最適化・効率化を図り，プロセスイノベーション及びプロダ

クトイノベーションを推進する柔雌欠で知的な統合生産システ

ム“IA(Intelligent Integrated Automation Control) 

システム”を実現するキーコンポーネントである。

製造業における数々の実績を基に，計装制御技術に Win-

dowsを採用したことによる優れたオープン環境を生かすと

ともに，シーケンサとの親和性を実現して製品化した。

特長は次のとおりである。

(1) 情報融合：制御と情報の融合，部門間のやりとりが自由

(2) ディスクリート制御と計装制御の融合：全工程をカバー

（注） ‘‘Windows"は，米国MicrosoftCorp．の商標てある。

(3) ハイコストパフォーマンス：段階的に拡張可能

(4) 使いやすいオペレーション：タッチパネルでの画面展開

(5) インテリジェントエンジニアリング：用途に応じた言語

(6) 豊富な IAソリューションウェア：分野に応じた機能群

(7) リモートメンテナンス：広域サポートが可能

＼
ノ

二
MELTAS-SR 

薄板板金用高生産性炭酸ガスニ次元レーザ加工機 LXシリーズ

薄板板金切断加工において多種少量生産に適応した生産設

備への要求が島まっており，現在，この分野で主に使用され

ているタレットパンチプレスに置き換わる加工機として， レ

ーザ加工機による生産性の向上が注目されている。

そこで， 3軸光走査 (FlyingOptics)方式の採用による

高速駆動性能の改善と操作性の改善により，索材セッティン

グ時の停止時間を大幅に削減した，生産性において従来のレ

ーザ加工機やタレットパンチプレスをしのぐ，高生産性のレ

ーザ加工機を開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 早送り速度は XY合成軸で最大 84m／分（業界一）を

逹成し，加工速度も同一精度で従来機の 1.6倍の高速化を

実現した。

(2) オートパレットチェンジャ付きタイプ (LXP)をライン

アップし，外段取りによる素材・製品の搬入出とセット時間

を短縮し，大輻な生産性の向上を図った。

(3) 光走査方式の採用により，基本的にワーククランプが不

も達成した。

(4) 非接触静電容量式倣い装罹の標準装備によってレーザ光

の焦点位岡補正の追従応答性を向上し，加工の高速化を逹成

した。また，ワーク表面への傷なし加工も可能となった。 ）
 

， 
暑 • I - ＝--—一二＝=--

•一
-----』

要となって材料の歩留りが向上し，また， ミクロジョイント

なし加工が容易となった。省スペース（対従米機比約 4/ 5) ML2512LXP-3020D 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
12 三菱電機技報 •Vol.70 ・ No. 1 ・ 1996 



システム．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
¥
j
 多数個取りパレタイズロボットシステム

＼
ノ

ロボットのパレタイズシステムヘの適用は，専用機に比べ

て安価で柔軟なシステム構築が可能なことから拡大してきて

いる。しかし，パレタイズ個数が毎時2,000個を超えるよ

うな高速作業は高価な専用パレタイザにゆだねられており，

安価で柔軟なロボットによるシステムの実現力s"if!_まれていた。

今回，このようなパレタイズ市場の高速作業にこたえる

“多数個取りパレタイズロボットシステム”を開発した。

この多数個取りパレタイズロボットシステムは，多数個同

明船差によって時間当たりの積付け個数アップをねらったも

ので，専用パレタイザに匹敵するパレタイ ズ能力を安価で簡

単に実現することができる。

主な特長は次のとおりである。

(1) 多彩な積付けが可能

3個取って 3個置くといった単純な多数個取りだけでなく，

6個取って 3個3個又は2個4個というように 2回に分けて

置くことができ，多彩な積付けにも対応できる。

(2) 積付け時間最小化自動設定

積付け時間を最小にするために設定されたハンド条件によ ‘

り，積み順と多数個取り方法を，積付けるパターンに応じて

ロボットコントローラが自動設定する。このため，ワーク追

加変更の際も，面倒なプログラム修正は一切不要である。

4 c . 

／且祀

”‘¥ 彎:~

パレタイズロボットとコントローラ

ベクトルインバータ FREQROL-V200シリーズ

汎用イ ンバータ FREQROLシリ ーズの最上位機種とし

て，電流制御ループを装備し， トルク制御が可能な，本格的

ベク トルイ ンバータFREQROL-V200シリーズの開発・製

） 品化を行った。
同時に開発した業界最小レベルの SF-VR形専用ベクト

ル制御モータとの組合せによ って高応答・ 高精度を実現して

おり，従来の汎用インバータでは対応が困難といわれたライ

ン制御， 巻取機，昇降機械などの用途に最適である。

また， FREQROL-Aシリーズをベースにしているため，

小型で簡単操作，機能充実のほか，汎用インバータのオプシ

ョンの共用化など，使いやすさの点でも大きなメリッ トがあ

る。

このベクトルインバータの主な特長は，次のとおりである。

(1)速度制御範囲 1:1000,速度ループ応答200rad/ s 

を実現しており， 150％の高始動トルク，低速安定運転

が可能

200 V ・ 400 Vクラスそれぞれ 5.5-45 kWまでワイ

ドにライ ンアップ

(4) 当社独自のダイレクト設定方式を踏襲しており，専用パ

ラメータも容易に設定が可能

(5) 電源回生コンバータやブレーキュニット，ノイズフ ィル

タなど，汎用イ ンバータ FREQROLシリーズのオプ

ションの共用が可能

I ~ 

)
 

(2) 外部信号により，用途に合わせてトルク制御，速度制御，

位置制御（オプション）の切換えが可能

(3) 全容量とも高キャ リア PWM制御による低騒音運転で， ベクトルインパータとペクトル制御モータ

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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ピソレ／公共氣運機器・シ

新ホームエレベーター WELLウェルファミリ ‘
 

ホームエレベーターは，発売以来順調に市場が拡大してき

ているが，更に市場のニーズにこたえるため，従来に比べて

より低価格で省スペースな，人と住まいに優しい “WELL

ウェルファミリ”を開発し， “WELLシリーズ”に加えた。

製品の主な特長は次のとおりである。

(1) 駆動制御系の最適設計， ドア機構の簡素化，かご室の

FRP適用等によって部品の種類削減・軽量化・小型化を図

り，従来比で約 40％低減の低価格化を実現し，さらに，約

30％の据付けの省力化を図った。

(2) 駆動制御系 ・昇降路機器の小型化， レイアウ ト寸法の見

直しによ って，当社従米製品に比べて，平面設臨スペースを

約 20％縮小した。

(3) かご室は丸みのある柔らかく落ち着いたデザインとし，

余裕ある空間を持たせた。乗場は住宅インテリアにマッチし

たスリムなデザインとし，色柄は標準4タイプに加えて特

殊意匠を用意し，ューザが自由に選択できるようにした。

(4) 使う人の立場を考えて， 見やすく 押しやすい操作ボタン，

近畿地方建設局姫路工事事務所納め
道の駅“はが”道路情報ターミナルシステム

道の駅は，一般道路に設置される “休憩・情報交流・地域

連係の機能を持った地域と ともに作る個性豊かな，にぎわい

の場＂であり，休憩施設と 地域振興施設を一体化した複合多

機能型休憩施設となっている。

道の駅道路情報ターミナルシステムは，情報交流機能を実

現するものであり，米訪する ドライバに種々のメディアを通

じて道路交通情報 ・地域清報等を分かりやすい形で提供する

システムである。

近畿地方建設局姫路工事事務所へ納入した道の駅“はが”

道路情報ターミ ナルシステムは，40インチ 4面マルチビジ

ョン“ビジョン R29マルチくん＂を中心としたシステムで

あり，次の特長を持っている。

(1) マスコ ットキャラクタ“かえでちゃん＂の案 内で道路気

象 ・道路交通情報のはか，観光 ・イベン ト等の地域情報を提

供しており，老人や子供にも親しみやすい内容となっている。

(2) 番組作成機能によ って，各種映像ソース （レーザディス

ク，商用放送，カメラ映像，道路気象道路交通情報等）を

暗がり でも分かる乗場ボタン位置表示灯，荷物運搬に便利な

かご ・乗場戸開時間延長，高齢者でも使いやすい手すり，車

いす利用時を考慮した大型の鏡など，低価格の中にも多くの

機能向上を図った。

お知らせ

口

I
I
I
I
 

,
 
．．
 
,＇ 

乗場

観光清報

⑫ 
匁h

かこ室

(3) 道路気象・道路交通情報については， 地図上に変化情報

を重ね合わせて表示することにより， きめ細かい情報提供を

行っている。

(4) LANを用いたマルチコンピュータ分散処理方式の採用

により，システム拡張に柔軟に対応できる。

4面マルチビジョンの

任意に組み合わせた自動放映を可能としている。 表示例

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ーヽ

ーヽノ

、ノ

14 三菱電機技報 ・Vol.70 ・ No. 1 ・ 1996 



ステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

‘
 

大規模プラント用CRT監視装置 MACTUS770R

ヽ
~

公共プラント用 CRT監視装置の最上位機種“MACTUS

770 R"を完成した。 FDDIに準拠した 100Mbpsの高速大

容量プラン トバスを介して， 最大 4万点の信号と 400枚の

グラフィック画面をサポートする。

RISCプロセ ッサとリアルタイム UNIXの採用により，

優れたリアルタイム性を実現した。また，マルチウィンドウ

や多彩な機能を持ち，フルタ ッチパネルオペレーションによ

る操作環境で快適なプラント操作を実現した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 最新メッセージの表示

全画面で，最新のアラームとメッセージが確認できる。

(2) スピーディな画面展開

グラフィック， トレンド，計装制御など， 必要な画面ヘワ

ンタッチで画面展開ができ る。

(3) マルチウィンドウによるオペレーション

イベント， トレンド，計装制御などの各種ウィンドウによ

る表示ができ，機能的な監視が可能である。

(4) 使いやすい監視・操作環境

操作性を重視した専用の操作ウ ィンドウを設けた。

(5)大画面表示

横 2倍，縦 2倍，縦横 2倍，横 3倍の大画面表示が可能

である。

｀ ， 

MACTUS770R 

4方向吹出し天井カセット形パッケージエアコン
コンパクト“ミスタースリム”

）
 

ヽ
ー
ノ

小事務所，小店舗， さらには住宅のリビングにまでパッケ

ージエアコン採用の声が高まっており，これら拡大市場の二

ーズにいち早く対応するため， 製品サイズから使い勝手まで

すべてにコンパクト思想を取り入れたカセット形エアコンを

発売した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 吹出しの風速分布を改善した新形ターボファンと粘効率

熱交換器の導入により，従来比で 64％の製品小型化と 70

％の軽量化を達成し，据付け可能範囲の拡大と据付け所要時

間約 1/2を実現した。

(2) 突起を形成した新風路形状， 業界初の植毛レス風向ベー

ンの導入，及びベーンでの風向制御性向上により，ベーンの

清掃を可能とするとともに吹出し風で発生する天井面の汚れ

をシャッ トアウトし，省メンテナンス，快適性の向上を実現

した。

(3) 回転トルク制御ダンパ及びワンプッシュ間閉機構の搭載

により，ボタンを押すだけで自動的にオープンする吸込みグ

リルを導入した。また，いすを使用するだけで（脚立不要）

フィルタ着脱を可能とし，フ ィルタ清掃性の向上を実現した。

¥ ． 

、'`

コンパク トカセ ットPLH-J71JK

9----
植毛レス風向ペーン プッシュオープングリル

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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． ． ． ． ． ． ． ． ． 
新幹線電車用電機品 ‘

 
JR各社では，新幹線電車の高速化や高性能化のための開

発が盛んである。東海旅客鉄道（株の 300X系電車は，東海

道新幹線の質的向上を図るため，車両及び地上設備関係の各

種データを収集するために試作された。この電車の主回路シ

ステムは 300系（のぞみ）と同様， PWMコンバータ／イン

バータ方式であるが， 4.5kV, 4 kA GTOを使用して大

容量化とともに各機器とも大輻な小型・軽量化を図った。

東日本旅客鉄道（梱の北陸新幹線用 E2系電車， 田沢湖線

新在直通運転用 E3系と併結運転用 E2'系が

製作された。いずれも PWMコンバータ／イ

ンバータ方式で同ーであるが， E2及びE2'

系は 50/60Hz共用のために補助電源は三相

出力の並列同期運転システムを採用している。

また当社は，逆導通 GTOを使用した 3レベ

ル変調コンバータ／インバータ方式を試作して

E2'系で試験した。従来の 2レベル方式に比

べて高調波電流が大輻に低減し，主変圧器や主

電動機の低隆音化・低振動化に大きな効果のあ

ること力噌侑認できた。

西日本旅客鉄道（松の 500系電車は，山陽新幹線において

300 km/h運転を実現するため製作されたもので， 16両の

全電動車編成で，制御ユニットは 4両単位である。主回路

の冗長性を向上するために， PWMコンバータ／インバー

タは 1両単位で構成している。また，主変圧器は 300系の

約 2倍の容菫であるが，各種技術を採用して小型・軽醤化を

図った。

）
 

300X系電車

新幹線電車用の車両l青報制御装置

東日本旅客鉄道味の E2/E3系新幹線電車用に，隣接

するノード間をループ状に結んだ光伝送路を用いて，応答

性・耐故障性を向上させた車両情報制御装置を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 翻期旨令，モニタ情報の伝送遅れが小さく，また，ばら

つきも小さい（周期 10ms,遅れ時間 1-6 ms)。

障害が発生箇所以外に波及せず， また，(2) 
1号車

(4) 

発生箇所が即座に判別できる。

(3) ループ状構成及び中央装置内のノードニ重化により，耐

故障性を高めている。

列車併結部にツイストペア線が使用でき，

系併結時も 1ループ構成を保てる。

E2系と E3
ーヽノ

8号車

f

・
 

— 
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車両l青報制御中央装置 光伝送路の構成 ）
 •••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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＼
 光スペクトル拡散方式近距離測距装置

、ノ

（財）自動車走行電子技術協会（自走協）提案のssvs
(Super Smart Vehicle System)では，協調走行システ

ム実現のために，横方向近距離の測距装箇が必要である。当

社は，自走協の委託により，路側（ガードレール等）までの

距離を測定する装置を開発した。光による近距離測距にスペ

クトル拡散の技術を利用したのは世界で初めてである。

試作した装置の特長は次のとおりである。

(1) 送受信信号の符号相関を利用して高精度な測距を実現。

測距レンジは 0.1-7111,分解能は 0.1m以下

(2) ティジタルマッチドフ ィルタにより，受信信号の高速同

期捕そく（捉）が可能。測距時間は 0.5ms以下

(3) 低価格で，安全性の高い赤外発光ダイオードを使用

卜

シ
后
に
杉

三`ロ構成図
光送受信部 信号処理部

試作した近距離測距装置の構成図と外観

車間距離制御システム

）
 

1995年に発売されたニューディアマンテに搭載されてい

るPDC(Preview Distance Control)を，三菱自動車工

業（樹と共同で開発した。PDCは，定速走行中に先行車との

車間距離が保てなくなるような場合にはエンジンプレーキで

減速し，更に危険な距離になると予測される場合には警報を

発して運転者にブレーキ操作を換起するシステムであり，運

転者のアクセル，ブレーキ，スイッチ類の操作量 ・操作頻度

の低減を図るこ とで負担を軽減し，アクティ ブセーフティと

イージードライブとの両立を目指すものである。

PDCでは当社独自に開発したスキャンタイプレーザレー

ダによる測距技術とCCD画像処理技術を組み合わせて車間

距離計測に用いているが，このようなシステムは，車載用と

しては世界初のものである。

O 4二二0 ; • • ・ -→ • -．.... 0 • .． 
ベー・ .,.--, ー"-.-:..fi ... -：；羞．：―ー••一·• 9 
-::.'.:.:・・沿…・．:・

, __. ""-. ,_ . 
. : 一 [、 U・・；’・ぞ： • ．._，. -

→,． 、饂旦＇五：：：一炉—~;;、た涵亭奎：5． i.9.:，•2,·—. .—· ．． て• 9 . - -．→ ...“ - - •O 

PDCの制御コンピュータユニットと

レーザレーダヘッドとカメラ

高機能ナビゲーションシステム

1995年 1月発売のニューディアマンテに搭載されている

ナビゲーションシステムを開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 独自開発の地図データベースによる豊富な情報量

(2) ヒューマンインタフェースを重視したウィンドウメニュ

一方式によって操作性を大幅に向上

(3)独自の階層化地図と 32ビット CPUを採用し，高品質

で業界最高水準 （平均 30秒）の高速経路探索を達成

）
 

(5) 任意の異なる縮尺の地図を同時に見ることのできる 2

画面表示（業界初）

ディアマンテの

よる分かりやすい経路案内 '- -画面例．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
(4) 新開発の略図自動生成アルゴリズム（世界初）の採用に

17 



〇〉半導依と電子テパイス ・
CG機能を搭載した超高速64ビット浮動小数点乗算器

)
 

マルチメディアシステムの発展に伴い， 三次元CG（コン

ピュータグラフィックス）の高速化に対する要求はますます

高まっている。CG計算には膨大な回数の浮動小数点乗算が

行われるため，これを高速化する上で，浮動小数点乗算料の

高速化が必す（須）となっている。

この要求にこたえるため，世界で初めて， CG用演罪機能

を搭載した超高速 64ビット浮動小数点乗算器を開発した。

主な技術的ポイントは次のとおりである。

(1) 独自の冗長二進アルゴリズムの開発により，超晶速演算

処理を世界最小のハードウェアで実現

(2) 回路構成を独自の手法で~適化することによ って高速回

路動作を実現

(3) CG機能として， RGBの色データと係数との乗算を 1

ステップで高速に実行する機能を搭載

この浮動小数屯乗算器を 0.5μmCMOSプロセスで試作

し，動作周波数286MHzの超高速動作を達成した。これ

は，浮動小数点乗算器としては世界最高速級の動作スピード

である。このように，この浮動小数点乗算器は CGに最適

であるばかりでなく，通常の浮動小数点乗算器としても科学

技術計算を始めとする幅広い用途に用いることができ，今後

の邸速計算システムのキーデバイスとなることが期待される。

64ピット浮動小数点乗算器のチップ

コントローラ内蔵16MビットキャッシュDRAM

16 M (1 Mx 16)ビットのコントローラ内蔵キャッシュ

DRAMを開発した。 当社オリジナル製品であるキャッシュ

DRAMは高速SRAMと大容量DRAMを1チップ化した

もので、低価格かつ高性能なメモリシステムを構築できる。

このメモリは更にメモリコントローラを内蔵したもので，

次の特長がある。

(1) CPUを直結できるインタフェースを採用したので，メ

モリ制御回路の設計が容易になる。

(2) 新規なコントローラ制御方法を採用し， さらに内部バス

幅を 8ワードと大きくしたので，高いヒット率と小さなミス

ペナルティカ瑣月待できる。

(3) クロック周波数 66MHzまでのバスに接続でき，キャ

ッシュヒット時はノーウェートでアクセスが可能である。

(4)信号線の最遥化を図ったため，非常に小規模な PLDを

付加することで様々な CPUに対応できる。

(5) ノンキャッシャブル領域やシャドウ RAM領域等の設

定を始めとするパーソナルコンピュータの主記憶制御に必要

このメモリを用いることで，システムの速度性能を維持土

つつ，小型・低消贄電カ・低価格化が実現できる。このメモ

リは，パーソナルコンピュータの主記憶のはか，携帯端末や

組込み応用に最適である。

＇，L．戸芯：

圃|
！ 

'| 

コントローラ内蔵16MビットキャッシュDRAMのチップ

な機能を搭載した。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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＼
 世界最大容量1PMPMBOOHSA 120 

）
 

耐圧 1,200V, 800 Aの電流定格を持つ世界最大の IPM

(Intelligent Power Module)を開発した。

近年，スイッチング用パワーデバイスに使用している

IGBTは， 著しく性能が改善されている。しかし，その電

気的特性を最大限に発揮できるようにしたために，アプリケ

ーションでの異常時の保護については，デリケートな設計を

行うことが必要になった。これは，開発・検証工程の長期化

と信頼性の低下を招くことになる。そこで，単にスイッチす

るだけではなく，保護回路とゲートドライブ回路を内蔵した，

使いやすく破壊しにくいデバイスの需要が急増している。

既にこのコンセプトを持った IPMを製品化しているが，

次の要索技術を用いて電流定格が従来比で 33％増強した

IPMをラインアップした。

(1) 第三軋代 IGBTチップを採用して，低ロスと高速スイ

ッチングを同時に実現した。

(2) パッケージと電極の構造設計に CAEを使用して， 内部

インダクタンスを低減し，オフ時のサージ電圧を抑制した。

(3) 保護団路を最適に設計して， 短絡時の大電流においても

確実に保護できるようにした。

これらの技術開発により，この IPMは， 220kVAクラ

スまでの工業用インバータ、及び風力発電機のジェネレータ

／コンバータ等への適用が可能になった。

PM800HSA120 

対角29cm(11.3型SVGA)高精細TFTカラー液晶ディスプレイ

）
 

高精細で多階調表示が可能な，対角 29cm (11.3型）の

ノートパソコン用 TFTカラー液晶ディスプレイを開発し

た。

ノートパソコンのバッテリ駆動時間を長くするため，液晶

ディスプレイの低消費電力化に対する要求がますます強くな

っている。これにこたえるため，以下の技術開発によって，

従来に比べて 30％以上の低消費電力化を達成した。

AA11SB 6 C-ADFDの仕様

） 

l表示サイズ（対角） 29cm(ll.26インチ） I 
l解像度（ドット） 800X600 I 
I表示寸法(mm) 229.2X 171 I 
l禅 度(cd/mり 70 I 
！表示色 26万色(18ピット） l 
Iコントラス ト比 150 : 1 I 
lパックライ ト CCFT, 1灯 I 
l供給屯源(V) 3.3, 12 I 
lt肖骰電力 (W) 2.0 I 
l既 址(g) 440 I 
l外形寸法(mm) 264.5Xl93.5X7.0 I 

(1) TFT,パネル設計の最適化による，パネル開口率の向

上

(2) バックライトの高効率化

(3) 入力電圧の 3.3V化と低電圧液晶駆動技術の開発

さらに，新モジュール構造の採用，高密度実装技術の開発

によって，モジュール厚 7mmの業界最薄型の外形寸法を

実現した。

AA11SB 6 C-ADFD 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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宇宙実験

．
 

観測フリ

宇宙鹿発と衛星通信・

ーフライヤの開発及び運用

宇宙実験・観測フリーフライヤ (SFU)は，我が国初めて

の回収再利用型，小型無人プラットフォームであり，当社が

全体システム開発を取りまとめ，打上げ後の運用についても

システム取りまとめを行っている。

SFUは， 1986年から開発に着丁し， 1995年3月18日に

種子島宇宙センターからH-II3号機によって打ち上げられ，

現在， 10種の異なった宇宙環境実験・観測を次々に実施し

ている。今冬， NASAスペースシャトル (STS-72)エンデ

バー号とランデプドッキングし，日本人宇宙飛行士若田光

ー氏の操作による軌道上回収運用を控え，ジョンソンスペー

スセンターのエンジニアとともに，運用手順の最終確喩忍及

び日米合同の運用トレーニングを実施している。

TELSTAR5号用太陽電池パネル

種子島で打上げ直前のSFU

米国 SS/L社から受注した通信衛星TELSTAR5号用

太陽電池パネルの開発において，薄型嵩効率シリコンセル

（平均電気変換効率 17%）の採用により，祉界でも最大級の

パネル発生電力／質塁比106W/kg（従米よりも約45％向

上）を達成した。高効率セルの特長を生かすため，新たに開

発した特殊コーティング付きカバーガラスを採用し，軌道上

でのセルの温度上昇による出力低下を防ぐ設計としている。

また，従米ガリウムひ索太隔電池で実現していた大電力化

をシリコンセルで実現したことと，既存の製造ラインの適用

を可能にしたことにより，低コスト化も同時に実現した。

C帯高効率高出力固体増幅器

TELSTAR5号用太陽電池パネル

通信衛星の分野では，中継器の主要構成コンポーネントで

ある固体電力増幅器 (SSPA)の新規需要，及び交換需要の

増大に伴う市場規模の拡大力堪月待されている。

当社では，既に出力 10-20 W クラスの憔界最小•最軽

最の C帯固体電力増輻器の開発を完了している。 20W

SSPAの効率，ひずみを更に改善するとともに，出力 30W

と40Wクラスを加えて，小型・軽量SSPAのシリーズ化

を完成した。新たに開発した SSPAは，出力 20Wで効率

40％以上，出力 40Wで効率38％以上を達成した。主な技

術ポイントは，①低損失な電力合成回路の採用，②簡易型

リニアライザの開発③高出力 FETの熱抵抗低減，④電 C帯固体増幅器

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

源効率の改善である。

． ． 
う

ノヽ

）
 

）
 

20 三菱電機技報 •Vol.70 ・ No. 1 ・ 1996 



••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

¥
 Ku帯超小型衛星通信装置

＼
ノ

災害地・無人地域等の通信事情の悪い場所で容易に通信回

線を設定する手段として，可搬型の小型衛星通信装置への二

ーズが高まっている。

今回，上記に対応した Ku帯超小型衛星通信装置を開発

した。この装置は宇宙通信（ft)のスーパーバード等の民間衛

星に対応しており， VSATの技術適合基準を満足している。

構成は直径 75cmの開口面アンテナ， 2W出力の屋外装

置 (ODU)，屋内装置 (IDU)の3ユニットで構成され，次

の特長を持っている。

(1) 親局との間で 32kbpsのQPSKディジタル変調信号を

用い，電話， FAX,データ等の信号を同時に 2チャネル送

受信できる。

(2) ODUとIDuの間の接続は送受信用の同軸ケーブル2

本のみとし，電源線等の接続を不要とした。また，信号周波

数は 1GHz帯を選び，約 50m以上の距離まで無中継でイ

ンタフェース可能として，設置場所の自由度を高めた。

(3) アンテナ取付け架台の小型化，及びアンテナ， ODUの

質量を大幅に軽量化し，各分割質量を 10kg以下と して持

ち運びを容易にした。

(4) 組立性の向上，及び音声による方向調整指示機能の付加

により，輸送状態から組立てまで約 5分，衛星捕そく（捉）

までの時間を約 2分と設定時間を短縮し，機動性を耐めた。

Ku帯超小型衛星通信装置

衛星通信利用デイジタル映像伝送装置

高能率符号化技術により，麻品質な映像，音声信号の情報

を大輻に圧縮し，狭帯域で伝送を可能とする衛星通信利用デ

） イジタル映像伝送装置を開発した。
主な特長は次のとおりである。

）
 

(1) 国際標準である MPEG2方式準拠により，刷品位な映

像音声を狭帯域で伝送し，衛星回線の有効利用が可能である。

(2) 用途に応じ，異なる映像品質を持つ 3種類の伝送モー

ドの選択が可能である。

(3) 強力な誤り訂正を行うことで，小型アンテナ及び安価で

小型のレシーバを用いて経済的なシステム構築が可能である。

(4) 映像 ・音声に加え，高速データ (256kbps)，低速デー

タ(19.2 kbps)の伝送が可能である。

(5) PN（擬似ランダム） 信号加算方式によるスクランブル

により，伝送信号の秘匿，ューザグループ単位及び受信局単

位の視聴の可否の管理が可能である。

(6) 送信局において，切換え制御装置を使用することによっ

て冗長構成が可能であり，障害発生時には，自動的に予備系

のエンコーダに切換えを行う。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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PDC方式携帯電話デジタル・ムーバDIIHYPER 

NTT移動通信網（樹向けに， PDC方式用 800MHz帯携

帯電話“デジタル・ムーバDII HYPER"を開発した。

デジタル・ムーバDII HYPERは，次の特長を持ってい

る。

(1) デジタル・ムーバ HYPER シリーズ中で最小•最軽量の

132 cm3/ 160 g (S電池装着時）

(2) 一回の充電で1週間以上待受け可能な，連続待受け 240

時間／連続通話 150分 (L電池装着時）

(3) マルチメディア時代を先取りした 9,600bpsの高速デ

ータ通信に対応

(4) 見やすさを向上させた倍角／3行表示ディスプレイ

(5) 録音済みの自分の声でメモリダイヤル検索が可能な音声

ラベル付きメモリダイヤル機能

音声認識応答装置 MELAVIS

Z

~
 

D
E

~ 

’
 

L
V
 

Mi
sEヤ

――
―――――― 

PDC方式

デジタル ・ムーバDIIHYPER 

業界で初めて電話音声・不特定話者・大語い（彙）認識の3

機能を同時に実現した音声認識応答装置“MELAVIS"（呼

称メラビス）を製品化した。

旧線ひずみや雑音などによってこれまで困難とされていた

電話音声の認識を，当杜独自の技術によって実現した。しか

も， 10万単語（同時 1,000単語）の大語彙を，事前に利用

者の音声登録することなく認識できる。

さらに，システム構築に優れた次の特長を持っている。

(1) LAN (TCP/ IP)経由でEWS,パソコンと接続

(2) 認識単語は EWS上のツールによって文字で登録が可

ヒレム月

カラーペンコンピュータ

(3) 応答用音声は EWS画面上で簡単に編集・登録が可能

(4) 1装置当たり電話回線を最大6チャネル接続

辛

AMITY VC 

MELAVIS 

三菱ペンコンピュータ “AMITY”のカラー VGAモデル

を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 9. 4インチ DSTNカラー液晶ディスプレイを採用，高

精細 256色表示を実現

(2) ペンコンピュータで初めてグラフィックアクセラレータ

を搭載し，高速描画が可能

(3) Windowsを標準搭載したペンコンピュータでは最薄型

(25.4 mm)，最軽量 (1.2 kg)を実現

(4) 最長バッテリ駆動時間が約4時間

HDD構成が可能

(6) 当社独自の高性能文字認識エンジンを搭載

(7) パワーオンパスワードによるセキュリティを実現

三菱ペンコンピュータ

(5) 最大 24Mバイトのメモリ搭載，最大 340Mバイトの ~ AMITY VC ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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パーソナルコンピュータ apricotシリーズ

（
 

（
 

最新のテクノ ロジを結集した apricotシリーズは， 基幹

業務対応の高性能サーバからノートパソコンまで，幅広い製

品レパートリをそろえ，多様化するユーザニーズに対応して

いる。

サーパ

マルチプロセッサ構成のサーバコンピュータ “FT//mp"

を開発し，従来の機種に比べて一層の高速 ・大容最 ・高信頼

性を実現した。主な特長は次のとおりである。

• Pentium -100 MHz（注1）を採用，最大 4CPUのマ

ルチプロセッサ構成

●最大80Gバイトの大容量ディスク，最大 768Mバ

イトの大容量メモリ

●専用プロセ ッサを搭載したサーバ管理装置で， 内蔵

UPSを装備して，基幹系システムのダウンサイジン

グに対応

また，部門系や OA系業務に対応した “FT//ex”に対し

て， 2 CPUモデルを製品化し，性能強化を図った。

デスクトップ

従来機種に対して，より嵩速な CPUを採用し，マルチメ

ティア分野での使用に適した “apricotLS 550"を開発した。

次の特長を備えている。

• Pentium-133 MHzを搭載

• Tritonチップセット， EDODRAM,パイプライ

ンバースト SRAMを採用

●CD-ROMを標準内蔵

●サウンド機能を標準搭載

●五つの拡張スロ ットを備えた拡張性

• Windows（注2）95搭載モデルも製品化

ノートパソコン

高解像度表示，CD-ROM搭載のノートとしては最軽量・

最薄型を達成したスーパマルチメティアノ ート “apricot

NOTE SX"を開発した。 主な特長は次のとおりである。

●業界に先駆けた最高精細 1,024X 768ドッ トTFTカ

ラー液晶ディスプレイを採用

• Pentium-90 MHzを搭載

• テスク ト ップ並みの機能 ・ 性能を持つ可搬型省スペー

スパソコン（質量3.3kg,厚さ 53mm) 

• Windows 95搭載モデルも製品化

（注1)"Pentium"は，米国IntelCorp．の面標である。

（注2)"Windows"は，米国MicrosoftCorp．の商標である。

また，現在主流の高精細 soox600ドットの液晶パネルを

いち早く採用した “apricotNOTEFX”及び小型 ・軽量化

ノー トパソコン “apricotNOTEGX"も製品化した。

．
 f
!．

,I'{
 

FT// mp (M3537) 

apricot LS550 

apricotNOTE SX 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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峡像情親閉湮綬器 ・シス

デイジタルビデオディスクプレーヤ
（
 

CDサイズで，長時間の高画質動画再生ができ，次世代マ

ルチメディア光ディスクと位罹付けられるディジタルビデオ

ディスク (DVD)プレーヤを開発した。

DVDの基礎となるキーテクノロジはディスクの高速 ・高

密度化技術と情報源である画像の高能率圧縮符号化／復号技

術であり，高速 ・高密度化のため，高密度ディスク再生に不

可欠な高精度サーボ技術 ・高速信号処理技術を，画像の高能

率圧縮符号化／復号のため，MPEG2 (Moving Picture 

Experts Group 2)方式で，画像の情報量に応じてデータ

量を可変制御する可変レー トエンコー ド／デコード技術を開

発した。

以上の要索技術を甚に開発した DVDプレーヤの主な特

長は次のとおりである。

(1) CDの約7倍のデータ容量の高密度光ディスクで，片面

130分以上の高画質ディジタル動画再生を実現した。

(2) DVDのほかに，従来の CDとの再生互換を行うため，

CDオーディオ， CDグラフィックス，ビデオ CD等の複数

種類のディスク再生機能を搭載した。

(3) DVDとCDの双方のディスクの信号読取りを最適に行

うために，当社独自のツインレンズ方式光ピックアップを搭

載した。

c
 

DVDプレーヤ

DVD用ツインレンズ光ピックアップ

一つの光ピックアップで，碁板厚さ 0.6mmのデイジタ

ルビデオディスク (DVD)と，基板厚さ 1.2mmのディス

ク(CD-DA,CD-ROM等）を再生できるツイン レンズ光

ピックアップを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) DVD用と CD用の二つの対物レンズを， 当社が独自に

開発した軸しゅう（摺）動回動方式の対物レンズアクチュエ

ータに搭載した。検知したディスクの種類に応じて専用の対

物レンズヘ切り換え， DVD又は CDに対してそれぞれ最適

な光スポットを形成し，信号再生を可能とした。

(2) 対物レンズアクチュエータには，回動によって対物レン

ズが切り換えられる場合に，それぞれの対物レンズが常に入

射光の光軸上に位置されるように保持機能を設けた。さらに，

2個の対物レンズを搭載するレンズホルダの形状及び駆動機

構の最適化を行い， DVDとCDに要求される制御特性（駆

動力，周波数特性）を確保した。

(3)対物レンズは，各ディスクの再生に対して最適化設計を

図るとと もに， 生産性が衛く，軽量なプラスチックを採用し

た。さらに， DVDとCDを一つの光ピックアップで再生す

るための光学設計の最適化を行った。

ツインレンズ光ピックアップ

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
24 三菱電機技報 ・Vol.70・ No. 1 ・ 1996 



テム ••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

ATMネットワーク対応MPEG2コーデック

／
！
＼
 

衛画質なディジタル映像伝送を可能と し，放送業務 ・防

災・監視用途等に適した， MPEG2コーデックをベースとし

た，広帯域 ATMネットワーク対応の映像伝送装置を開発

した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 通信放送， 蓄積系のインタオペラピリティを実現する

国際標準である MPEG2-Video/ Audio/Systems 

の 3規格すべてに準拠

(2) 放送業務を含むプロフェッショナルユースに適した， 高

画質なビデオ符号化制御技術と信号処理技術を具現化

色再現性に優れた 4:2: 2クロマフォーマット，及

びフィ ールド／フレーム両ス トラクチャをサポート

(3) ビデオ符号化／復号 LSIの開発により， 小型化を実現

((W) 430 mm, (H) 133 mm, (D) 520 mm) 

(4) 通信の国際標準化機関である ITU-Tの標準化仕様に

従い，次世代広帯域通信網の伝送モードである ATM

に対応。 AALタイプ1, タイプ5の2種をサポート

(KDD研究所との共同開発）

(5)業界標準団体である DAVICのシステムモデルをベー

スとしており，回線インタフェースの交換等により，

SNG・監視 ・遠隔教育 ・会議システム等の広範囲なア

プリケーシ ョンに対応可能

・ ~

曰7]・..

ATMネッ トワーク対応MPEG2コーデック

小型・高解像度液晶プロジェ クタ LVP-EP1

（
 

家庭で手軽に大画面を楽しみたいという ニーズに対して，

高解像度と高照度を同時に実現できる小型 ・軽量 ・低価格の

液晶プロジェクタを開発した。

従来のプロジェクタが赤 ・緑 ・青の三原色映像信号によっ

て液晶パネルを駆動しているのに対し，開発した液晶プロジ

ェクタは，人間の視覚1寺性が，明暗に対する感度に比餃して，

色に対する感度が数分の一と低いことを利用している。すな

わち，師度信号は高解像度のモノク ロ液晶パネルで，色信号

は低解像度の色用の液晶パネルでそれぞれの画像を生成し，

偏光ビームスプリッタによって光学的に合成してカラー画像

を得ている。

このように，人間の視覚特性に合致した合理的な輝度画

像 ・色画像分離方式を用いた液晶プロジェクタ LVP-EP1 

を世界で初めて開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 1. 3インチ 17万画素のモノクロ液晶パネルとカラー液

晶パネルの採用によ って，解像度 400テレビ本を実現した。

(2) 100 W ハロゲンランプ，偏光ビームスプ リッタ，及び

ダイクロイ ックミラーを用いて，4,500Kの色温度と，40

インチ 60ルックスの高照度を得た。

(3) ビデオ入力及びアナログ RGB入力端子を備え， 20型

から 100型まで投写できる A4サイズの小型機を実現した。

液晶ピデオプロジェクタ LVP-EP1．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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全自動洗濯機 MAW-60J1

住環境艘器・システム ・

全自動洗濯機 MAW-60J 1形は，基本機能とサーピス性

向上を開発コンセプトとし，当社独自の“まわるステンレス

槽＂を採用することにより，洗浄力約 73％アップ，泥の汚

れ落ち約30％アップと大幅な洗浄カアップを達成した。

主な特長は次のとおりである。

(1) ステンレス槽をパルセータと逆方向に回転させた当社独

自の“まわるステンレス槽”

(2) 洗濯液をくみ上げて降り注ぎ，洗剤を早く溶かす“とけ

とるシャワー”

(3)使い勝手の良い操作パネル

(4) フロントサービスパネル方式によるメンテナンス性の向

上

9.、

全自動洗濯機 MAW-60J1

省エネミッドフリーザ冷凍冷蔵庫 MR-J41B
（資源エネルギー庁長官賞受賞）

（
 

地球環境にやさしくオゾン層を破壊しない HFC134 a冷

媒を高効率圧縮機に採用するとともに，家庭の 1か月の電

気代の 5分の 1をも 占める冷蔵庫の省エネルギー（従来比の

20％低減）を達成したミッドフリーザタイプの冷凍冷蔵庫を

発売した。

省エネルギーは，ツイントルクロータリ圧縮機の運転状態

を2段階切換え（高負荷時は高トルクを確保し，低負荷時は

運転コンデンサを切り換えて低トルク（低入力）にする。）に

するように制御回路を工夫することによって行っている。

これにより，偲オ）省エネルギーセンター主催の省エネルギ

ーバンガード21で，資源エネルギー庁長官賞を受賞した。

そのほかに，におい移りの少ないダイレク ト給水自動製氷

機能も装備した。

-I 

“¥←一一，空立r→一＿．
I 

ゞ ↓罰

i 
I -土戸ロー

： ニ
冷凍冷蔵庫 MR-J41B

スティックタイプクリーナ
ヽヽ
Tascal " 

収納や持ち運びが簡単で，いつでも手軽に掃除ができる，

フローリングプラシに縦型の本体が付いたスティックタイプ

クリーナ “Tascal"を，このクラストップのハイパワー175

w（吸込仕事率，消費電力 500W時）で発売した。
折り畳み式のハンドルで，嵩さを約半分 (57cm)にでき

るので，高さに制限のある所や部屋の隅にも楽に収納できる。

また，折り畳んだ本体上部にも大きなハンドル部があるの

で，階段などでそのまま掃除したり，部屋の移動にも楽に持

ち運べる。

そのほか，本体をほぱ水平まで傾けられるので，テーブル

の下などの低いすき （隙）間も楽に掃除できる。 コードの長 ヽ•P HC-A1形スティックタイプクリーナ

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

さは 5rnで，8悦間程度の広さでも，コンセントを差 し替

えずに使える。

ー
ヽ
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住宅用保安照明 BS01K, AP01, CP01E 

高齢化社会の到米や阪神大震災等の災害を背景として，

“安全 • 安心”をコンセプ トとした，住宅における停電時の保

安照明を開発した。

住宅用保安照明の特長は次のとおりである。

(1) オフライト付き壁スイッチとの組合せによ り， 停電時と

オフ時を判別し，停電時のみ保安灯を点灯させる。

(2) 停電時の電源は，入手性やコストを考胞し，二次電池で

はなく， 一次電池の単 3乾電池を使用した。

(3) 電池電圧の低下を検知して電池の交換時期を知らせる

LEDを付加し， 電池交換を促すようにした（卓上スタン ド

タイプを除く 。）。

高気密高断熱住宅用換気・
“エアリゾート”シリーズ

高気密高断熱住宅における快適な居住環境と省エネルギー

を実現するために最適な住宅全体の換気 ・冷暖房システムを，

“エアリゾート ”の名称でシリーズ化した。新製品として，

ヒー トポンプ式では業界初の換気 ・冷暖房一体床置き形を

1995年 11月号に発表した。

シリーズの特長は次のとおりである。

(1) セントラルダクト方式の全室空調により，室内上下空間

や部屋間の温度差を縮小し，不快な気流感や騒音を低減した。

(2) 全熱交換方式“ロスナイ”による換気と，室温に応じた

部屋の吹出し風醤の自動制御により， 省エネルギーを実現し

た。

住環境解析システム

室内温熱環境と空調負荷を評価する場合， 空謂梧息器や建物

性能の多様性を単一の実験設備では検証しきれない。その限

界を補完するために必要不可欠な解析システムを開発した。

従来は，建物性能や外界条件を考應に入れなかったため，

解析結果が実際と異なる場合があった。そこで，次の特長を

備えた住環境解析システムを開発した。①外界，隣室から

の貫流熱損失分布を正確に評価できる。②放射率を放射熱

交換係数に反映させ，現実に即して放射熱交換量を算出でき

る。③人体温熱感覚に対応した種々の快適性指標を算出で

(4) 卓上スタンドタイプは，本体から保安灯が取り外せるの

で，携帯して使用することができる。

円形シーリング

CP01E 

ペンダント用

アダプタ AP01

卓上スタンド

BS01K 

冷暖房システム

(3) 室内ユニットを非居住空間へ設置することにより，省ス

ペース化を行った。

(4) ダクト設計の簡略化と現地での風量調整の自動化が図れ

る新ダクティング方式により，施工の簡略化ができる。

換気・冷暖房システム “エアリゾート＂

（ヒートポンプタイプ床置き形）

この1附靱斤システムの利用により，オフィスのペリメータ放

射空調システム等，新方式の空調システムのハードウェア開

発空調機器制御アルゴリズム開発を促進できる。

きる0 - -室内空気温度分布解析例．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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社外技術表彰

「資源エネルギー庁長官賞」を受賞 ぅ

1995年 2月1日，闘省エネルギーセンター主催の平成 6

年度「21世紀型省エネルギー機器・システム表彰」の表彰式

が開催され，当社静岡製作所の“ツイントルクロータリーコ

ンプレッサ搭載三菱冷蔵庫”が「資源エネルギー庁長官賞」

を受賞した。

今囮の受賞対象品は，以下の特長がある。

(1) 代替フロン (HFC134 a)で， しかも，ロータリ圧縮機

の組合せを業界で初めて実現した。

(2) ロータリ圧縮機のモータのツイントルク（トルク切換

え）制御により，冷蔵庫の低負荷時の低入力化が可能となっ

た。

以上の点を主にして，従来比 20％低減の省エネルギーを

達成している。

英国冷凍学会国際賞「Hall-ThermotankGold Meda|」を受賞 〕

1995年 2月8日，ロンドンで開催された英国冷凍学会主

催の第 95囮記念晩さん（餐）会で，当社電力工業システム

事業本部の二川暁美が，「Hall-Thermotank Gold 

Medal」を受賞した。この賞は，世界の大学・研究所・企業

の研究者・技術者の中から，冷熱分野又はそれに関連する分

野の技術の進歩発展に寄与した人を毎年 1名選んで表彰す

る国際的な賞で，この分野で最も権威のあるものである。

1977年に創設されて以来 15名が受賞し， 日本では， 1992

年の慶應大学の渡辺康ー教授の受賞に続く，二人目の受賞で

ある。今回の受賞は，圧縮機の過渡振動解析，弁の動的強度

の記面法，代替フロンを用いた圧縮機の開発などの数多くの

先進的研究開発，国際的活動への貢献の実績が国際的に高く

評価されたものである。

）
 科学技術功労者表彰「科学技術庁長官賞」を受賞

1995年 4月20日に行われた第 37回科学技術功労者表彰 である。

式で，当社奥田滝夫が「鉄鋼ライン用抵抗溶接機の開発」に

よって科学技術庁長官賞を受賞した。

今回の受賞は鉄鋼ラインのコイル接続用の抵抗溶接機に関

するもので，これまで机界標準となっていた米国テイラー社

のものと全く異なる新しいコンセプトの溶接機を開発したも

のである。国内の新規及び更新されたラインの 80％以上に

この溶接機力哨采用されており，数年前から海外にも輸出され

始め，世界標準の地位を築きつつある。

この賞は，これまでに国内で開発された技術のうち，実用

化されて社会の発展に大きく寄与したものに与えられるもの P竺一~ ー ーこ且ー1i,．-） 
•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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三菱電機がトランスナショナルな総合電機メ ーカとして21世紀に

向けて大きく飛躍するためには，グローバルな顧客・社会ニーズの

潮流の中で市場動向を的確に把握し，それを企業行動の基盤に反映

させるマーケットインの視点が不可欠である。そして，マーケット

インの視点は，研究開発における価値基準としても， ますます重要

なものとなってきている。顧客や社会の側から眺望される21世紀の

技術社会像を三菱電機の21惟紀ビジョンとして社会との調和の上で

実現していくこと，それは当社のCIであるSOCIO-TECHの原点で

ある。そして， 21世紀社会を開くためのSOCIO-TECHの源泉は，

当社の保有する研究開発力そのものであろう。

マルチメディア社会実現に向けた情報技術革命やインバースファ

クトリのコンセプトにみられる環境に優しい技術への変革など，社

会環境の急激な変化に柔軟に対応していくためには，これまで培っ

てきた研究開発力をバックボーンとして，更に高度な技術力を育成

し，蓄積していかなければならない。それが， 21世紀社会に貢献す

る企業としての研究開発の使命である。

当社の研究開発は，基幹事業の強化と新事業・新製品の開拓に数

多くの成果を上げてきた。本章では，次章以降の事業分野の成果の

まとめとの整合性から，技術の階層・事業分野別の分類に構成して，

過去 1年間の代表的な成果を紹介することにする。

総合電機メーカとしての事業分野は多岐にわたっているため，研

究開発も広範な事業分野に及んでいる。事業分野に対応したプロジ

ェクト的な研究開発は，材料・デバイス・機器・システムという技

術の階層からマトリックス的に構成されている。広範な事業分野に

対してタイムリに研究開発成果を上げていくためには，プロジェク

ト的な研究開発が不可欠となっている。そして，研究開発のプロジ

ェクト的運営を可能とするものは，高度な基盤技術・先端技術その

ものである。

源泉としてわ（湧）き出でる高度技術を保有したときに， “21世紀

の腸光”が見えてくる。

、ノ
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1. 1 材料・基盤技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

＇ 
● サッカーボール型炭素分子フラーレンの大面積単結晶薄膜 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

炭索原子 60個からなるサッカーボール形状の分子（フラ

ーレン）は新しい電子素子材料として注目されているが，大

面積の単結晶薄膜の形成力噂果題となっていた。

今回，フラーレン分子をイオン化して甚板に蒸着させる方

法（高真空 ICB法）で，半導体や光学材料に用いる実用サイ

ズ（数mm角）の単結晶薄膜形成に成功した。また，イオン

化工程の条件により，欠陥など膜構造の制御が可能であるこ

とも明らかにした。機能的には，フラーレン大面積結晶にイ

オン注入を行い，導電性を制御できることを実証した。さら

に，光スイッチ索子につながる高い非線形光学特性も期待さ

れ，これらの機能を応用した新しい光・電子デバイスの基礎

研究を進めている。

均ーな透過電子顕微鏡暗視野像 c6o分子像

ICB法で成膜したc6o薄膜の透過電子顕微鏡像

〇 避雷器の小型化を可能とする新酸化亜鉛素子 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

送変電システムを雷サージ等から保護する機能を持つ避雷

器用として，従来の 2倍のバリスタ電圧を持つ酸化亜鉛索

子（高抵抗素子）を開発した。この索子の適用により，避雷

器を構成する索子の直列数は従来よりも半減し，避雷器の大

幅な小型化が可能となった。主な特長は以下のとおりである。

(1) 新添加物を採用することによって結晶粒径をおおむね

1/2とし，バリスタ電圧の倍増を逹成した。

(2) 焼成時の反応過程を十分考慮した焼成プロファイルを設

定することにより，結晶粒子・粒界の制御技術を確立し，素

子の保護特性及び寿命を改善した。

(3) 結晶組斎戦の均一性を一層向上させ，高抵抗素子に必要な

フラーレン（サッカーボール型分子C60)の分子構造

エネルギー耐量を確保した。
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高抵抗素子の電気特性

● 銅板印刷用フルカラーダイレクトペイント染色基材 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

多彩なデザインを鋼板上に印刷できるダイレクトペイント

システムに用いる染色性・耐光性に優れた染色基材を開発し

た。このシステムは，昇華染料を染色甚材に転写することに

よって行われるが，従来のポリエステル樹脂やアクリル樹脂

の染色甚材では転写性・色再現性に間題があった。

新しく開発した染色基材は，罪］央性と染色安定性に優れた

ウレタン樹脂をベースに，光安定剤と紫外線吸収剤の適正配

合によって耐光性を大幅に改良し，耐用年数の長い製品への

適用を初めて実現した。

この染色基材を用いたフルカラーダイレクトペイントシス

テムは，高級な意匠性が要求される鋼板の印刷に適用可能で

ある。
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● 携帯電話機用樹脂シールドケース VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

内蔵アンテナをハンダ付けできる，軽量で耐熱性に優れた

携帯電話機用樹脂シールドケースを開発した。新規材料であ

るシンジオタクチックポリスチレン（S-PS)に微小の球状

ゴム粒子を分散して優れた無電解メッキ密着強度を実現する

とともに，ガラス繊維の充てん（填）によって耐熱性を向上

させた。開発したS-PSは，ハンダ耐熱を満足するプラス

チックの中で，比重が 1.1と最 も小さい。また，流動性に

優れるため，従来の材料と同様の薄肉射出成形が可能であるC

開発した樹脂シールドケースの主な特長を以下に示す。

(1) アンテナユニット部品点数を 1/5に低減

(2) アンテナユニットを 30％軽量化

(3)組立工程を従来の 1/3に削減 携帯電話機用樹脂シールドケース

● 高速(100MHz級）CPUモジュールの基盤技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

世界最高速クラスのプロセッサバスに対応した高速CPU

モジュールの基盤技術を確立した。

CPUモジュールとしての高性能化を図るためには，プロ

セッサの内部周波数だけでなく，外部周波数を高める必要が

ある。それを可能とするために，次の技術を開発した。

(1) 64ピット 100MHz級プロセッサバスに直結しメモリ

及ぴI/0の制御を行う ASICを， 0.5μmCMOSの

ECA (Embedded Cell Array)によって最少開発量で

実現する方式技術

(2) 高速I/0バッファセル，速度変換セルなどの高速化

のための専用セル開発技術

(3) ボード上のパターンや素子などの伝梢題t延を補償し，複
数のLSIを最高速で動作させる位相制御方式技術

高速ASICチップ写真

1. 2 電子デバイス・機器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● ワンチップインバータ用HVICプロセス技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

駆動素子として，横型IGBTをCMOSプロセスに付加

したワンチップインバータ用HVICプロセスを開発した。

横型IGBTは， SOI甚板の酸化膜とトレンチ溝に酸化膜

を埋め込んだ構造で分離（誘電体分離）されており，プリッ

ジ回路が構成できる。索子耐圧は600V,駆動能力は約100

A/ cm2,ターンオフ時間は0.55μsが実現できた。

SOI基板は当社独自の厚い酸化膜を採用した張り合せ方

法で形成しており，分離プロセスを簡略化できる構造となり，

優れた量産性がある。

MOSは0.8μmロジック CMOSプロセスとコンパチブ

ルであり，標準セル等のパターンが共有でき， 5V系の制御

信号で駆動が可能である。

1.研究・開発

Field Plate 

Trench Isolation 

HVIC用横型IGBTの構造
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● 高温用SOI形半導体圧カセンサ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ( 

200℃の高温環境で動作可能な， SOI形半導体圧カセンサ

を開発した。

従来の半導体圧カセンサは，圧カセンサ素子の分離に pn

接合を用いていたため，高温では漏れ電流によって動作不能

であった。 SOI構造によって誘電体分離となり，高温での

翻乍が可能となった。

動作温度範囲：ー30-200℃ 

測定圧力 ：3-10 MPa 

精度 ：士1%F.S. 

SOI形圧カセンサは高温媒体に使用が可能であり，プラ

ント・航空・自動車分野に適用できる。 SOI形半導体圧カセンサ

● デイジタル携帯電話用受信マルチチップモジュール VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

アンテナ切換えダイバシティ対応の小型，高性能なデイジ

タル携帯電話用受信マルチチップモジュールを開発した。

2系統のアンテナに対応して設けたそれぞれの低雑音増幅

器の電圧電源を制御して，どちらか一方を動作させるスイッ

チ機能付きデュアル低雑音増幅器を実現した。

複数の共振器をまとめて最適設計することにより， 20

MHzの帯域で損失 1.7dBという広帯域，低損失な弾性表

面波フィルタを実現した。

これらの低雑音増幅器及びフィルタと，周波数変換器とを

一つのパッケージに内蔵した受信マルチチップモジュールを

実現した。

この結果，受信高周波部寸法が従来の 1/3に縮小され，

デジタル・ムーバDII (HYPER)の小型化に寄与した。 ディジタル携帯電話用受信マルチチップモジュール

● デイジタル携帯電話用低電圧動作電力増幅器モジュール VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

携帯電話の電池のセル数を減らすことにより，装置の小型

化に大きく寄与することができる。そのため，ディジタル携

帯電話を低電圧 (3V)で動作する 2段構成の送信用電力増

幅器モジュールを開発した。この増幅器では，低電圧駆動で，

低消喪電流・低ひずみ動作であることが要求される。これを

達成するため，冗／4シフ トQPSKディ ジタル変調波によ

るロードプル・ソースプル測定法を用い， FETの入出カイ

ンピーダンスを高利得・高効率．低ひずみとなるように最適

化した。また， AB級動作を採用することにより，低消費電

流化を図った。これらの結果に甚づいて 2段高出力増幅器

モジュールを設計し，電源電圧 3.4Vにおいて， 31dBm 

出力時に， 50kHzオフセットでのi届えい（洩）電カー49.8

dBc,電力負荷効率 44%（消費電流 840mA)，利得26dB 

の良好な特性の増幅器モジュールを開発した。この増幅器は

NTT移動通信網（松向けデジタル・ムーバDII (HYPER) 

に搭載している。
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● 5~10GHz帯高出力増幅器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

マイクロ波送信機に用いる高出力増幅器においては，広帯

域にわたって平たん（坦）な利得及び平坦な出力を示すこと

が要求されている。今回，増幅する帯域の高域端で 1/4波

長となる多段構成のインピーダンス変成器を用いて，入力回

路は小信号 Sパラメータの測定結果に碁づき，広帯域にわ

たって平坦な利得が得られるように，また，出力回路はロー

ドプルの測定結果に基づき，広帯域にわたって平坦な出力が

得られるように，インピーダンス変成器のインピーダンス及

び段数を決定した。その結果， 5-10GHzで利得9土1dB, 

出力 41.8土ldBmの性能力叶辱られ，広帯域高出力増幅器と

して，世界で最も高出力で平坦な特性を得た。

• 
•̀• ， 勺,.. 

、i

5~10GHz高出力増幅器

● 2同調形DDS駆動PLLシンセサイザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

微小な周波数間隔を高速に切り換えることが可能な， 2同

調形 DDS駆動PLLシンセサイザを開発した。

デイジタル演算によって所望の周波数の波を生成するディ

ジタルシンセサイザ (DDS)を用いて PLLの基準周波数を

設定することにより， PLLを低速化することなく，微小な

周波数設定を可能とした。さらに， DDSとPLLによる 2

同調形とすることによって周波数設定の自由度を高め，

DDSの量子化誤差によるスプリアスを避ける周波数設定を

実現した。開発したシンセサイザは， L帯において 2.5ms 

以下の時間で0.06Hz間隔の周波数を設定でき，どのよう

な周波数間隔のシステムヘも適用が可能である。また，スプ

リアスは一60dBc以下である。

周波数設定データ

粗同調
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2同調形DDS駆動PLLシンセサイザ

● レーザ同位体分離用真空仕様温度補償型波面センサ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

レーザ同位体分離法は，金属蒸気やガス体に特定波長のレ

ーザを照射し，同位体間のエネルギー準位の違いを利用して

特定の同位体のみを選択的に電離分離するものである。レー

ザ光の利用効率を高めるために， レーザ光の波面を補正して

長距離を伝搬させるための補償光学系を開発している。

真空中において， 20-60℃の温度範囲で，世界最高レベ

ルの波面計測安定性入／10rmsを実現するシャックハルト

マン方式の温度補償型波面センサを開発した。

温度変化で生じるレンズの屈折率と形状の変化， レンズ面

間隔の変化による影響と検出器寸法の変化による影響とが互

いに打ち消すように， レンズ材料の組合せやレンズ配置を定

めることにより，この温度安定性を実現した。 レーザ同位体分離用真空仕様温度補償型波面センサ

1.研究・開発 33 



1. 3 産業機器・システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● パルス圧縮超音波探傷器 Ul-1000 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

送信波にディジタル変調パルス信号を用いた符号化位相変

調方式のパルス圧縮技術を開発し，この技術を搭載したパル

ス圧縮超音波探傷器を，世界で初めて製品化した。

これにより，従米に比べて 20dB以上の高感度で超音波

ェコー信号を検出することができるとともに，超音波センサ

の特性ばらつきの影響を排除することができ，試験体の内部

状態を高精度に検査・評価することを可能とした。さらに，

幾つかの信号処理方式を考案し，超音波残饗エコーの消去に

よる検出時間の短縮，高減衰材の探傷試験などを可能とした。

平成 6年度市村産業賞， 1995R&D 100賞を受賞。 パルス圧縮超音波探傷器(Ul-1000)

●高効率半導体レーザ励起固体レーザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

固体レーザの高効率半導体レーザ側面励起方式を開発し，

世界最高レベルの電気—光変換効率 12.2% （連続発振出力

40W)を達成した。

薄いガラス板状の導光板によって半導体レーザ光をセラミ

ックの拡散反射集光器内に導光する独自の半導体レーザ励起

方式を用いて，固体レーザロッドを高効率に均一励起し，世

界最高レベルの発振光（入射光スロープ効率 52.2%）を達

成した。

側面励起方式は，大出力領域までスケーラビリティに優れ

ているが，発振効率が低い（従来30％程度）ことが欠点と

されていた。この方式によって高効率化が達成できたので，

固体レーザの長寿命・小型化が図れ，応用分野の拡大が期待

できる。

拡散反射集光器 固イ本レーザロッド

（
 

フローチューブ

固体レーザの半導体レーザ励起部

●分散型制御システムのLAN故障検出技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

分散型監視制御システムにおいて，ネットワークに生じた

異常を小さい負荷で的確に検出する方式を開発した。

この方式では，まず仮想リングを構成し，計算機をリング

状に並べる。各計算機は，仮想リング上の隣接計算機と定期

的に生存信号を交換することにより，計算機とネットワーク

の接続状態を監視する。生存信号の交換に失敗した場合は，

他の計算機からの生存信号とテスト信号を利用することによ

って故障箇所を特定する。

この方式は，システムに与える負荷が小さく，故障箇所を

迅速かつ的確に判別できる。さらに，特定のサーバを必要と

しない方式であるので，柔軟性に優れている。 故障検出方式の概要
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●パソコンNCMELDAS MAGlCVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

パソコン用シングルボード NCとWindows対応ソフト

ウェアを開発した。 DOS/Vパソコンにこれを実装するこ

とにより，パソコン NCが実現できる。

このシステムでは，高性能RISC-CPUを搭載したボー

ドにより， FAで要求される信頼性・リアルタイム性を確保

し，さらに，パソコンによるオープンシステムヘの対応が可

能である。このため，従米の NCに比べて以下のような特

長がある。

(1) ウィンドウを用いた高度なマンマシン処理

(2) ネットワーク，データベース等の情報システムヘの対応

(3) パソコンの様々な資産の活用による高い機能拡張性

(4) 工作根賊メーカの独自仕様への容易なカスタマイズ

なお，このシステムは 1995年秋から発売されている。

パソコン用シングルボードNC

ーヽノ

●列車運行監視システムビルダ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ユーザ自身が監視画面の構築・保守を容易に行える列車運

行監視システムビルダのプロトタイプを，オブジェクト指向

方式を用いて開発した。このビルダは，次の特長を持ってい

る。

(1) 柔軟性の高い画面編集機能

監視画面生産の各フェーズに対応するオブジェクトを用意

し，生産フェーズの推移に従って設定データを引き継ぐオブ

ジェクトリレー機能を実現した。ラフスケッチ段階の画面か

ら最終的な監視画面の構築まで，容易に効率良く行うことが

できる。

(2) オンライン編集機能

設備シンポルの色換え／数値表示などのオンライン表示機

能により，ユーザが実際の動作を確認しながら，監視画面を

構築・変更することが可能である。 列車運行監視システムビルダ

、＼ノ
1. 4 エネルギー・環境関係 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

●小容量電磁開閉器用の新遮断技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

消弧グリッドによる遮断現象に関する研究を行い，新遮断

技術を開発した。この技術の特長は，図に示すように，消弧

グリッドにガス抜き穴を設けたことと，消弧グリッドの下端

を折り返して低電界となるように構成したことである。接点

間に発生したアークは，磁性体の消弧グリッドによって図の

右方向に駆動される。アークによって生成されたホットガス

が，消弧グリッドのガス抜き穴と消弧グリッドの下端を通り

抜けるため，アークは駆動効果とあいまって容易に分断され

る。アークは，多点化されるとともに絶緑回復電圧が高い低

電界部で電流零点において消弧されるため，遮断性能が顕著

） に高められる。この技術は新形電磁開閉器に適用され，消弧
室が約 30％小型化された。

消弧室カバー

新消弧グリッド

可動接点

アーク

固定接点

固定接触子

新遮断技術の構成
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●開極時間lms以下の真空開閉器用高速開極技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV -

電磁反発を利用した真空開閉器用の高速開極技術を開発し，

開極時間 600μsを達成した。この開極時間は，従来の一般

的な真空開閉器の開極時間約 30msに対して，大幅な短縮

を実現している。この技術は， 7.2 kV 12. 5 kAの遮断器

と同等の定格に適用される。この特長は次のとおりである。

(1) 電磁反発機構を用いることで，開極時間が短縮できた。

さらに，構造が単純であり，信頼性向上・省スペースが可能

である。

(2) 電磁界解析を用いて，電磁反発部と電磁反発用電源の最

適化を実施した。

この高速真空開閉器を特に速く回路を切り換える必要があ

る配電システムに適用することで，配電システムの信頼性が

向上される。 開極時間1ms以下の高速真空開閉器

ーヽノ
●同位体分離用銅蒸気レーザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

高出力色索レーザ励起用光源として，大出力銅蒸気レーザ

の開発を進めている。大口径•長尺放電管における管内全域

にわたる銅蒸気密度の最適化，及び放電部への効率的電力投

入が課題となる。しかしながら大口径の放電管では，放電管

端部での熱放射による温度低下，それによる銅密度低下が顕

著となることがシミュレーションの結果で明らかになった。

この補償のために，端部加熱用ヒータを設置するとともに，

管軸方向にわたり銅蒸気密度を均ー化できる温度分布制御技

術を確立した。また，放電管の電流帰還回路を工夫してその

インダクタンスを低減し，放電部への実効的な電力投入を増

加した。この結果，大口径90mm,長さ 3mの放電管によ

って平均出力 546W（槻界最高クラス）を達成した。 大口径銅蒸気レーザ

ヽ
~

●対向流方式内部改質MCFC VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

燃料電池内のすべての反応ガスが同一座標方向に流通する

対向流方式の内部改質溶融炭酸塩型燃料電池 (IR-MCFC)

を祉界で初めて開発し， 5kW級電池（関西電力（株との共

同研究）において良好な特性を確認した。

対向流方式の燃料電池では反応現象が一次元的にのみ変化

するため，反応器構造の単純化による改質器の薄型化，温度

分布制御の容易性による改質機能の長痔命化が可能となる。

5kW級電池試験（電極面積0.4m凡 10セル）では，触

媒充てん（填）の簡略化によって改質器の厚みを従来比30

％低減した。また，理想的な温度分布の実現により，改質機

能の寿命4万時間以上のめどを得た（従来機3万時間程度）。

5kW級電池

）
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＼／ 
． 光ファイバ放射線モニタ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
放射線管理区域における放射線の線量率分布が連続的に測

定できる放射線モニタを，メーカで初めて開発した。

従米の放射線管理には局所監視型のモニタが用いられてお

り，広域監視を行うには多数のモニタが必要となる。開発し

たモニタの放射線検出部には，放射線が入射すると発光する

特殊な光ファイバ（シンチレーションファイバ）を用いてい

るので， 1システムで広域連続監視が可能となる。

光ファイバ放射線モニタの特長は次のとおりである。

光信号を用いているので，電磁ノイズの影響を受けない。

1システムで広域監視できるので，コストを低減できる。

放射線入射位置が分かるので，巽常位置早期検知が可能

となり，安全性が向上する。

(1) 

(2) 

(3) 

ーヽノ
1. 5 映像情報

．
 

CRT画面のモアレパターン評価システム

ーヽノ

． 

Nシャーシを導入し，

(1) 

(2) 

ーヽノ

計測処理用コンピュータ

： ーー／ 光ファイパ検出部

光ファイバ放射線モニタ

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

CRTの画面上に発生するモアレの視認性を CRTの設計

パラメータと視覚特性から評価するシステムを開発した。

モアレは走査線とマスク孔配列が干渉を起こして発生する

が，従来は，走査線を形成する電子ビームの形状がモアレに

与える影響を調べることができなかった。このシステムでは，

電子ビームの輝度分布データから計算されるモアレのピッチ

と強度に対して，人間の視覚持性に某づいた視認性の判定を

行うことができる。また，視認性判定計算と並行してシミュ

レーション画像を作成でき，モアレの視認性を直接確認する

ことができるようになった。

このシステムにより，解像度向上とモアレ回避の両立とい

う見地から，電子銃設計を最適化することが可能となった。

ディスプレイモニタヘの地磁気影響の軽減

ディスプレイモニタでは，高精細化に伴い，地磁気による

電子ビームの蛍光面上での移動量の限度を規定する地磁気裕

度への要求が厳しくなってきている。新 21インチ型ディス

プレイ（型名 RD21 N)には，次の二つの技術を適用した

このモデルでは，地磁気裕度の改善

に成功した。

シャーシの一部を非磁性化してシャーシの影響をなくす

よう地磁気の分布を制御

自動消磁コイルを最適化して内部磁気シールドのシール

ド性能を向上

これらの技術により， RD21Nの地磁気による電子ビー

ムの移動量を 20％低減できた。
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モアレが出やすいピーム

形状

モアレが出にくい

ピーム形状

電子ピーム形状の違いによるモアレ判定の比較例

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ダイヤモンドトロンRD21N用新シャーシ
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●マルチメディア対応誤り訂正LSl VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ヽ
~

DVD, ディジタル TV放送等の高速映像伝送を含むマル

チメディア機器に対応するリードソロモン符号誤り訂正

LSIを開発した。独自の回路構成により，消失訂正を含む

ユークリッド復号を，コンパクトなゲート規模で，高速処理

を実現している。主な特長は次のとおりである。

(1) 160 Mbpsまでのオンザフライ訂正可能な高速処理能力

(2) 符号長 255バイ ト以下，チェックバイト長 16バイト以

下， i肖失訂正数 16バイト以下で任意設定可能

(3)外部端子により， 4種類の符号パラメータから符号語単

位でダイレクトに切換え可能

(4) 誤り位置／数値ベクトル出力，又は内部訂正の出カイン

タフェース選択機能付き

(5) 外形 100ピン PQFP

マルチメディア対応誤り訂正LSI

● 動画像解析を用いたデイジタルビデオ制作支援技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ) 

当社独自の動画像解析の適用により，ハイパメディア機能

を持ったデイジタルビデオの制作を可能にする新技術を開発

した。

CD-ROMの作品などで用いられるディジタルビデオは，

従来は，ビテオに映っている人物や物体をクリックしてそれ

に関連する情報を検索することができなかった。動画像を解

析して自動的に映っている人物や物体を取り出すことにより，

関連する情報との間に容易にハイパリンクを付加できるよう

になった。

この技術はマルチメディア作品の対話機能を高度化するも

のであり，CD-ROMの制作やビデオオンデマン ドなどに

応用できる。

口 • 9 j ・ ー ・—
9.., 

己｀ーしいた•‘`“J2 贔ヽ

9/ --こし；；已；・・ら:?， ⑬ （＇二＇~\
ディジタルピデオ制作支援システム

ヽ
ー
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● 8波長WDM画像伝送システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

長波長帯において 8波長を設定した波長多重方式 (WD

M)の画像伝送システムを， NTTアドバンステクノロジ（松

と共同で開発した。 1本の光ファイバで，最大 8ch（当社従

来 4ch)の画像・音声を同時に送ることができる。

特長は，①ファブリー・ペロー型レーザと誘電体多層膜光

フィルタの組合せによる低コストで使いやすいシステム， ②

1.2 μm帯から 1.5μm帯を用いることにより，長距離伝送

が可能， ③パルス周波数変調方式による高品質な画像伝送

を実現などである。

工場・駅などの構内監視システム，道路・トンネル内の交

通監視システムなどへの応用ができる。特に，既設の光ファ

イバをそのまま用い，画像• 音声チャネル数の増設，既存伝

送方式との混在など，柔軟なシステム構築が可能である。

1 l 

8波長WDM画像伝送システム

、ノ
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1. 6 通信 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● Ku帯広帯域導波管形分波器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

衛星通信では，通信容量の拡大やシステムの多様化に対処

するため，アンテナ給電系の広帯域化が必要となっている。

送信波と受信波を分離する分波器には導波管フィルタを用い

るが，フィルタを構成する空胴共振器間結合用リアクタンス

索子値や管内波長の周波数変化が大きいため，高精度で広帯

域な設計は困難であった。

開発した導波管形分波器では，導波管の分散特性に応じて

反身井寺性の零点周波数を規定する当杜独自の方法で， 自動最

適化設計を行った。この設計過程では当社内で開発した高精

度電磁界解析ソフトウェアを用いており，実測値が設計値と

完全に一致するので，調整機構や調整時間が不要となった。

波長比帯域 32％及び7％において， VSWR1.24以下を達

成した。

≪ 

Ku帯広帯域導波管形分波器

) ●高性能マイクロ波放射計用アンテナ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

宇宙開発事業団が開発中の高性能マイクロ波放射計

(AMSR)は，開日径 2mのパラボラアンテナにより， 6～

89GHzの7周波数帯を同時に高精度に観測できる。

このアンテナの特長は次のとおりである。

(1) CFRPとアルミハニカムコアで構成した反射鏡は，

0.03mm以下の鏡面精度を達成した。

(2) 伝送方程式を用いた電磁界解析によって高次モード発生

量を制御した複モードホーンアンテナを一次放射器として採

用し，所要の性能を達成した。

このアンテナのエンジニアリングモデルは，上記技術によ

り，低サイドローブ特性及び低交差低波特性を実現するとと

もに， 90％以上の高いビーム効率を達成した。なおこの開

発は，宇宙開発事業団からの委託によっで実施したものであ

） る。 高性能マイクロ波放射計アンテナ

●商用衛星用Ku帯鏡面修整・デユアルグリッドアンテナ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

＼
ー
ノ

商用衛星搭載用アンテナは，所定のカバレッジを効率良く

照射するための成形ビームの高能率化と，直交 2偏波を用

いた周波数再利用のための高い交差偏波識別度が要求される。

開発したアンテナは，開口径2.1mで，グリッド鏡面を

含む 2枚の重なった修整鏡面を用いた Ku帯成形ビームア

ンテナである。開発した技術は次のとおりである。

(1) 最適化手法を用いた新しい鏡面修整技術を開発し，世界

最嵩7]噂Eのビーム成形能力を実現した。

(2) 鏡面上のグリッド曲面の乎面展開技術を開発して交差偏

波識別度 33dB以上を実現し，グリッドパターン形成工期

の短縮化（従来比 1/10)による低コスト化を図った。

これにより，市場競争力の高いアンテナが実現できた。
商用衛星用Ku帯鏡面修整デュアルグリッドアンテナ

(2枚の修整鏡面を重ねた構成，前面の鏡面にグリッ

ドパターンを装荷）
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． 622Mbps B-ISDNユーザ網インタフェースLSI
(1) 

(2) 

(3) 

B-ISDNの622Mbpsユーザ網インタフェース用伝送コ

ンバージェンスサブレイヤ処理LSIを世界で初めて 1チッ

プで実現した。特長は次のとおりである。

光送受信モジュール (E/0,0/E)を追加すること

で，物理レイヤを 1チップで実現可能

0.5 μmBiCMOSプロセスの適用と当社独自の並列処

理方式の採用により，低消費電力化を実現

標準ECLレベルで 622Mbpsシリアルデータを直接

(4) 

入出力可能

ITU-T勧告 I.432に準拠

この LSIによって B-ISDN装涸やマルチメディア機器

などに高速標準インタフェースが容易に搭載可能となった。

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
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LSIの外観

ーヽ／． デイジタル通信用マイクロ波帯高精度直交変調器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
マイクロ波をデイジタル信号で直接変調するディジタル通

信用直交変調器を開発した。

デイジタル通信には，良好な伝送品質を得るために高い変

調精度が，また，伝送帯域幅を制限するために高い線形性が

要求される。この変調器では，偶話調波ミクサ構成とするこ

とによって変調精度の劣化要因となる搬送波の湖えい（洩）

を抑制し，ダイオードを直列接続することで線形性を高めた。

X帯において，ベクトル変調誤差 5％以下，搬送波の漏洩

電カー30dBc以下，隣接チャネルの漏洩電カー50dBc/ 

192 kHz@600 kHz以下 (384kbpsの rr/4DQPSK変調

時）の性能を得た。

この変調器によって送信機の回路構成が簡略化され，移動

体通信に適した小型・軽量な端末が実現できる。

"口＇＂ 平ー ・年マ召平秤-，，., 

X帯偶高調波直交変調器

ーヽノ

1. 7 情報処理 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

． PC用ニューロポード VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
並列処理機能を持つディジタルニューロチップNEURO

4 （本誌 1994年 8月号掲載）を搭載した，パーソナルコンピ

ュータ (PC)用ニューロボードを開発した。このボードは，

PCIバスを介して PCと接続され， 1枚で 780M FLOPS 

の処理性能を発揮する。 PCIバスの採用により，ホスト PC

との間で最大 132Mバイト／秒という高速データ転送が可

能である。 1台の PCにこのボードを 4枚まで接続でき，こ

のときの処理性能は 3.17GFLOPSに達する。 PCの環境

下でニューラルネットワークの演算をワークステーションの

約 100倍の速度で実行することができるほか，汎用の計算

エンジンとしても利用できる。

9
,＇ゎ糞

PC用ニューロボード
、ノ
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> ● 高能率ピンイン漢字一括変換中国語入カシステム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

中国では，パソコンが急速に蒋及するにつれて一般の人が

気軽に使えるピンインを基本にした中国語の入力方式が，ま

すます重要になってきている。

こうした中国市場向けに，パソコンの中国語MS-Win-

dows上のワープロ等で使用可能な中国語入カシステムを開

発した。

このシステムでは，中国語の漢字の発音をアルファベット

で表記したピンインを単語，句，又は文の単位で入力して，

高能率で漢字に一括変換することが可能である。また，ピン

インの母音部分に関する知識が多少あいまいな利用者でも使

えるように，ワイルドカードを用いたあいまい人力方式も備

えている。

〇 ピンイン漢字一括入力

huanyingninlaicanguanwomendeyanjiusuo →結果 ：

双迎悠来参戒我釘的研究所

〇 あいまい入力

dongji * → 候補：

冬季dongji 宗家 dongjia 涼肢 dongj1ao

桐見dongjian 冬市 dongjie 床京 dongjing

中国語入カシステムでの変換例
4 

中国語入カシステムでの変換例

) .ペンコンピュータ対応の高精度オンライン手書き文字認識技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

キーボードに代わる入力手段として，オンライン手書き文

字認識技術が期待されている。しかし，従来の文字認識方式

では，誤った筆順で記入された文字や正しい画数で記入され

ない文字（続け字）を，高い精度で認識することが困難であ

った。

そこで，画数・筆順に依存しない文字の大局的形状を示す

特徴を使用した“大局的整合法”と，画数の変動に柔軟に対

応できる “DP（ダイナミックプログラミング）によるストロ

ーク対応姓去”とを併用する認識方式を開発した。この方式に

より，誤った筆順で記入された文字や続け字を含んだ文字を，

95％以上の認識精度で読み取ることができる。

この方式は，当社ペンコンピュータ “AMITY”の文字認

識エンジンに適用している。

□□□]□三

読取り可能文字例とAMITYSV 

ーヽノ

●インタネット活用支援システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

次世代情報通信基盤であるインタネットをビジネス分野で

有効に活用するため，インタネット上の情報と，企業が独自

に保持する帳票文書，CADなどの情報とを，統一的に扱

うことができるシステムを開発した。

主な特長は次のとおりである。

ノヽ

(1) ハイパメディア構築環境 (PACKAGEFRAME)の利

用により，業務情報とインタネッ ト情報を統一的に扱え，初

心者でも容易に利用できる GUIを提供する。

(2) 実際に行った作業手順をデータベースに蓄積し，再利用

可能とし，人間が行う知的作業を支援する。

(3) 蓄積された作業手順情報を利用して，情報検索の簡易化

や報告書の自動作成，最新情報自動確認などの各種作業の自

動化を実現する。
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インタネット活用支援システムの画面例
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●マルチメディア教育支援システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

写真・ビデオ・音声等のマルチメディア素材を利用者が自

由に加工，編集できるマルチメディア教育支援システムを開

発した。これを用いて， 宇宙開発をテーマとした教材を作成

し，立f祁附船隻示システム上に構築した。

主な特長は次のとおりである。

(1) グラフィックワークステーションを用いて， リアルタイ

ム生成の三次元コンピュータグラフィ ックスによる立体視と

ウォークスルーを可能にした。

(2) 市販ソフトウェア等を統合するパッケージフレームや，

ピデオに写っている物体と他のマルチメディア情報を関連付

ける動画ハイパメディアなどの当社独自の技術により，マル

チメディア教材を容易に作成することができる。

、ノ

コンピュータグラフィックスによるウォークスルーの画面例

（情報処理振興事業協会教育ソフト開発・利用促進センター

「教育用先進的ソフトウェア開発」の一環として開発）

、＼ーノ

●対話型三次元設備管理システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

従来二次元図面を用いていた電力設備管理システムを三次

元に拡張した三次元マッピングシステムを開発した。

当社独自の時空間データ

管理方式により，都市空間

の地上や地下に含まれる膨

大な三次元オブジェクトや，

それらの時間的変化を効率

的に管理できる。この技術

によって，高速ウォークス

ルー，設備情報の検索，設

備更新履歴（時系列）の検

索等の高度な対話処理を，

三次元仮想環境を用いて実

現することができる。
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表示画面例

●データ中心システム分析支援環境 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ピジネス分野の情報システムの開発において，データ分析

作業を総合的に支援する“データ中心システム分析支援環

境”を業界で初めて開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 帳票類からシステムに必要なデータ項目とデータの関連

性を過不足や重複なく抽出する作業 （正規化）をコンピュー

タで支援し，大規模システムのデータ分析を可能にした。

(2) データ項目のまとまりとその相互関連をネットワーク構

造で表す図 (ER図）の自動生成を実現し，テータベースの

論理構造の視覚的な分析を可能にした。

(3) ER図からデータベースとその操作プログラムのプロト

タイプを自動生成し，データベース操作画面でユーザを支え

分析結果を検証する機能を実現した。

n
 

ロ・ノド藁和

） 一か性(C）エクスポー巳辺ー・ヘルプ⑲

，自岱税只
特消t兄類
刊用1三京お合計会頷
18土老tl1

ーヽノ

ホテル業務のデータ分析結果 (ER図とデータ項目の関連図）
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1.8 生産技術／評価診断技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

●ホログラム加工光学系 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ

レーザ加工機用の多点ビーム・線状ビームなど， 自在な形

状にビーム整形ができるホログラム加工光学系を開発した。

ホログラムは，光の回折や干渉を利用して，一つのビーム

を任意の方向へ伝搬する多数のビームに分離する働きがある。

この設計用に，所定方向以外の光を極小にする波動光学計算

手法を開発し，加工面上に照射されるノイズ光の低減化に成

功し，ホログラムの加工光学系への適用を可能にした。

図は，これをエキシマレーザによる多点転写加工に応用し

た例である。電子基板の代表的加工仕様である 100μm径，

100個／c面の穴あけ加工を，多点転写加工としては極めて

高い光利用効率 30%（従来のマスクパターン法では 1％以

下）で実現し，加工速度向上への有効性を実証した。

加工例→

（ポリイミド 100μml 
加工穴径 100μ而）

I J - I 

2mm 

加工対象物

グラム

ホログラム加工光学系の構成と加工例

●金属表面硬化処理による金型の長寿命化 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

金型費用の削減をねらい，金型の長寿命化を達成できる金

属表面硬化処理法と実用装岡を開発した。この装置は，金型

表面に金属を蒸着しつつ，窒索などのイオンを照射すること

により，イオンコーティングに比べて高付着力の超硬質膜

（窒化チタンの場合， H⑫，600以上）を形成するものである。

ICモールド金型や打抜き金型などの表面処理に適用し，

従来の金型に比べて 2~10倍の長痔命化を実現できた。

装置の主な仕様は次のとおりである。

(1) 硬化処理面積：直径250mm

（最大適用ワーク寸法： 300mmX 300 mmX 220 mm) 

(2) 処理時間： 4時間／バッチ

) (3) ワーク駆動ユニット：自転・自公転・自転横転が可能

金属表面硬化処理装置概念図

●工具干渉完全回避三次元曲面加工技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

現在， 自由曲面加工のエ具径路生成にはオフセット曲面を

用いる方法が主に用いられているが，この方法では，工具と

曲面との干渉を完全に回避することが困難である。今回，曲

面を球，双一次曲面パッチ，及び平面パッチの集合で表現し，

干渉回避を行う新しいアルゴリズムを開発した。これには，

(1) 任意のエ具形状に対して干渉を回避可能

(2) より高精度（数μm以下）のエ具径路を高速安定に生成

(3) 各種のパラメトリック曲面に対応でき， CADシステム

との結合が容易

などの特長がある。このアルゴリズムを用いたソフトウェア

モジュールは，三菱金型 CAD/CAMMS-20に搭載され，

） 自由曲面加工性能が実証されている。
工具径路生成例
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●テバイス製造ライン用進捗管理システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

、ノ半導体や TFTの製造ラインにおいて，ラインシミュレ

ーション技術を応用して，最適なワーク投入を支援し，製品

工期を短縮できるワーク進ちょく（捗）管理システム“進捗

作戦盤”を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) このシステムにより，従来比で約 10％のエ期短縮が可

能である。

(2) 現府のラインの状況から将来左祈確に予測（シミュレー

ション）でき，装置故障などのトラプル発生時に，その影響

が最小限で済む投入順序の速やかな指示が可能である。

(3) オプジェクト指向言語で構築し，デバイスライン用標準

クラスライブラリを備えているため，他のラインヘの横展開

が容易である。

l 

I 9 : 

': 1,ニ-＝-'． 
ニ←二口I~'.c、'’こ 9 ; • 1，ヒ二
亘 L西三凶 西虹立J ~ 戸コ I五匹面碑l コロ

投入順序決定画面の例

ーヽノ

● 日程計画システム構築支援ツール VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

量産品の日程計画システムの構築を支援するツールとして，

日程計画KIT(Kernel Information System Toolbox)を

開発した。これを自動車電装品ラインのH程計画システム構

築に適用し，仕掛り在庫削減と開発期間短縮の効果を得た。

その特長は次のとおりである。

(1) ルール組合せ型システム構築

日程尉展開に関するノウハウをルールとしてライブラリ化し

ており，その組合せにより，製造ラインの特性に応じた日程

展開ロジックを作成することができる。

(2) ラピッドプロトタイピング方式による開発

仕様検討のためのシミュレーション評価をしながら，プロ

トタイビングから実用システム構築まで一貫した開発が可能

である。

基本ルール群
平準化侵先ルール
最低在庫確保）レール

など
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●サービス部品物流センター VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

サービス部品（昇降機，冷熱機器）の物流拠点集約化，保

守現場への直送化をねらいとした物流センターを設立した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 自動倉庫，搬送システム等からなる物流 FAシステム

を構築し，少量・多品目に対応した倉庫内物流業務の自動

化・省力化を実現した。

(2) 多数の供給先への効率的輸送を可能にする配送計画シス

テムを構築し，工具・部品の保守現場への直送化を実現した。

(3) 上記システムをクライアント ・サーバシステムで構築

し，要求から出荷までのオンライン化を実現した。

業界に先駆けた物流システム構築により，物流費用の削減

とともに，東日本全域をカバーできる物流ネットワークを確

立した。
物流センター外観

ノヽ
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●資材価格情報ネットワークの構築 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

海外生産拠点での調達部材費の削減をねらいとして，生産

拠点での調逹資材の価格情報を定期的に収集し，各拠点が迅

速に自国の管理通貨で他の拠点の価格情報を検索できる資材

価格情報ネットワークを構築した。既に，テレビ・ビデオ等

の生産拠点へ溝入済みで，他の製品への適用展開も推進中で

ある。

このネットワーク導入による効果は次のとおりである。

(1) 同一資材を購入している拠点間で調達価格情報がt憔交で

きるため最低価格での資材購人が可能

(2) 国内からの供給単価と海外拠点での調達見積単価との比

較に甚づく海外拠点での調逹促進に寄与

(3) 海外拠点での部材調達がもたらす機種別製品価格への反

映効果の度合いを迅速に把握することが可能

（為替運賃諸掛り，関税）

（為替運賃諸掛り，関税）

圧三□

資材価格システム概念図

) ●超LSI欠陥・異物検査用原子間力顕微鏡 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

超 LSIの徴細化に伴い，量産時の歩留り改善には微細な

欠陥や巽物の低減が不可欠であり，その形状分析と発生原囚

の究明が急務である。これらの観察には，立体的な形状観察

ができる原子間力顕微鏡が有効であるが，従来の装置には位

罹決め機能がなく，対象物を特定して観察できなかった。そ

こで，光散乱による位置決め機能を搭載した装置を開発し，

0.1 μmレベルの欠陥・異物の特定観察を可能とした（セイコ

ー電子工業（株との共同開発）。

この装涸は，プロセス前後のウェーハの特定した同一個所

の形態変化の観察など，位置決め再現性に優九最高 0.04

μmの検出位置決め性能を持っており， lGビット DRAM

など次世代超 LSIの性能や歩留りの向上に大きく寄与する

ものと期待される。

■ ...,...●̀ 

1 - 1戸 11

99. , 9 

~ 

＇ 一，＇

位置決め機能付き原子間力顕微鏡

) ●透過電子顕微鏡による微小領域組成・構造分析技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

材料・デバイスの高機能・高性能化のためには， 1nm以下

の微小領域の組成・構造の解析が不可欠である。 電界放射形

透過電子顕微鏡を用いた組成分析手法の開発により， 1nm

微小領域の組成・構造分析技術を確立した。

Biを添加した避雷器用ZnOセラミックスの粒界解析に適

用した例では，①粒界層先端部が非晶質構造であること，

②Biが局所的に偏在していることが明らかとなった。この

結果，添加Biのバリスタ特性への影響が解明され，粒界制

御を行うことにより，信頼性を大幅に向上することができた。

この技術は，組成と構造の分析情報が同一領域から得られ

ること力叫寺長である。今後，超LSI等次世代デバイスヘの展

開を図る。
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ーヽノ ZnOセラミックスの粒界近傍の結晶格子像と，

結晶粒内及び粒界のBiの組成分布

1.研究 ・開発 45 



●エレベーターのステンレスパネル用低ひずみ接着技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

、ノ高級エレベーターのステンレス製意匠パネル（ドアパネル，

壁パネル， 三方枠）を低ひずみで接着組立する技術を開発し

た。

従来は，ひずみのない高級意匠を実現するため，補強した

鋼板パネル上にステンレス意匠材を柔軟なゴム系接着剤で全

面接着する二重構造が採られていた。

今回，軽鼠化，構造の簡索化，及び製造の自動化を図るた

め，接合ひずみが少なく接着強度耐久件に優れた 2液烈

変性アクリル系接着剤を新たに開発し，ステンレス意匠材ヘ

の補強材の直接接着を実現した。開発した接着剤の硬化収縮

率は従来の約 1/3である。また，ステンレスに短時間で処

理できる短波長紫外線による表面改質法を開発し，適用する

ことにより，優れた接着強度と接着信頼性を実現した。

従来方式(=-重構造） 新方式（単板構造）

エレペーターのステンレスパネルの構造の変化

●接滸接合体の三次元応力解析技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ) 

極薄の接着層を持つ三次元接着接合体の応力解析を対象と

した，擬三次元モデルによる有限要索法応力解析技術を開発

した。従来の三次元接着接合体の応力解析は，固体要索を用

いてモデル化されるため，接着層厚さが要索基準寸法となり，

全要素数が膨大となる。そのため計算量が著しく増加し，精

度の高い解析が困難であった。

擬三次元モデルによる応力解析では，被着体・接着層を薄

膜要素・はり因と）要索でモデル化し，両者をオフセット結合

することにより，構成要素の低次元化と要素数の低減を実現

被着体．薄膜要素

した。

この結果，高精度で計算量が従米の 1/100以下の応力解

析が可能となり，三次元接着接合体の設計や強度評価に適用

している。

CPUタイム

擬三次元モデル 1 5秒

(83要素）

固体要素モデル 603秒

(4,250要素）

接着層（厚さ 150μm)'梁要素

‘^△ 荷重

新規モデルによる接着継手の解析例

ノヽ

ノヽ
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p.10, 11にカラートピックス掲載
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＇ 
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我が国の定常的な電力需要の伸びに対して，安定的な電力供給の

課題は，自然環境の保護という問題がからまって，厳しさと複雑さ

を増している。 UHV(lOO万V)送電， DC電送による長距離送電，

系統連系の実現は，その有効な解決策の一つであると考えられてお

り，当社では、これらの送電機器及びシステムの研究・開発に注力

してきた。その結果， 1995年には，次のような大きな成果が得られ

た。

UHVの送電の分野では， 1995年 3月にGIS, 変圧器，保護制御

機器などの実証器を新榛名変電所構内に据付けを完了し，東京電力

（株によって各種試験が実施されている。 1996年春からは， 500kV系

統からの実課電による長期課電通電試験を 2年間実施する計画であ

る。

直流送電の分野では，気中絶縁水冷却 4アーム積層形のサイリス

タバルプ， 6インチ光直接点弧サイリスタ，高速開ループ定余裕角

制御方式の開発， DCシミュレータを使っての保護制御装置の検証

などにより，土500kV3, OOOMW級の直流送電機器の実用化の見通

しが得られた。現在，関西電力（株山崎実験センターで， GISと変換

用変圧器モデルの長期課電試験を実施している（カラートピックス

参照）。

系統解析の分野では，束京電力掬と共同で，超並列計算機をハイ

パキュープアーキテクチャに配したディジタル型リアルタイム電力

系統シミュレータを開発し，大規模系統の複雑な現象の解析や各種

制御装置の動作確認試験を実施している（カラートピックス参照）。

このほか，世界最大容量(51,300kW)の直流発電機の日本原子力

研究所への納入，大規模なオープン分散型電力系統制御システムの

中国電力昧への納入，小型・軽量化した70kV級キュービクル型ガス

絶縁開閉装置の開発などに大きな成果が得られた。さらに，次世代

を担う機器として，自励式BTB機器（直流送電用）などのパワーエ

レクトロニクス応用製品，大容量コンバインドシステムの実現に対

応した大型空冷タービン発電機，地下変電所に対応したガス絶緑変

圧器，発電の高効率化と小型・軽量化を目指した超伝導発電機， リ

アルタイム性能とオープン性を大幅に改善した工業用計算機とそれ

を応用した情報制御システムの開発などにも著しい成果が得られた。

ーヽノ
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2. 1 発 電 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

、／． 火力発電プラント VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

＇ 

関西電力（松姫路第一発電所5号機670MWコンバイン

ドプラントは，運転に CRTオペレーション及ぴ大型スクリ

ーンを取り入れて運転・監視の集中化を実現し，

月に営業運転が開始された。

東京電力（掬南横浜火力 1号機中央操作室更新工事は，制

御装置と計算機の更新，及び中央操作室の近代化を行い， 自

動化と CRTオペレーションを導入することで発電所の運

転・監視の省力化と高機能化を実現し， 1995年 5月に工事を

完了し，営業運転が開始された。

中部電力昧知多火力発電所2号機リパワリングは，既設

汽力発電設備にガスタービン発電設備を付加してコンバイン

ドサイクル化する三菱初のプラントである。プラント出カ ・

1995年 4

効率の向上を達成し， 1995年8月に営業運転が開始された。

東京電力掬南横浜火力1号機の中央操作室
ーヽノ

．
 

タービン発電機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

1995年の出荷台数・製作容量は，水索冷却発電機と空気

冷却発電機の合計で，国内向け 16台（合計4,004MVA), 

輸出向け 10台（合計2,860MVA)であった。

水素冷却発電機では，中部電力（樹川越火力発電所4号系

列コンパインドプラント向け全7軸のうちの 3軸を出荷した。

高効率設計とするとともに，現地組立工程の短縮と組立管理

の強化の点から，工場で固定子と回転子を組み立てた状態で

出荷した。このほかに， DSS運用と省エネルギーに配應し

た電源開発（松松浦火力発電所2号機向け 1,160MVAクロ

スコンパウンド発電機を出荷した。

空気冷却発電機では，九州電力（松地熱発電所向けとして

当社3台目となる，腐食性雰囲気に配應した大霧地熱発電所

向け 34MVA機を出荷した。

中部電力掬川越火力発電所4号系列納め

270MVAタービン発電機

ーヽノ． インド・スリサイラム揚水発電所向け190MVA発電電動機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
インド・スリサイラム揚水発電所向け 165MV  A, 136 r/ 

min発電電動機6台の設計・製作を終えて出荷した。この発

電電動機は，過負荷 190MVA出力時の温度上昇限度とし

てF種設計を適用し，また，厳しい現地輸送制限に対応す

るため主要部品は分割構造とした（回転子スポーク 7分割，

下部プラケット 10分割等）。

また，インド発電機メーカ BHEL社と合作協業を行い，

その品質レベルを統一するため，

●BHEL社技術者の当社設計への参画（設計技術協

カ）

●当社技術者長期派遣による BHEL工場の製作指導・

工程管理

●初号機はすべて当社で製作し， 2号機以降の BHEL

社製作比率を徐々に高めながら技術移管を実施

等の方法を採って製作を行った。

ーヽノ
工場全組立
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ーヽ／
● 世界最大容量直流発電機の完成 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

日本原子力研究所向けJFT-2M（高性能トカマク開発試

験装置）トロイダル磁場コイル電源用として，世界最大容量

の直流発電機を完成した。定格は総出力 51,300kW,電圧

2,700 V,電流 19,000A,回転速度 225/460 r / minであ

る。

トロイダル磁場は直流磁場のため，直流機を採用すること

により，交流機に比べてシステム全体がシンプルで占有面積

が小さくなるメリットがある。

製作には①絶縁技術，②機械強度解析技術，③整流1作析

技術を総合した技術力が要求されるが，要索試作による検証，

有限要索法による解析技術（電磁界解析・応力解析）などを駆

使して大容量化を実現した。 51,300kW直流発電機

● 関西電力（株姫路第一発電所納めインテリジェント直長卓 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ 関西電力（拘姫路第一発電所にインテリジェント直長卓を

3台納入し， 1995年 6月にシステム運用を開始した。

離れた中央制御室が複数ある場合，運転直長と運転係長間

での日誌による引継業務は席を外した形で行われており，現

場で切れ目なく， また運転状態に即応する必要がある業務に，

一瞬のすき（隙）間を生じていた。

インテリジェント直長卓は，現場責任者が席を外すことな

く日誌の引継ぎ・照査 ・検認作業ができるように，同一のH

誌データを双方の端末から同時に協議修正できる機能を実現

した。次の主な特長を持っている。

(1) ペンパソコンを用いて，手書きイメージの書澳員作成が可

能

(2) パスワードを利用した電子印鑑により，実印同様に検認

が可能

(3) 内外線電話の自動ダイヤル機能やFAX自動受信機能

を装備

j
 

インテ リジェント直長卓

ーヽノ ● 汎用計装システム MELTAC-C,MELTAC-SR VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ヽ
~

デイジタル計装制御システム MELTACシリーズに，

MELT AC-C, MELT AC-SRをラインアップした。

MELTAC-CのOPSは，マルチメディア技術により，

監視操作のリアル感を向上させ， CRT画面や制御ロジック

をユーザが作成できるエンジニアリング機能を統合した。ま

た， FCSは，小型のインテリジェント I/0により，隔離・

養生の容易化，無調整化を実現した。さらに，自己診断範囲

の拡大，ソフトウェア変更の自動管理などの信頼性を向上さ

せた。

一方， MELTAC-SRは， DOS/Vパソコン， MEL

SECシーケンサの汎用技術の上に計装制御機能を構築した

もので，特に OPSは， Windows環境で優れた拡張性・操

作性があり，また，計装仕様記述言語による保守を実現させ

が~o 

トレンド
ウィンドウ

ITV 
ウィ ンドウ

制御器
ウイノドウ

（札掛け中）

補機操作
確認
ウィンドウ

躙臼口瓢一mmn’ 1 
MELTAC-C OPSの系統圏画面
（監視操作のリアル感マルチメディア技術画面）—·—-— 
口＝
一匹 m , 口om , 

ソフトウェア変更履歴自動管理画面制御ロジック作成画面
（いつ，誰が，何を，どうした） （タグNoでロジックを自動検索）

MELTAC-CオペレータステーションCRT画面例
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． リン酸型燃料電池発電設備
(1) 

(2) 

(3) 

定格出力 200kWのリン酸型燃料電池発電設備を，関西

電力（株南港発電所に設置した。この発電所構内施設に電

カ・郷姐合を行い，実使用上の知見を得るものである。

主な特長は次のとおりである。

システム構成を簡索化し，機器部品数の削減を行い，従

来に比較して 22％のコンパクト化を達成

燃科には発電所と同じ液化天然ガス (LNG)を使用

吸収式冷温水機を置き，植物研究用温室の空調に排熱を

(4) 

利用

電池スタックを長方形セルで構成し，改質器に集中バー

2.2 送変電

． 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

1, ODO kV変電機器実証器の現地試験 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

1,000 kV変電機器実証器 (GIS,変圧器，保護制御）は，

中央相を当社が製作し， 1995年 3月に新榛名変電所構内へ

の据付けを完了し，東京電力（株によって各種試験が実施さ

れている。この間，ガスプッシング起振試験， GIS及び変

圧器耐電圧試験， GIS通電試験， GIS日射の影響度測定，

保護制御と開閉機器との協調試験などによっで性能確認を行

っている。写真は，起振装置によるガスプッシング起振試験

及ぴ直列共振形耐電圧試験装置による GIS耐電圧試験の様

子を示したものである。

今後， GIS,保護制御を含めた変圧器三相組合せによる総

合的な性能検証試験を予定しており， 1996年春からは，

500 kV系統からの実課電による 2年間の長期課電通電試験

を実施する計画である。

． 
中部電力（松と共同で， 500kV系統の安定化システム等

に適用する高速・高信頼度の系統安定化情報多重伝送装置 (8

MUX, 16MUX)を開発し，納入した。この装置は，従来，

伝送路 1回線で 1情報のみ伝送していた転送遮断信号を 8

情報又は 16情報多重化し，伝送回線の使用効率を向上させ

たものである。特長は次のとおりである。

(1) 伝送速度を従来の 1,200bpsから48kbpsに高速化し，

伝送遅延時間の短縮を図った。

(2) BCH符号を採用し，定マーク検定，固定パターン検定

と併用することで，符号の高信頼度化を図った。

(3) 伝送情報に自動点検に関するビットを割り当て，

ムの自動対向試験を可能とした。

システ

ナを採用するなど， 設備の低コスト化を達成

南港発電所向け燃料電池発電設備

じ

ガスブッシング

起振試験

系統安定化情報多重伝送装匹 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

．
 に
ミ

しーニ

直列共振形
耐電圧試験装覆

● 9-•—•竺—-- 4 --
＊̀ - -

~ 一

-----. 

こユ
--j9 99. 

！二ごニニ

GIS耐電圧試験

系統安定化

情報多重伝送装置

ーヽ

ーヽ／
．

）
 

）
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ーヽ／
● 第二世代デイジタルリレー MULTIFLEX-EG VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

保護リレーに対する演算性能・信頼度・保守性向上の要請

に応じた第二世代デイジタルリレー装罹を開発し，製品化し

主な特長は次のとおりである。

(1) A/D変換の多ビット化と高速化，及びアナログ入力部

の高精度化

(2) 高性能 CPU適用による濱算性能向上

(3) フラッ トディスプレイタッチパネルの適用による高性

能マンマシンインタフェース

(4) AI技術応用の不良部位自己診断機能

このシステムは，東京電力（掬向け某幹系 PCM電流差動

保護装置への適用を完了し，各電力会社への納入を進めてい

る。

し出 1 

巨
＂閂唱 ll
..'"- —•••——` --• --..．．----

l 一ll"'~- ll1"~，

装置外観とマンマシンインタフェースの構成

) ● 中国電力（株納め大規模制御システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

中国電力（株岡山制御所に大規模系統制御システムを 1995

年 3月に納入した。

このシステムは， UNIX,TCP /IPなどの業堺材票準技術

をベースにし， リアルタイムの監視制御機能，各種運用業務

支援機能，運転員訓練機能などを複数台のサーバに効率的に

分担させた本格的なオープン分散システムである。

また，人とシステムの接点になるマンマシンインタフェー

スについては，運転員の負担が少なく，迅速・的確な判断を

可能とすることをねらいとして，運転に必要な情報・操作は

画面上で集中処理する方式とした。さらに，事故発生時等に

おいてより的確な現場の状況把握を可能とするため， ITV

画像のマルチウィンドウ表示機能も導入した。

ーヽノ

＼
ー
ノ

LAN 

給電情報
しAN

マンマシン用
LAN 

制御用

＇ 

□-: ， 給電パケット網 、， 汎用パケット網
ヒ—―-—-—-_J L- —-—-—-

制御所

FAX 

システム構成

● 電源開発（株奥清津第二発電所納め主要変圧器 •GIS異常監視診断装置 VVVVVVVVVVVVVVVV 

変電機器の異常を早期に検出して事故を未然に防止する目

的で，予測保全システムが各電力会社を中心に導入されてい

る。今回，電源開発（樹奥清津第二発電所にマイクロプロセ

ッサとパソコンを中心とした異常監視診断装置を製作し，納

入した。

この装置は，変圧器の油中溶存ガス・油面・油温，負荷時

タップ切換器動作，及びGISの避雷器淵れ電流，部分放電

を常時監視し，上位パソコンで診断を行い，ガイダンスを出

力する。この装置は，次の特長と機能を持っている。

(1) OSとして Windows（注）を用い，操作性を向上させた。

(2) 任意に機器間のデータを比較・編集する機能がある。

(3) 異常時の操作ガイダンスを随時追加・拡張できる。

なお，このシステムは機能拡張が可能であり，汎用性もあ

る。

（注） ‘‘Windows"は，米国 MicrosoftCorp．の商標である。 異常監視診断装置

2. 電力及びエネルギー関連機器・システム 51 



． 中部電力（株南信変電所納め550kVGIS VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
中部電力（松南信変電所に，新形 550kV大容量GISを納

入した。このGISは，送電線4ユニット，変圧器2ユニッ

ト，母線連絡2ユニット，母線区分2ユニットの合計 10ユ

ニットの二重母線4ブスタイ方式（主母線定格電流6,000

(1) 

A)構成である。

主な特長は次のとおりである。

変圧器ユニットに 1994年 7月公開形式試験を実施した

1点切り遮断器を GISに初適用し，部品点数の削減，据付

け面積の縮小化を図った。

(2) 多点接地方式採用による外部漏えい（洩）磁束の極少化，

一括輸送範囲の拡大による現地紺立箇所の極少化，保守・ 支

援システムの適用等により，総合的な信頼性向上を図った。 中部電力固南信変電所納め

550kVガス絶縁開閉装置変圧器ユニット

． 東京電力（株新所沢変電所納め550kV,
東京電力（松新所沢変電所に 550kV, 63 kAI点切り

GCBの製品初号器を納入した。

このGCBは， 550kV 2点切り GCBと比較して，据付

け甚礎面積で 70％と小型化し，部品点数で65％に削減し

た。遮断部は，アークヘの冷却性能を高めた消弧室の開発と

適用により，過渡回復電圧緩和用の極間コンデンサを排除し

ており，電気的信頼性がより向上したものとなっている。ま

た， GCBタンクとガスプッシングを絶縁スペーサでガス区

分する構造とすることで， GCB本体のガス封入状態での輸

送を可能とした。この結果，現地据付け作業の極少化が図れ，

機器の信頼性も一層向上したものとなっている。

東京電力（掬新所沢変電所納め550kV,63kA 1点切りGCB

． 300kV, 

63kA 1点切りGCB

63KA GCB VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

超高圧電力系統における短絡容量の増大に対応するため，

300 kV, 63 kA消弧室と，これを適用した単体GCB及び

三相一括形GIS用GCBを開発した。

消弧室の開発に当たっては，短絡遮断電流63kA性能を

持つ現有300kV消弧室をベースに，ノズ｝叶須状の最適化や

遮断速度の高速化技術など 500kV 1点切り GCB開発で培

った技術を適用することで，近距離線路故障遮断性能の向上

を図った。この結果，近距離線路故障遮断時の過渡回復電圧

を緩和する極間コンデンサ容量が低減され，単体GCB,

相一括形GIS用GCBとも， GCBタンク寸法及び操作装

置の出力を現有50kA器と同一のまま定格遮断電流63kA 

化を達成した。
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ヽ
~
． 120kV, 40kA新形ばね操作タンク形ガス遮断器
550 kV 1点切りガス遮断器の消弧室設計技術の下位電圧

クラスヘの適用の一環として，今回，消弧室の小型・高性能

化を図り，所要操作力を低減した 120kV, 40 kAばね操作

タンク形ガス遮断器を開発した。

この遮断器は，小型・軽量・高性能な消弧室を開発すると

ともに，駆動系の構成の見直し等によって所要操作力を従来

の同定格のガス遮断器と比較して 35％に低減し，機械的信

頼性の向上，騒音（操作音）の低減基礎荷重の低減を実現

した。また，輸送や据付け時の取扱い性の向上を目的として，

アルミ鋳物タンクの適用，架台構造の簡素化を行い，ガス遮

断器の全体質量を従来形の 70％に低減した。

ーヽノ

．
 

ガス冷却式外鉄形超高圧大容量ガス絶縁変圧器

地下変電所を対象とした外鉄形超高圧大容量ガス絶縁変圧

器 (275/66kV, 300/3 MVA)をガス冷却式で開発した。

この変圧器の絶縁・冷却媒体は不燃性の SF6ガスのみであ

り，油入変圧器と対比した従来の液冷式ガス絶縁変圧器の特

長である①GISとの直結によって変圧器設置面積を大幅に

縮小，②コンサベータ，排油槽等が不要となり，建屋階高

を低減③変電所の トータルガス化による不燃化・保守が簡

素化，ができることに加え，据付け時の処理がSF6ガス充

てん（填）のみとなるため，現地工期の短縮が可能である。

さらに， この変圧器は次の内容力叶寺長的である。

コイルの水平配岡（横倒し）採用 ：建屋階高を更に低減

く（矩）形圧力のタンク採用：変圧器設置面積を更に縮

｀
，

｀

＇ 

1

2

 

'
、

'

,

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

新形ばね操作形ガス遮断器（遮断試験）

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽノ
小

275/66kV, 300/3MVAガス絶縁変圧器． 中部電力（オ菊奥美濃水力発電所納め500kV, 560MVA分解輸送方式変圧器 CGPA変圧器 VVVVVVVV 
中部電力（株奥美濃水力発電所に，揚水発電所として国内

初の分解輸送方式変圧器℃GPA(Coil Group Packed 

Assembly)変圧器”を納入した。

輸送問題の解消及び地下発電所の変圧器室のスペース縮小

化のため，鉄心とコイルを分離し，別々にパッケージ輸送後，

現地で三相器に組み立てる CGPA方式を適用した。

(1) 

ーヽノ

特長は次のとおりである。

コイルグループは製品下部タンクに収納して輸送し，エ

場分解及び現地再組立を不要とした。

(2) 鉄心はプロック積工法を採用し，工期短縮を図った。

当初計画の特別三相 6分割方式に比べ，大幅な据付け

スペース縮小 (65％に低減）と低損失化を達成した。

(3) 

｀
 

,・t
 

500/13. 2-13. 2kV 560/280-280MVA CGPA変圧器
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● 500kVガス絶縁変圧器用負荷時タップ切換器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

関西電力（梱との共同研究により， 500kVガス絶緑変圧

器に適用できる定格通過電流1,200Aの高電圧大容量VSG

形ガス絶縁負荷時タップ切換器を，世界で初めて開発した。

既に開発した配電用・超高圧用VSG形に次ぐこの500

kV用VSG形の完成により， 66kVから 500kVまで対応

できる VSG形ガス絶緑負荷時タップ切換器のシリーズが完

成した。

開発品の主要定格と仕様は以下のとおりである。

●定格ステップ電圧： 2,200V 

●定格通過電流： 1,200A 

●タップ点数： 27点max.

●方式 ：切換開閉器は 2抵抗 4真空スイッチ式

タップ選択器は 4ローラコンタクト式

、l,

500kVガス絶縁変圧器用
負荷時タップ切換器

2. 3 受配電 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 受配電設備の保全支援システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

受配電設備の1呆全業務省力化を目的とした保全支援システ

ムを開発し，製品化した。主な特長は次のとおりである。

(1) 常時監視（徴小漏えい（洩）電流など）により，定期点検

周期の延長化が図れる。例えば， 1年に 1回を 3年に 1回

にすることが可能である。

(2) 点検作業の自動化（保護リレー動作特性の点検，絶緑抵

抗値測定など）により，点検時間の短縮化と容易化が可能で

ある。リレーの点検時間は従来比1/10以下に短縮された。

(3) パソコン用市販ソフトウェア (Exce]（注）など）により，

収集された保全データの整理，作表，グラフ化が容易に行え，

合理的な1呆全計画の策定ができる。

MCD MSR 

保全支投コント ローラ
COL MASTER(D形）

ぷ用のバソコンで必姿E＼問

遺屈に視でき ます、

通常は市，.9の事務‘ノフ トカ‘
利用できます．

COLパス

（注） “Excel"は，米国 MicrosoftCorp．の商標である。

コン トロールセノタ 9」
現点モニタシステム
CDL MASTER(P形）

CDL端末

受配電設備の保全支援システム構成

EMC-Z 

● キュービクル形ガス絶縁開閉装置(C-GIS)VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

受変電設備の高信頼度化・無停電化に向けたインテリジェ

ントビル，超高層ビル及び工場用に最適な， MELSUPER

72/84 kV GX-70 V形C-GISを開発した。

主な特長は以下のとおりである。

(1) レイアウトの柔軟性 ：く（矩）形容器の上にガス絶縁母

線を 2系列配尚できる構造で，多様なレイアウトが可能で

ある。

(2) 軽量・コンパクト：当社従来形比で，質量35%，据付

け面積60%，容積45％を達成した。

(3) 産地直送型 C-GIS:ユニット一体でトラック輸送がで

きる。したがって， 工場品質そのままで， i般入，据付けが可

能である。

ーヽノ

ーヽノ

、ノ
MELSUPER 72/84kV GX-70V形C-GIS
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． MELVAC VF-8C/13C形真空遮断器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
(1) 

MELVAC 7.2kV, 8/13kA定格品に対して，安全性，

使いやすさ，小型化を追求した VF-8C/13 Cシリーズを

製品化した。主な特長は次のとおりである。

主回路絶縁物は耐トラッキング性に優れた新材料を採用

し，主回路充電部を完全に覆う構成とした。また，主回路と

翻卸回路を接地金属で分離することで，安全性を高めた。

(2) 操作電圧はAC/DC共用化し，固定形では主回路とパ

ネルセンタの一致が容易で，引出形では薄形固定枠を標準仕

様とし，異定格でも同一固定枠とし，盤の標準化に対応した。

(3) 固定形は従来に比べて容積比 70%（当社比）に小型化

し，引出形では従来に比べて奥行き 85%（当社比）の 558

mmに縮小し，奥行き 700mmの薄形盤に対応可能とした。

「 ---

l 

VF-13CMC形真空遮断器

）
 ＇ ． 電力需給用複合計器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

契約電力 500kW未満の需要家の電力取引用として，デ

イジタル乗算方式の電力需給用複合計器を開発した。この複

合計器は，当社開発のデイジタル乗算 LSI（△ーこ変調形）を

使用し，従来のアナログ乗算方式に対し，以下の特長を持た

(1) 

(2) 

(3) 

せた。

アナログ索子（オペアンプ，抵抗，

による特性ばらつきの減少，安定度の向上

乗算回路と周辺回路をディジタル LSI化し，電子部品

点数の削減（従米比60%）と信頼性の向上

誤差調整用の可変抵抗を廃止し，

る自動調整方式の採用

(4) 電力量の計量精度は，精密級（土1%）相当以上

コンデンサ）の削減

.,.-""”“"••…,— - --～"‘“"--、一叱＼
がヽ

~
ぶ.~事9•::；＝コ両．隼l"':::! 
叩叉―n11ぷ加すで
門胃四＇霞闘覆f:玲

t• 
士

デイジタ）叶直補正によ

ノヽ 電力需給用複合計器

）
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p.12, 13にカラートピックス掲載

ーヽ

＇ 

経済のグローバル化が進む中で，市場環境が大きく変化しており，

製造業はこれに柔軟に対応する必要に迫られている。また，地球環

境問題を始めとする資源・エネルギー問題にも真剣に取り組む必要

がある。このような環境の下，産業及びFA関連機器・システムの

分野においても先端技術を用いた新製品の開発に取り組み，大きな

成果を納めた。

産業・民生用電機品の分野では， レーザ加工機部門において従来

の炭酸ガスレーザ加工機のほか，裔薙度固体レーザであるYAGレ

ーザ及びエキシマレーザ加工機など幅広い製品を開発し，厚板切断

を主とする板金業界から精密加工を必要とする精密部品業界までを

カバーできるようになった。 YAGレーザは今後精密微細加工分野

にも広がっていくものと思われる。

計測・制御システムの分野では，地盤強化造抗作業用電波式砂面

高さ計測装置，車軸超音波自動探傷装置，及び統合型自動検針シス

テム等を製品化したが，これら製品は顧客との共同開発によるもの

である。

FAシステム及び汎用電機品の分野では“小型・軽量化”及び

“オープン化”が進んだが，今後ますます進展すると思われる。

小型・軽鼠化については、コンピュータのダウンサイジングに代

表されるとおり，この分野においてもそのスピードは著しい。体積

比で見た場合，例えばシーケンサでは従来比で1/ 3, 汎用インバ ） 
ータではこの10年間で従来比1/7に小型化されている。この小型

化が達成できた背景には， ASIC技術・パワーエレクトロニクス技

術・甚板実装技術等の進展による部品点数の大幅な削減によって実

装甚板が小型化できたことにある。今後はMCM(Multi Chip 

Module)技術， SOC(System on Chip)技術等によって一層の小型

化が進むものと思われる。

一方オープン化は，予想以上に進展している。汎用パソコンの性

能向上は著しく，特にCPUの演算速度向上により、 CIM階層のシ

ョップレベルまでを統括する専用のFAコントローラでしか対応で

きなかった機能の一部が汎用パソコンで対応できるようになってお

り、一部の分野ではパソコンを使用したシステムの要求が強くなっ

ている。またパソコンの普及に伴い，パソコンの持つオープン性を

最大限に利用したシステム構築の要求も強くなっている。さらに

NC分野においてもパソコンNCの要求がでており，今後ますます

パソコンを使ったハードウェアのオープン化が進むとともにソフト ） 
ウェアにおいてもWindows環境のアプリケーションを利用できる

環境が整うものと思われる。

ーヽノ
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3. 1 産業・民生用電機品 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽ／

● 溶接用k形三次元CO2レーザ加工機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

32ビット CNC搭載用K形三次元CO2レーザ加工機を

完成した。この装置は，三次元5軸の完全光走査方式を採 ' 

用したロポットタイプで，特長は次のとおりである。①光
,rr-し

走査軸は片持構造でまとめ，加工物側はオープンとなるため

加工物治具，搬送ラインのシステム自由度が嵩く，既設ライ

ンヘの適用も可能である。②光走査軸は NC5軸同時制御

で，高速（加工速度 10m/min)・高精度（繰返し位固決め

精度土0.05mm)の加工を実現している。③データ入力方

式は，数値入力方式（二次元加工）とティーチングプレイバ

ックの使い分けが可能である。

この装置は，複写機等の精密溶接用及び車体板継ぎ溶接用

として数社に納入した。今後，これらの分野に大幅な用途拡

大力喋財寺される。 k形三次元レーザ加工機

● 連続真空排気方式ハイスピードEBMVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

従来の電子ビーム加工機の 3倍以上の高速生産性を持つ

カセット式EBMを製品化した。

主な特長は次のとおりである。①カセットとチューブを

用いたコンパクトな連続排気システムを確立。②リターン

チューブとローダの組合せで全自動生産システムを実現。③

カセット内のワークを加工時にチャッキングするので，高精

度の位置決めが可能。④カセット交換によって多種類のワ

ークに対応可能。

実施例では，センサの真空封止用，アルミピストン，エア

バッグ用等があり，さらに，電子部品分野における実績を伸

） ばしつつある。また，従来の自動車部品分野においても，そ
の高生産性によって鍼産加工に威力を発揮している。

；心＇；出←・．I 
- “--•/·9, l 

カセット式 EBM

● NC形彫り放電加工機 EX8VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

低価格，コンパクト化等の市場ニーズをとらえた新機種と

して， NC形彫り放電加工機EX8を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 最新コンピュータ技術を駆使した構造解析により，機械

構造体を最適設計し，高剛性・高精度，省スペースを同

時に実現

(2) 新開発の FP電源は， 加工くずに起因するシミやアー

クを防ぎ，大面積の高速仕上げ加工が可能

(3) MFファジーにより，加工条件の自動調整や，熟練者

を超える加工ノウハウの自動化が可能

) (4) 操作性・機能性を兼ね備えた新開発の加工プログラミン

グ (E.S.P.E.R)，加工条件エキスパートを搭載

• ロ・，

．
 

NC形彫り放電加工機 EX8
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3.2 計測・制御システムと関連機器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

、ノ
● 地盤強化造杭作業用電波式砂面高さ計測装閥(ASLシステム） VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

軟弱な海底地盤上に構造物を設置するために，複数本

の砂のくい（杭）を形成し，地盤を強化する作業を行う。

この作業では，パイプからの砂の排出量を正確に管理す

る必要があり，従来はワイヤ付き重りを垂らして砂面高

さを計測する方法を採っていた。この計測にかかる時間

を短縮する要求があり ，国土総合建設（株と共同開発を

行った。

開発した砂面高さ計測装駕は，砂を流入するパイプを

円形導波管とみなし，砂面で反射した電波の位相を測定

する，世界で初めての方式を用いている。砂のスムーズ

な流入を妨げず，電波に対する反射が小さい同軸導波管

変換器構造，及び異径管接続段差構造とすることにより，

直径0.8m,長さ 60mのパイプで，0.15秒の計測時 ASLシステム ）
 間，土O.lmの計測精度を達成した。

● 車軸超音波自動探侮装置（可搬自動形） VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

従来，鉄道用車両車軸の超音波探傷作業は熟練を要してい

たが，今回，簡単なキー操作だけで可能にした車軸超音波自

動探傷装置のバリエーションとして，可搬性を持たせた装涸

を開発した。さらに，最新のハードウェアを採用することで，

性能 ・機能面を充実させた。

主な特長は次のとおりである。

(1) 装置に可搬性を持たせ，回転式の探触子ヘッドを装備す

ることで，検査作業の実施場所の制約が少なく，軸箱や台車

の有無にかかわらず，様々な種類・状態の車軸に適応できる。

(2)新開発のパルス圧縮探傷器 (UI-1000)の採用で，最適

な探傷条件での高感度探傷を可能とした。

(3) ノンカプラント探触子の採用で，軸端面との接触媒質

（油）を不要にし，装置の取扱い，保守の簡略化を図った。

● 異音診断システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

パソコンのマルチメディア機能を応用した，音や振動を対

象とする解析ソフトウェアを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) Windows邸党で動作し，マルチメディア機能を応用す

ることで，計測から解析，報告書作成までの作業がノートパ

ソコン 1台で行え，コンパクトなシステムが実現できた。

(2) 信号を周波数・時間 ・エネルギーの三つの要索からなる

データに変換する新しい解析手法の採用により，従来の

FFTでは判別できない微小な違いも検出できる。

(3) ラインでの自動判定用異音診断システムの調整用ツール

としても使用できる。

車軸超音波自動探傷装置（可搬自動形）
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）
 異音診断システムの画面表示例
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● 統合型自動検針システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

昧東京テレポートセンター (TTC)から開発委託を受け，

住宅棟における通信機能付きメータを使用した電気・ガス・

水道の統合型自動検針システムを日本で初めて開発した。

システム構成は，センター装置，集中検針用端末網制御装

置 (C-TNCU)，集中検針用伝送中継盤（C-ADP)，通信

機能付きメータ（電気・ガス・水道）からなる。

主な特長は次のとおりである。

(1) センター装置と C-TNCU間はノーリンギング電話回

線

(2) 棟ごとに設置する C-TNCUと5戸ごとに設置するc-
ADP（最大 88台）を LAN接続し， 440戸の検針を 3

分で実行

(3) 一括検針 (C-TNCUから検針値を一括して送信），個

別検針，漏水・漏ガスの自動通報機能

C-TNCU 

ヴ

集中検針用端末網制御装置

集中検針用伝送中継盤

● 小規模分野の自動検針装置 B-AM70CVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

B/NET集中自動検針システム B-AMシリーズの小規

模用ラインアップとして， B-AM70 Cを開発した。この装

罹は，テナントビル・寮などでの検針業務の省力化・省人化

を実現する。主な特長は次のとおりである。

(1) 表示操作部に液晶表示器（バックライト付き）とタッチ

パネルを採用し，設定の容易化と検針操作のワンタッチ

化を実現

(2) 従来のパルス出力方式メータに加え，電文出力の電子式

水道メータ，マイコンガスメータも検針可能

(3) 入力点数10~70点， 10点単位で点数設定が可能

(4) 電話線利用による遠隔自動検針が可能

(5) 入力点数70点規模では初めて漢字印字出力を実現 集中自動検針装置 B-AM70C

ーヽノ

、ヽーノ

● 電子式指示計器 Eシリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

LCDの採用とデジアナ表示により，計測指示値の読取

りが容易，また暗い所でも読取り可能

(4) 計測演算はディジタル信号処理化を行い，内部調整のト

リマレス化と，精度の経年変化に対する影響を大幅に軽

ビルや工場で負荷の監視を行う指示計器は，薄形化・省施

工化・保守容易化・短納期化・低消費 VA化が要求される。

このようなニーズに対応するため，従米の機械式に代わる電

子式指示計器Eシリーズを開発した。主な特長は次のとお

りである。

(1) 薄形化 (68mm)，軽

量化 (0.5kg)を実現

（業界最小寸法，最軽

量）

(2) 目盛及び目盛数字の自

動表示化（設定は，一

次電圧又は一次電流を

三つのボタンで簡単設

定） 償怠界初）

(3) バックライト付き

一＠叫回 1i’ ◎ 

屠王元マルチ指示計器

ME110R1 

減

厘戸旦力率計
LE110VAR 

戸五ンドメータリレー

DE110 AA-H 
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● ダイナモメータ用新操作計測盤 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ダイナモメータ操作計測盤として，ソフトタイプの新操作

計測盤を開発し，製品化した。

従来の操作計測盤はスイッチ，ランプ，メータ等の部品を

パネルに取り付けたハードタイプであった。新操作計測盤は

これをパソコン画面に置き換えたもので， リアルな表示と最

適な画面構成によって，初い者でも容易に操作ができる。

操作機能は次のとおりである。①ダイナモメータ運転準

備操作，②ダイナモメータ手動運転操作，③ダイナモメー

タ自動運転，④ダイナモメータ運転モニタ，⑤自動運転プ

ログラム作成，⑥自動計測・データ収録，⑦ネットワーク通

信。
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ダイナモメータ手動運転画面（パソコン画面の例）

● 張力制御装置 LE-40MTシリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

紙・フィルム・糸などの張力制御用として， コンパクト化・

高機能化を追求したLE-40MT A/MTB形を発売した。

(1) マイコン制御とスイッチング電源の採用により，従来機

種比較で容積比55%，質量比30％に小型化を実現

(2) 機械組付け時のゼロ／スパン調整をワンタッチで調整

(3) ボリウム (MTA)，パルサ (MTB)採用のアナログ感

覚の操作方式と液晶パネルの組合せで簡単操作

(4) 設定値を一括記憶・コピーできるメモリカセットを採用

(5) 材料ことの設定を 8種類登録・切換えができるメニュー

機能内蔵 (MTB)

(6) 全自動張力制御装置として業界初のシーケンサ（当社

FXシリーズ， Aシリーズ）リンクが可能 (MTB)
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張力制御装置

3. 3 FAシステムと関連機器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ) 

● 半導体工場用ウェーハカセット搬送ロボット TRSvVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

半導体工場用ウェーハカセットi船羞用ロボット TRSシリ

ーズを開発した。このロボットは，クリーンルーム内で8

インチウェーハカセットのストッカヘの搬送に特化したアー

ム構成を採用しており，走行軸を含めて 4自由度で構成し

ている。

主な特長は次のとおりである。

(1) スーパクリーンルーム対応

クラス 10(0.lμm)のクリーン度を達成。 16MDRAM 

ウェーハカセットの搬送に耐えるクリーン度を確保している。

(2) 省スペース

有軌道による高速走行台を 480mm幅で実現し，狭いス

ペース内でのレイアウトを可能とした。走行長は 30mまで

対応可能である。
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> ● Windows NT版FAコントローラ MELSEC-LMシリース VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

セル／ラインレベルでのライン制御と情報制御をカバーす

るFAクライアント・サーバシステムに対応するために，

ネットワーク機能に優れプリエンプティブなマルチタスク環

境が提供可能な WindowsNT版 FAコントローラ

"MELSEC-LM” シリーズを製品化した。

Windows NT版 MELSEC-LMシリーズでは，大容

量のディスク（従米比4倍）の搭載と最大搭載可能な主メモ

リ容最（従来比4倍）の拡大を図 った。

また，エンドユーザコンピューティングを支援するモニタ

リングツール， Exce]通信サポートツール，ゲートウェイ

ツールなどの各種ミドルウェアを開発し，ネットワーク環境

に対応した拡張性のある FAシステムの構築を可能とした。

ーヽノ
（注） ‘‘Windows NT" "Excel"は，米国 MicrosoftCorp．の商

標である。
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● MELSEC CPU内蔵CNCMELDASPAC 500シリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

MELD ASP AC 500シリーズは，高速高精度 CNC

MELDAS 500シリーズの本体に，高性能小型シーケンサ

MELSEC CPUを内蔵した機械加工ライン専用工作機用

CNCである。

MELDASとMELSECを一体結合することにより，①

制街虚のコンパクト化・ローコスト化が可能，②CNCの表

示器でMELSECのラダーモニタが可能，③CNCとシー

ケンサがBUS接続され，データ通信速度が裔速化されてス

キャンタイムの短縮が可能，④CNCとシーケンサ間の大量

のデバイスや高速ウィンドウによって従米以上の複雑な制御

） も可能，⑤CNCにMELSECの豊富な I/0ュニットを
使用可能， とした。
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MELDASPAC 500シリーズ本体

● A273UH形モーションコントローラ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ー`ノ

最大32軸まで制御できる A273 UH形モーションコン

トローラを開発した。

高性能CPUの採用により，制御性能が向上した結果， 8

軸制御の A273Uに比べて 4倍の軸制御を可能とした。

従来は複数台の A273Uで行っていた制御も 1台で可能

となり，これによって同時起動，連動制御がより一層簡単に

行え，システム全体の精度・信頼性が向上した。

従来はメカ機構プログラムにおけるメカモジュール接続可

能個数に制限があったが，この制限をなくすことができ，ま

た，カム曲線においても従来よりも滑らかな曲線を得ること

が可能となった。
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● RISCチップ搭載シーケンサ用グラフィックオペレーションターミナル AB70GOTVVVVVVVVVV >
32ビット RISCチップを搭載した高機能 ・高性能なシー

ケンサ用グラフィックオペレーションターミナルA870 

GOTを開発した。

従米のスイッチ，ランプ，メータ類を，グラフィカルな表

示器とタッチスイッチによって高機能操作盤の実現を可能に

する。防じん（塵），防水対策も強化(IP65準拠）しており，

設置場所を選ばない。

ユニコード方式の採用により， 日本語，英語のほか，中国

語，韓国語，独語，仏語など様々な国の文字を表示すること

ができる。この A870GOT用の表示画面の作成や動作の

設定は， Windows3.1対応の本格的ヒューマンインタフェ

ースを持った GOT用作画ソフトウェアで簡単に作成する グラフィックオペレーションターミナル A870GOT

ことができる。

ヽ
~

● 高機能表示器 FX-50Du-TKVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

FA用の表示・操作パネルとして，高機能・高性能の表示

器FX-50DU-TKを開発した。この表示器は，機械の状

態によってユーザが作成した様々な画面を表示することがで

き，操作スイッチと表示ランプを組み合わせた従来の操作パ

ネルに比べて，フレキシプルでコストパフォーマンスに優れ

ている。特長は次のとおりである。① (W)170 mmX (H) 

130 mmX (D) 66 mmのコンパクトなボディに高解像度

(320X 240ドット）の STN形カラー液晶又は白黒液晶を採

用。ほかにタッチキーを装備することができ，視認性・操作

性に優れている。②MELSEC-FX, Aシーケンサ両方に

直接接続することができる。③シーケンサのデバイスモニ

タやデータサンプリング，故障履歴表示など様々な機能を装

備している。

= 

FX-50D U-TK 

ーヽノ

3.4 汎用電機品 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 小容量電圧形IGBTインバータ MELVEC-1200シリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

鉄鋼，紙パルプ等のライン駆動用小容量電圧形IGBTイ

ンバータ MELVEC-1200シリーズを開発し，製品化した

（最大容量800kV A)。特長は以下のとおりである。

(1) パワーデバイスに IGBT及びIPMを採用するととも

に，制御基板に高密度実装基板を採用することにより，制御

機能を充実させ，当社従来比30％の小型化を達成した。さ

らに，前面保守化を徹底し，据付けスペースを 54％に低減

した。

(2) RISC方式の CPUを採用し，従来のベクトル制御機能

に加えて高精度速度センサレスベクトル制御機能を搭載する

とともに，マンマシンインタフェースの充実を実現した。
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) ● 電源回生機能内蔵インバータ FREQROL-A201シリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

当社汎用インバータの主力機種である FREQROL-

A200シリーズに電源回生コンバータを一体化し，昇降用途

に最適な電源回生機能内蔵インバータを開発した。

一体化によって，省スペースや省配線が可能になり，機

械・システムのトータルコストの削減に大きく貢献できる。

FREQROL-A 200シリーズをベースにしているため，

磁束ベクトル制御，オートチューニング，高応答電流制限，

瞬停再始動機能など，高性能 ・高機能となっている。

主な特長は次のとおりである。

(1) 大きな制動能力 (100％の連続回生制動トルクが可能）

(2) ブレーキシーケンス機能や当て止め，高速周波数検出な

ど，昇降用途に便利な専用機能を充実

(3) 電源回生機能内蔵で，繁雑な制動ユニットの選定が不要

) ● 小容量無停電電源装筐 MELUPS2011 Kシリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

OAやFA分野でますます需要が高まる小容量クラスの

無停電電源装置において，従来品の 1,3, 5 kV Aをフルモ

デルチェンジし， MELUPS2011 Kシリーズとして開発し，

製品化した。

IPM (Intelligent Power Module)の採用と専用 ASIC

及びDSP(Digital Signal Processor)によるディジタル

制御により，性能と信頼性の向上を図った。

主な特長は次のとおりである。

(1) 入カ力率与1.0に制御することによる入力容星の低減

(2) 入力電流を正弦波に制御することによる高調波電流の抑

制

(3) 部品点数の削減による小型軽量化（例えば， 5kVAの

場合の体積比・質量比ともに従来品の約 65%)

) (4) 45 dB以下の低騒音化

）
 

ノーヒューズ遮断器・漏電遮断器PSSシリ ーズに，従来

にはない新用途別遮断器 (3種類）を追加発売した。

(1) プレアラーム付き漏電アラーム遮断器 (100AF, 225 

AF) 

負荷電流の増加を事前警報するプレアラームと，漏電アラ

ームの機能を持った電子式ノーヒューズ遮断器である。

(2) 漏電プレアラーム付き漏電遮断器 (100AF, 225 AF) 

軽地絡では漏電警報のみを出力し，重地絡では淵電トリッ

プする淵電遮断器であり，重要負荷の地絡保護に最適である。

(3) B/NET伝送付き遮断器 (30-225 AF) 

遮断器の状態監視や， ON/OFF, トリップ等の遠隔制

御を， 三菱配電制御ネットワーク B/NET伝送ラインを通

して行える。配電の監視・制御が，省配線で可能である。
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電源回生機能内蔵インバータ FREQROL-A201シリ ーズ
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MELUPS 2011K (5kVA) 

● PSSシリーズ新用途別遮断器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

漏電プレアラーム付き洞電遮断器
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． 配線合理化端子を装備した電磁開閉器 MS-N

(1) 

(2) 

プラスチックの端子ねじホルダが 1極ずつ動く当社独自
カン

の端子構造℃AN端子”の採用により，丸圧着端子の配線

工数の 35％低減 （当社従来品比）を達成した。さらに，こ

のねじホルダは感電を防止するフィンガプロテクション機能

を兼ねている。そのほか， MS-Nシリーズの特長として，

コイルサージ吸収器の内蔵（オプション）

オプションユニット充実による拡張性の向上

(3) 全機種者脱式アークカバー採用による保守性の向上

(4) 高効率電磁石の開発による大幅な小型化の実現

などがあり，安全性と使いやすさを具現化した。

また，電磁石緩衝機構を動作シミュレーションによって最

適化し，接点開閉性能を向上させた。 MS-Nシリーズ電磁開閉器

．
 

インバータ内蔵ギヤードモートル

シリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
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三菱ギヤードモートル GM-Hシリーズに，業界で初めて

インバータを内蔵した製品を開発し，シリーズとして追加し

た。これらの製品の特長は次のとおりである。

(1) 従来のギャードモートルにインバータ機能を一体化した

ので，正転・逆転 ・速度選択等の信号操作や，速度調整と加

速減速時間の調整が容易となった。

(2) 専用パワーモジュールを開発し，インバータの小型化及

(3) 

びモータヘの内蔵化が実現できた。

インバータを別に据え付ける必要がなく，配線の簡素化

及び制1期器の小型化が実現できた。 インパータ内蔵ギャードモートル
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p.14, 15にカラートピックス掲載

ビル／公共関連機器・
システム
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(1) 昇降機

高齢化・闇福祉化，阪神大霰災後の耐震基準の検討，規制穏和，

PL法の施行，購買層の実利の追求等の社会的動向の中で，基準の

変更，闇機能化，簡索化など多面的な市場要求に対して，機種・機

器の開発や改良が進んだ。標準型エレベーターでは市場の実用的機

能向上要求に沿った改善を実施し，全自動群管理システムの最高機

種AI-2100Nにはニューラルネット技術を応用して性能向上を図っ

た。ホームエレベーターは 3人乗りの普及型を開発した。さらに，

車いす搭載可能エスカレーターでは水平3枚ステップ機種を開発し

t:-. ヽo

(2) ビル管理

ビル内の一般設備監視に加えて，防災システム監視等を取り組ん

だ“総合監視盤”対応のシステムやセキュリティ機器の小型指紋照合

装置を市場投入した。今後は，既設の設備制御システムを統合管理

システムにモダナイズするニーズヘの対応を図る。

(3) ビル照明

施工性に優れ，新光源とインバータの組合せで大幅な消費電力の

削減を実現した照明器具を充実させるとともに，昼光利用など省エ

ネルギー・快適性の向上を図った照明制御システムを製品化した。

(4) ビル空調

施工性とメンテナンス性を向上したコンパクトなパッケージエア

コンを製品化した。さらに，ホテルなどの利用者が特定できない場

所への設置に最適なリモコンを発売し，操作性の向上を図った。

(5) 情報映像

大型映像の用途は，スポーツスタジアムや公営競技場に加え，ビ

ル壁面や屋外環境に近いプール等へも拡大してきた。この用途に最

適な機種の開発とシリーズ化を完了し，国内•海外に納入した。

(6) 公共設備

情報通信技術の進歩と情報化社会の進展に対応し，各種システム

の開発・改良が進んだ。公共プラント向けでは大容羅でリアルタイ

ム性に優れた監視装置の最上位機種を完成させた。上水分野では中

小規模水道施設を対象とし，従来比で2倍の処理速度と容量を持つ

広域監視制御システムを開発した。道路分野では道路管理の効率化，

安全性・情報サービス性の向上を目指した各種システムが導入され

つつあり，防災分野では従来の無線システムに加えてコンピュータ

の活用が進んでいる。

＇ 
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4. 1 昇降機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 規格形エレベーター GRANDEE（ロープ式，油圧式）のモデルチェンジ VVVVVVVVVVVVVVV 

規格形エレベーター“GRANDEE”は，発売以来 5年振

りにモデルチェンジを行い， 1995年5月に新モデルを発売

した。前モデルに比べてかご室デザインを一新するなど，新

しい顧客ニーズに対応したより完成度の高い製品とした。

モデルチェンジは，主に，かご室の天井デザインを中心に

行い， より実用的な製品ラインアップを備えた新系列化を図

った。その内容は次のとおりである。

(1) 複合ビルに対応した，輻広い環境に合うデザインを設け

た。

(2) 照度アップを行い，ソフトさと明るさを演出した。

(3) 高級グレードでは，高天井を生かしたゆとりある空間デ

ザインを施した。 "GRANDEE" CX-51のかご室

ヽ
~

ヽ
~

＇ 
● エレベーター群管理システム Al-2100N VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

現行の AI-2100に次ぐエレベーター群管理システムとし

て，ニューラルネットワークを応用した群管理システム

"AI-2100 N"を開発した。

AI-2100 Nは，現行システムに比較して，混雑時におけ

る平均待ち時間 10%，長待ち率 20％の改善率を達成して

いる。その特長は，ビル内交通流の変化をニューラルネット

ワークを用いて判別することにある。これにより，交通流判

別精度が向上でき，常に最適な運転パターンを選択して実施

することができる。また，運転パターン機能を更に充実させ

た。具体的にはファジーエキスパートシステム技術を用いて，

混雑階に対する配車台数をオンラインで制御する。これによ

って，ビル全体にバランスのとれた制御を行うことができる。

エレベータ ーシステム

一
ファジールール群
（出勁時サービス用）

（昼食時用）

ニューラルネットワーク
（出勤時用）

詈
制御の概念

ーヽノ

● 新車いす用ステップ付きエスカレーター VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

車いすに乗ったまま利用できる車いす用ステップ付きエス

カレーターを世界で初めて開発した当社では，近年利用者が

増加しつつある大型の電動三輪車でも利用できる“水平 3枚

ステップ方式＂の新形車いす用ステップ付きエスカレーター

を開発した。製品の主な特長は次のとおりである。

(1) ステップを水平に 3枚連結することにより，広い車い

す積載スペースを確保し， JISに定められた電動車いすも積

載可能とした。

(2) 車いすの脱輪を防止する車止めの幅と高さを従来よりも

大きくするなど，安全性を向上させた。

(3) 水平 3枚ステップ方式でも，従来の車いす用ステップ

付きエスカレーター並みのスペースに設置可能とした。 ）
 新車いす用ステップ付きエスカレーター
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4.2 ビル管理システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽ／

● ビル群管理システムメルセントリー VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ

遠隔地の複数ビルの運営管理を客先センターで円滑に行い

たいというニーズにこたえ，‘‘メルセントリー”ビル群管理

システムを開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 設備の異常を，各ビルに設置されたメルセン トリーSA

を介し，客先センターで遠隔監視し，ビル情報や連絡先等を

表示することができる。これにより，異常の早期発見と迅速

な対処，及びビル運営の省力化が可能となる。

(2) 電気水道，ガス等の使用状況を集中管理し，日報／月

報の記録テナント向けの請求書が自動作成できる。これに

より，ビル管理コストの低減が可能となる。

(3) 休日／夜間等，客先センターが管理できない時間帯は，

三菱情報センターでのバックアップが可能である。

最近のビルセキュリティシステムでは，電算機室，データ

保管室などの入退室管理のために，裔度な個人識別の必要性

があり，その機器の小型化・低価格化の要求が高まっている。

これに対応するため，以下の特長を持つ小型・低価格な指紋

照合装置を開発した。

(1) 専用 ICを採用することにより，照合処理時間を，現行

根腫の 4倍以上に高速化した。

(2) 設置容易化を図るため，指紋操作部とデータ処理部を分

割し，操作部を小型化した。

(3) パソコンを接続したシステム化により，操作履歴などの

テータ管理を可能にした。

ピル

各設備 ＿

般
加
入
回
線

客先センター

三菱清報センター

システム構成

● 小型指紋照合装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
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● 防災総合操作盤ガイドライン対応ビル菅理システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

）
 

近年のビルの利用状況の多様化や消防防災システムの高度

化に伴い， 1993年 5月の消防庁予防課長通知（消防予第

165号）により，総合操作盤の評価制度がスタートした。

ビル管理システム “MELBAS-AD”上にこの制度に対応

した機能を実現し，三菱マテリアル（松・三菱地所（松が建設

した OAPタワー（大阪アメニティーパークタワー（設計監

理 ：三菱地所（株）： 3棟からなる複合ビル群）に納入した。

特長は次のとおりである。

(1) ガイドラインに基づいた状態表示，制御操作を実現

(2) 火災発生時の強制表示機能を追加

(3) オフィス防災センターとホテル防災センターの機能分担

の明確化と，オフィス防災センターでの統括監視制御の

実現

(4) ホテルシステム CPUへの火災通知が可能

防災総合操作盤の表示例
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● ビル管理システム新MELBAS-A2000VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

管理屯数500-3,000点の中規模ビル用として，大規模

ビルと同様の機能・操作性でかつ低価格な，ビル管理システ

ム“新MELBAS-A2000” を開発し，製品化した。

このシステムの特長は次のとおりである。

(1)従来の大規模システムにおいてミニコンと EWSで構

成していたサーバ機能とヒューマンインタフェース機能を 1

台のEWSに搭載し，高機能・省スペース・低価格を実現し

た。

(2) 設備管理機能を強化し，設備台帳管理・作業管理等を実

現した。

(3) 中～大規模の有人管理領域のビル管理システムにおいて

統一アーキテクチャを実現し，段階的なシステムの拡張や機

能の追加にも柔軟に対応することが可能となった。

ビル管理システム

尭斤MELBAS-A2000

● テレコムセンタービル納め電力監視システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

テレコムセンタービルは東京テレポートタウンの高度情報

通信機能の中核施設であり，この電力監視システムは，その

高信頼度運用を支える重要電源設備の監視制御を行うもので

ある。この電源設備は，特高受電設備と約 100か所のサブ

変電設備から構成されており，停復電制御を従来のセンター

CPUで一括処理する方式では時間がかかりすぎるおそれが

あった。そこで，停復電制御をローカルCPUで並列処理す

るシステムを開発し，高速処理を実現した（従米の 1/20-

1/30)。

また，上位に中央監視システムを，下位に照明サブシステ

ムをシリアルインタフェースで接続した階層構成となってお

り，この電力監視システムによって停復電時の連動制御を行

っている。

中監視拠点に加えて各用途施設単位に監視拠点を設けたシス

テムを開発した。このシステムの特長は次のとおりである。

(1) 集中監視拠点では， EWSによる全設備の詳細な監視を

行い， また，各用途施設単位の監視拠点では，タッチパネル

型のパネルパソコンを採用して省スペース化と操作の簡易化

を実現した。

(2) センターにはイーサネット LAN,基幹LANとして

FDDI-LANを，ローカルにはビル管専用光LANを採用し，

最適ネットワークを構築した。
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システム構成

● 理化学研究所大型放射光施設納め中央監視システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

理化学研究所大型放射光施設に納めた中央監視システムは，

141ヘクタールの敷地に建設された広域構内設備の監視制御

を行うものである。きめ細かな設備管理を実現するため，集

＼
ノ

ーヽノ

ーヽノ

＊ 主仄中監視閲占
♦ 切直中監視拠点
● ローカル監視1処占
（＇）モ ートりを設石）
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1
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ヽ
~
． カオスによる電力需要の高精度予測 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
非線形性を持つ時系列データの予測手法として，

析技術による非線形予測手法を確立した。

このカオス1膵析技術を用いた予測手法を集合住宅の電力使

用量データに適用したところ， 1時間後で予測精度が

約 96%,6時間後でも 90％以上という結果が得ら

カオス解 (3) 学習機能がある。

れた。

ヽ
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，1
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，
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カオス1膵析技術を用いた予測手法の特長は，次のと

おりである。

従来の線形手法よりも高精度で予測ができる。

ニューラルネットワークのような他の非線形手法

よりも少ないデータ数で予測が可能となり，システム

を低コストで実現できる。

ーヽノ
4.3 ビル用照明
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月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

予測時間(n時間後）

電力使用量時系列データ 予測精度比較

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

省施工取付けBBダウンライトベーシック VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

(1) 

(2) 

、ヽ

j

業界で初めて，ランプ装着のままワンタッチ取付けが可能

な，施工性に優れたコンパクト蛍光灯ダウンライトを開発し

た。さらに，高照度の新光源とインバータを組み合わせるこ

とによって，省エネルギー性に優れた機種を展開している。

主な特長は次のとおりである。

従米に比べて取付けに要する時間を約 1/5に短縮した。

ランプ装着のまま取付けが可能であるため，補助作業者

なしで一人で取付作業が可能となった。

(3) 新光源タイプは，従米の HQIタイプに対して 38%,

臼熱灯タイプに対しては 77％の消費電力の削減を実現した。

(4) インバータ搭載機種を新製品 55機種中 24機種に展開

高効率でチラッキの少ない照明環境を実現した。し， 省施工取付けBBダウンライトベーシ ックBD3621

．
 

店舗用Hfベーシックライン50W VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ヽ
ー
ノ

低コスト・省施工・省エネルギーを目的とした大型店舗向

け高ワット・高効率 Hfベーシックライン 50Wシリーズを

開発し，発売した。主な特長は次のとおりである。

(1) 従米品に比べて全長で 62%，断面で 60％に小型化す

ることにより， 1人取付けを可能にし，取付工事費を 38%

削減した。

(2) インバータ化及び器具本体の小型化により，梱包容積を

67%，質量を 74％削減することができ，保管スペース，輸

送費の削減及び運搬作業の軽減を図った。

(3) 高効率 Hf蛍光ランプと高効率インバータの採用により，

約 11％の電力を低減した。

(4) 基本タイプから，ソケットカバー付き，笠付き，パワー

ルミ形等への変更を可能とし，用途に応じた照明環境への対

応が可能である。

~r,r

: 

』、V

店舗用Hfベーシックライン50WYX6502 
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● 省エネルギー照明制御システムメルセーブベーシック VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

照明の制御には，基本性能として，快適性と省エネルギー

に一層の向上が要求されている。当社では，オフィスなどの

机上面照度を適正に維持する照明制御システム“メルセープ

ベーシック＂を開発し，製品化した。

この製品は， Hf蛍光灯器具などの連続調光用照明器具と

組み合わせて，昼光利用や蛍光灯劣化の補償制御により， 最

大50％の照明電力の省エネルギーを実現する。

主な特長は次のとおりである。

(1) 照度センサによる昼光利用，蛍光灯劣化の補償制御

(2) フェードイン／フェードアウトで，変化を感じさせない

調光

(3) タイムスケジュールによる調光制御が可能

(4) リニューアル時に，照明器具の電源配線の変更不要 機器の外観

4.4 ビル用空調 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

、ノ

、¥l/

● ビル空調管理システム用計測コントローラと汎用インタフェース VVVVVVVVVVVVVVVVVV 

三菱電機ビル空調管理システム “MELANS”の快適性や

汎用性を強化した計測・監視インタフェースを開発し，製品

化した。

(1) 計量用計測コントローラ

電気・ガス・ 水道など 4チャネル同時の計測と課金を行い，

さらに， 61日分の課金データ蓄積が可能である。

(2) 環境用計測コントローラ

温度 ・湿度 ・風速等の計測，及び4~20mA用等のイン

タフェースを用いて汎用センサ（冷媒漏れ検知等）入力が可

能である。

(3) 汎用インタフェース

汎用機器の運転／停止制御，運転／停止／異常の検出が可

能。接点出力はレベル，パルス （有電｝土／無電｝土）の双方に

対応可能。また，分散設置してある機器及びセンサを最短距

離で配線することができる。

て”

M函 B函 I

、＼ノ

ビル空調管理システム用計測コントローラ

● パッケージエアコン用コンパクトリモコン PAC-SE51CR,PAC-SE52CR TTTTTTTTTTTTT 

三菱電機のビル空調“フ リープランシステム”の手元コン

トローラとして，コンパクトリモコンを発売した。

このリモコンは使用頻度の多い操作機能のみを集約し，簡

単操作を実現した。ホテルや旅館など利用者の特定できない

場所への設置に最適である。

主な特長は次のとおりである。

(1) 厚さわずか8mmのコンパクトボディに使用頻度の多

い運転／停止・温度設定・風一量切換機能を集約

(2) 照明スイッチ等と並べられても違和感のないデザイン

(3) ホテルのナイトパネル等に埋め込むタイプと，壁に埋め

込むタイプの 2種類を用意

1111111 

ヽ`ーノ

PAC-SE51CR PAC-SE52CR 
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4.5 ビル用映像 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
、ヽ
！’

● 近距離屋外形オーロラビジョン A/V-HGVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

近距離屋外形オーロラビジョン “A/V-HG”は，高画質

で好評の屋外高輝度タイプ“A/V-HB"と屋内品精細タイ

プ“A/V-HR”の中間に位置付けされる大画面映像表示装

置として製品化され，次のような特長を実現した。

(1) 高師度 (5,000cd/mり

(2) 近距離（視認距離 10m以上）

(3) 低消費電力，長井命

(4) ハイビジョン，クリアビジョンヘの対応も可能

この特長を生かし，従米の用途に加え，屋外で視認距離が

十分に取れない所，又は屋内でも外光が差し込むような明る

い所への設置など，用途が拡大できる。 近距離屋外形オーロラピジョン

ーヽノ 4.6 公共設備 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 防災ワークステーション VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ

地震や風水害等の災害に関連する情報を管理するためのシ

ステムを開発し，製品化した。自治体における利用に主眼を

置いたシステムであり，特に災害対策本部の活動を支援する

ため，被害情報や活動・措置情報の管理，備蓄物資の管理等

の機能を持っている。主な特長は次のとおりである。

(1) 広域地凶から住宅地図までを高速に拡大・縮小・スクロ

ールできる地図情報処理機能を実現した。さらに， 地医上に

被害情報や活動情報を重ね合わせて表示することも可能であ

る。

(2) クライアント／サーバ型のシステムを採用しているため，

ワークステーション 1台のコンパクトなシステムから数十

台の大規模なシステムまで，柔軟にシステム構築が行える。

(3) 災害時はもとより，平常業務・ 一般業務にも活用できる。

＼ 
-・ヂ^

防災ワークステーション

● 三菱農業集落排水遠方監視システム Agricat（アグリキャット）シリーズ VVVVVVV

各市町村では，農村の生活環境向上のため，集落単位で生

）
 

活排水の処理を行う農業集落排水処理施設の整備を行ってお

り，今後ますます増加する傾向にある。

当社では， （社）日本農業集落排水協会の仕様に準拠した

処理施設の監視に適用可能な集中監視システムを開発した。

このシステムの特長は次のとおりである。

(1) 電話やポケットベルヘも通報できるテレメータ装置

"MELFLEX 280"を新規に開発し，適用した。

(2) 親局との通信には NTT加入回線を利用し，必要時に

親局の電源を自動投入する低ランニングコスト設計とした。

(3) 中継ポンプ場には音声通報装置“メルホンエイト’'を適

用し，通報情報をデータとしても利用可能とした。
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システム構成
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． 北海道開発局向け砂川遊水地管理システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
遊水地は，平常時には公園として利用し，洪水時には流水

を流入してピークカット（砂川遊水地の有効貯水容蓋約

1,050万mりを行い，下流域のはん（氾）濫を抑える河川施

設である。この遊水地を管理する最新のシステムを開発し，

北海道開発局に納入した。

このシステムは，遊水地内の情報収集のほか，河川流域情

報システム・雨量レーダ情報システム・マイコス情報（アメ

ダス，天気予報，地震・津波清報）システム・洪水予測情報

システムとネットワーク接続し，河川の流域全体を把握する

ことにより，総合的な遊水地の管理を実現している。

また，高信頼性を実現するために，クライアント／サーバ

の分散処理と，サーバの二重化及び遊水地内のゲート設備監

視制御に光ファイバ伝送を採用した。さらに，高度なマンマ

シンインタフェースの 70インチ衛精細プロジェクタを設置

し，各種の映イ象を表示している。． 水道施設広域監視制御システム W32VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
中小規模水道施設の広域監視制御システムとして，従来，

システム W30を適用してきた。このたび，ますます高度

化する市場ニーズに対応するため，その後継として，次の特

長を備えたシステム W32を開発した。

(1) 中央処理装置に最新EWSを採用し，処理速度と容量

を各々従来比2倍に向上した。

(2) ウィンドウの有効利用，機器シンボルの動的表示により，

視認性や操作性の向上を徹底追求した。

ビルダ機能の充実により，局や項目の追加・変更だけで

なく，プラント画面や帳票もユーザで自由に作成可能とした。

(4) ITV映像の表示，需要予測等の水運用機能， リモート

メンテナンス等，豊富なオプション機能を取りそろえた。

(3) 

． マルチメディア応用道路施設管制運転保守支援システム
断速道路の各種施設の監視や保守業務の効率化と安全性向

上を目的とし，広域に分散する道路施設を対象とした管制セ

ンターカ咽各備されつつある。このような広域道路施設管制セ

ンターにおいて，マルチメディア技術を用いて監視員に効果

的な運転支援情報を提供するシステムのプロトタイプを開発

した。

このシステムは，映像，コンピュータグラフィックス， 音

声などのマルチメディアを駆使して，道路施設の現場状況や

構造情報をリアルタイムで提イ共する。

さらに，非常事態発生時に適切な処置を行うことを可能と

するため，例えば，火災発生位置の特定や避難誘導のための

運転支援情報を提供することができる。また，これらの機能

を利用し，監視員の教育のための模擬訓練にも適用可能であ

る。

戸 Fi―f.;

管理センター機器配置

運転支援画面表示例
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システムW32
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． 日本道路公団仙台管理局納め気象情報集中監視システム
日本道路公団では，従米管理事務所単位で集約されていた

高速道路上の雨量・風向・風速・路温等の気象情報や地震情

報を管理局単位でオンライン収集し，一元管理し，交通管制

や道路管理に効率的に活用するシステムの導入を進めている。

当社は 1995年度に仙台管理局 (14管理事務所構成）向けシ

ステムを製作して納入した。主な特長は次のとおりである。

UNIX系ファイルサーバと EWSによる分散構成を採

用し，高い応答性を確保した。

装置間を LAN接続することにより，端末の増設や，

路線拡張に伴う管理事務所の増加に容易に対応できる。

(3) 交通管制システムと接続し，異常気象の状況など必要な

情報を迅速に提供する。

(1) 

(2) 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
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＼
ノ ． 新シリーズ UPS装爵 MELUPS2000/9200Zシリーズ

ノヽ

汎用 UPS（無停電電源）装置“MELUPS 2000” シリーズ

(1-200 kV A)，高信頼度の並列冗長システムも構築可能

な‘‘MELUPS 9200 Z” シリーズ (50kV A～国内最大容量

1,500 kV A)を製品化した。

両シリーズとも，瞬時電圧波形制御インバータを採用して，

コンピュータ負荷に対してもひずみの少ない電圧を供給する。

また PWMコンバータの採用で，入力高調波電流の発生を

ほぱ0にするとともに，入力力率を 1として入力容量を低

減した。さらに， DDC化による部品点数の削減と高信頼度

化を図った。

なお， MELUPS 9200 Zシリ ーズは， LAN対応のモニ

タリングシステムを構築可能とし，汎用性及び伝送速度を向

上させた。

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

MELUPS2033AB 75kVA 

ー

MELUPS9200Z 200kVA 

J
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p.16, 17にカラートピックス掲載

ーヽノ

＇ 

(1) 鉄道

車両用電機品では，低騒音化を中心とした環境改善とエネルギー

効率．輸送効率の向上等を図り，大量・高速輸送の充実に向けた技

術開発を進めた。

新幹線では，高速化対応の次世代新幹線や整備新幹線の車両に大

容量GTOサイリスタを適用するとともに， PWM（パルス幅変調）

コンバータ／インバータ方式と誘導電動機駆動方式で涵出力化・小

型軽量化を実現した。また，空調装躍にはIPM素子適用インバー

タを搭載し，小型軽鼠化と併せて50/60Hz共用化を図った。今後

は，パワーエレクトロニクス技術及びマイクロエレクトロニクス技

術の進歩により，機器単体の高機能化が達成され，大量・高速輸送

を支える要索技術の飛躍的な向上が期待できる。

車両システムの情報ネットワーク化や地上システムとの連携など，

列車運用支援・設備保守支援など設備のライフサイクルにおけるシ

ステムサポートを実現するための要素技術が着々と完成している。

鉄道用防音壁では，新索材である吸音プラスチックを適用して吸

音効果の高い防音壁が実現でき，これからの鉄道を取り巻く環境改

善に大きく期待できる。

(2) 自動車

近年の課題である地球環境にかかわる省資源・低公害，人に優し

い車としての安全性や快適性，社会とのかかわりを深める予防安全 ） 
と情報化の技術は確実に進展している。

省資源・低公害では，従米の小型高機能化の流れが一層強まり，

技術開発の基本条件となっている。また，低公害技術も，排気ガス

規制の国内のNOx規制と米国のOBD-II規制に対応する製品開発を

中心に，積極的に進められた。

安全性や快適性では， ABSやエアバック装置の搭載が飛躍的に

進んだ。その背景には，安全へのユーザの関心，車の販売競争の激

化とそれら機器の小型低価格を実現した多くの技術成果によるとこ

ろが大きい。

予防安全と情報化では，将来の車社会を見据えた各種の国家プロ

ジェクトに注目する必要がある。それらに対応して各社から未米の

予防安全車のコンセプト提案があったが，将来の車の形態を示す具

体例として注目される。また，その提案の中にあるナビゲーション

は多くの製品が市場に出され，また，予防安全機器の重要機器であ

る前方監視用のレーザレーダの搭載車が販売されたことは，コンセ ） 
プト車の実現が近いことを予感させる。

74 三菱電機技報・ Vol.70• No. 1 ・ 1996 



、
¥
/

5. 1 電気鉄道 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ

● 電気機関車用誘導主電動機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

鉄道車両用誘溝主電動機は年々増加の一途をたどっており，

鉄道貨物輸送における電気機関車においても，今後の鼠産車

用として誘導主電動機の導入が進んでいる。

このたび， 日本貨物鉄道（松向け EF210形直流電気機関

車用主電動機として，定格出力 565kW誘導主電動機を納

人した。この主電動機は，今後の恥産形電気機関車の標準主

電動機という位置付けで設計されっ次の特長を持っている。

(1) EF (6軸）， EH(8軸）の 2タイプを共用可能とした。

(2) 一つのインバータで 2台の主電動機の制御を行い，定

格出力を大きくせずに起動トルクを増大させた。

(3) 鉄心背面に冷却風通風路を設け，冷却効率を向上させた。

(4) 而閂構造を採用し，直流架線区間全域で走行可能とした。
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565kW誘導主電動機

● 鉄道車両用ブレーキ装蹟 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

鉄道車両用プレーキは，近年の車両の衛速化・軽量化・高

機能化に伴ない，これに対応できる性能が要求されている。

そこで，この要求にこたえるとともに，標準化を指向した

プレーキ受信装置を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 超高性能化

制御用に 32ビット DSP, モニタ用に 16ビット DSPを

採用し，処理の高速化・高性能化を実現した。

(2) 完全ボリュームレス

マイコンによるデイジタルチューニングによってポリュー

ムレス化を図り，メンテナンスフリーを実現した。

(3) 小型・軽量化

） f材責比50%，質量比60％の小型・軽量化を達成した。
‘’9'9‘’‘―ペ~ ・J 

ブレーキ受信装置 MPUカード
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● E2系北陸新幹線電車用空調装四(50/60Hz電源区間走行新幹線電車の空調装置） VVVVVVVVVV 

長野オリンピックを目指して開業計画が進められている北

陸新幹線電車用として， AU216形空調装置を開発し，東日

本旅客鉄道（株に納入した。

北陸新幹線は，軽井沢—長野間で電源周波数が 50/60 Hz 

と変わるため，両電源周波数に対応できる空調装濫の開発や，

高速走行に対応するための省スペース・軽量化力吋とめられた。

AU 216形究凋装置は， IPM索子を採用することで軽量・コ

ンパクト化を達成した VVVFインバータを内蔵し，空調装

潰内電動機を三相化することで，入力電源周波数が変化して

も所定の冷房能力を発揮できるようにし，空調装置の軽量・

コンパクト化やシステムの簡索化を達成した。

AU216形空調装置 空調インパータユニット

5. 交通 75 



● 新幹線車両用並列同期方式補助電源装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV >
車両用として世界で初めて並列同期運転方式を採用した大

容鼠補助電源装置 (APU)を，東日本旅客鉄道（株）北陸新幹

線及び秋田新幹線併結車両E2系用に納入した。この装置

の特長は次のとおりである。

(1) 1編成で 3台の APUが並列同期運転を行い，故障時を

考應した単機容量を従来の受給電方式に比べて約25%

削減

(2) 北陸新幹線では入力電源が50/60Hzの2周波となる

が， 3相60Hzの安定電源をブロワ等に供給

(3) インバータに IGBTを使用して高周波化し，電流リミ

ッタ制御を行うことにより，セクション通過時等のブロ

ワ負荷への突入電源を抑制，負荷へのストレスを軽減

現在，東北新幹線区間で順調に試験を行っている。
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E2系電車用補助電源装置

ーヽ
● ダイレクト 3レベル IGBTインバータ方式補助電源 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

車両用補助電源として，高耐圧IGBTを使用したダイレ

クト 3レベルインバータ方式SIV(MELSIV-7000シリー

ズ）を開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1)従来装置比で，占有面積28%，質鼠17％低減を達成

し，装置のコンパクト化によって機器搭載スペースを低減し

た。

(2) インバータ部はヒートパイプ冷却方式とし， 1ユニット

化を図った。

(3) 三相個別瞬時波形制御により，架線電圧急変や負荷投入

時の過渡応答向上と，ひずみ率 2％以下の低波形ひずみ化

を実現した。
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140kVA SIV装匿 MELSIV-7000 
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● 補助電源一体型車両制御装慨 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

車両用電機品の機器の集約化による小型軽量化，メンテナ

ンス性の向上を実現するために，インバータ推進制御装箇

（以下 “VVVF"という。）と静止型補助電源装置（以下

“SIV” という。）を一1本化した車両制御装置を製品化し，西

日本旅客鉄道（松に納入した。

VVVF部は220kW誘導電動機をそれぞれ個別に制御す

る4台のインバータを， SIV部は出力容量120kVAのイ

ンバータを備え，車両制御装置全体では 5台のインバータ

ユニットで構成した。インバータユニットにはIGBT素子

を使用し，それぞれ互換性を持たせた。

さらに， VVVFの1台を SIVに切り換えて運転する

SIVバックアップ運転機能を持っている。

＂ 
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車両制御装置

、ノ

76 三菱電機技報 •Vol.70 ・ No. 1 ・ 1996 



ヽ
~
● 新幹線用大容量主変圧器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

西H本旅客鉄道（松の新型新幹線500系用の主変圧器を完

成した。速度 300km/hで走行する全 16両編成の駆動電

力と補助電力を 4台の主変圧器でまかなうため，単器で

5,400 kV Aの容鼠を持っている。のぞみ新幹線用の 2,900

kVAに比べて約 2倍の容鼠があり， 電車客室の床下搭載用

ーヽ／

としては世界最大容醤である。主な特長は次のとおりである。

(1) 試験車両 WIN350での開発成果に基づき，コイル，絶

縁物，冷却装置を中心に従米比で 15％の軽量化を達成

総質量： 3,980kg(O. 74 kg/kV A)，総高さ： 897mm

(2) パルス輻変調コンバータ制御に適したインピーダンス特

性を得るため，コイル間にギャップ鉄心とセパレート鉄

心を設置

(3) 渦電流解析に甚づくタンク過熱防止磁気遮へい（蔽）を

設置

500系新幹線用主変圧器

● 電鉄変電所用沸騰冷却式12相整流器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

電鉄変電所向け整流装置として， 日本で初めて，沸騰冷却

方式の直列 12相整流器を開発し，製品化した。

ヽ
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この装置は， 1994年度通産省通逹“高調波抑制対策ガイ

ドライン”に対応して開発し，以下の特長がある。

(1) 1ユニット 12相整流器構成の実現により，最少限の組

合せで各種容量機に対応可能とした。

(2) 従来の 6相ユニットで構成した場合に比べ，床面積で

23％の小型化を実現した（当社3,000kW比）。

(3) 直列 12相整流器としたことにより，品調波電流を抑制

(5次， 7次理論高調波は 0)するとともに，整流器内に不要

な循環電流が発生することなく，他機器への影響を考慮する

必要がない。

一→ こm,
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屋外形1,500V, 3,000kW 12相整流器

● ループ型HDLC遠方監視制御装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

電気鉄道の変電所設備管理向けに，伝送路にループ型，伝

送手順に HDLC方式を採用した高速・大容量の遠方監視制

御装置を開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 二重系ループ構成伝送路による常時相互バックアップ方

式の採用

(2) 標準化された HDLC方式の採用

(3) 親局装置は，改造・点検時などにシステムの運用に障害

を与えないように二重化構成を採用し，常用系に影響を

及はさずに待機系を使用しての試験が可能

) (4) 伝送速度は，1,200bpsから 19.2kbpsと，低速から

高速まで幅広く対応可能 ループ型HDLC遠方監視制御装置
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● 京阪電気鉄道（株向け列車ダイヤ作成支援システム ASK VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

京阪電気鉄道（株に納入した列車ダイヤ作成支援システム

(ASK)は，輸送計画策定業務を迅速かつ幅広くサポートし

ており，次の特長を持っている。

(1) 駅のホーム新設や新型車両の導入等を想定した将来ダイ

ヤのシミュレーションを可能にし，輸送力増強工事等に対す

るより効果的な投資計画立案を短時間でできるようにした。

(2) 列車の運転時分と 2列車間の運転時隔を自動的に算定

し， より高速で高密度な運転をH指したダイヤ作成を可能に

した。

(3) 不定期列車の運用等に対する精査機能を持ち，信頼性の

高いダイヤを運行管理システムに出力できるようにした。

なお，計算機として EWS(ME/R-7350)を採用し，従

米と比べて 7倍以上の処理速度向上を図った。

ASKでの作業風景

● 定期券発行機 MELPAS-H VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

定期券発行操作の簡賂化を図り，接客時間の短縮と多機能

化を実現した定期券発行機を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 設定ボタン（経路，条件）をディスプレイ式キーボード

に収容して，操作部分の一元化を図って操作性を向上させる

とともに，ボタン数を従米の 1/3に削減した。

(2) 多客時の待ち時間の縮減対策として，端面型印刷ヘッド

熱印刷制御技術などを採用し，発券時間を最短 (3.8秒）と

した発券装置を開発した。

(3) 多様化している各種システム（駅務， CAFISなど）へ

の接続の要求を考慮して，処理装置， ドライバ等を汎用化し，

広範なインタフェースに対応できるようにした。
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5.2 自動車 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
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● 固体高分子型燃料電池システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

可搬電源などへの適用を目的に，固体高分子型燃料電池

(PEFC)とメタノール改質器の開発を進めている。 PEFC

については，水と熱の管理が容易な内部加湿器を備えた 1

kW級モジュールを開発し，常圧で lkWを超える出力が

得られた。メタノール改質器については，乎板積層構造を採

用し，改質部（触媒燃焼加熱部を含む。）要素試験で，反応面

積 210C面級 1層当たり PEFC出力 500W相当の改質ガ

ス供給能力を実証し，コンパクト改質器の実現への見通しを

得た。今後， PEFCと改質器の組合せ試験を進めていく予

定である。なお， PEFCは新エネルギー・産業技術総合開発

根購の委託により，改質器は（財）エンジニアリング振興協

会のプロジェクト参画によってこの研究を行っている。

）
 内部加湿器を備えた1kW級モジュール
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● 電気自動車用駆動システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

小型軽量・高効率で実用性の高い電気自動車用駆動システ

ム（電動機，制御装置）を開発し，三菱自動車工業（樹の試験

研究車用に納入した。

電動機は，構造が堅ろう（牢）で高速化による小型軽量化

が可能な三相誘導電動機を採用し，冷却の水冷化，ステータ

絶縁の高耐熱化，低損失コア材の適用などによって高い出力

密度と効率を両立させた。

翻卸装置は， 目標出カトルクに応じて最適な励磁電流とト

ルク電流を設定する嵩効率ベクトル制御方式を採用したので，

従来のベクトル制御に比べて広い動作範囲において高効率を

達成している。また， IGBTの冷却を電動機と共通の水冷

とし，コンパクトな構成にまとめることができた。

電動機

ーヽノ

● 小型イグニションコイル一体形クランク角センサ内蔵ディストリビュータ CIP-3Aシリーズ VVVVV

ーヽノ

イグニションコイル一体形クランク角センサ内蔵ディスト

リビュータの廉価・標準化版として，新たに CIP-3Aシリ

ーズを開発した。従来の CIP-3シリーズではイグニション

コイルとクランク角センサ部にそれぞれ設けていた外部接続

用コネクタを，統合して一本化し，また，各顧客ごとに異な

っていた形状・仕様も新標準タイプに統一した。これによっ

て，主要部品であるイグニションコイル一体化クランク角セ

ンサユニットの種類を 1/3に低減し， 1種類当たりの生産

数量を増大させるとともに，大量生産に見合った加工・組立

ての合理化を実施することにより，コスト低減を達成した。

“ 
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CIP-3Aシリ ーズ

ディストリピュータ

● 高感度半導体圧カセンサ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

米国における排出ガス規制の一つである故障自己診断装置

(OBD-II)規制に伴い，燃料タンク内の蒸気圧の変化を高

感度かつ正確に速く測定する圧カセンサのニーズが高まった。

このため，従来から保有する半禅体圧カセンサの技術を展開

させながら，高感度の圧カセンサを開発した。

タンク内圧センサは， ①応力解析によるダイヤフラム形

状の最適設計，②マイクロマシニングによる徴細加工，③

広い温度範囲を精度良く測定するための温度補償囮路の工夫，

などによって高感度・高精度化を実現した。

高感度半導体圧カセンサの開発・製品化により，微圧から

） 高圧（生産中）まで広範囲の圧力を測定できる圧カセンサの
シリーズ化ができた。 スタンドアロンタイプ高感度半導体圧カセンサ
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● ABS用コンピュータユニット VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

車輪のブレーキ圧力を制御し，ブレーキング中の操だ

（舵）性及び車両安定性を確保する ABS（アンチスキッドブ

レーキシステム）の新タイプのコンピュータユニットを開発

した。

このコンピュータユニットは，内蔵のマイクロコンピュー

タ (CPU)を，従来の並列演算照合による固ー 2CPU方式

から，メイン CPU監視用として従来と同等の安全性を持っ

たサブCPUによる冗長方式に弯吏した。また，オール

SMD（表面実装部品）の採用，コネクター体化モールドケー

スの開発インテリジェントなパワーカスタム ICの開発な

どによって大幅な小型・軽量・低コスト化を実現した。

このコンピュータユニットは 1995年 10月に発売された

三菱自動車工業（株ミラージュに採用されている。

、ノ

ABS用コンピュータユニット

ーヽ／

● イモビライザ（エンジン不正始動防止）システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

近年， EUでは自動車の盗難が著しく増加し，保険業界の

要求によってセキュリティ度の高い盗難防止装置のニーズが

裔まってきた。このような状況のなか，電子的なイモビライ

ザシステム（不正始動防止装置）を開発し， 1995年 1月から

自動車メーカヘの納入を開始した。

この装置は，①IDコードを書き込んだトランスポンダを

内蔵したキー，②エンジン始動時に IDコードを電磁結合に

よって非接触で読み取るアンテナコイル，③IDコードが一

致していればエンジンを始動するようにエンジン制御装置に

許可信号を送信するコントロールユニットで構成している。

すべて電子的コードで処理し，ローリングコード方式を採

用することなどによって衛いセキュリティ性を実現した。

／
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イモピライザシステムの主要構成部品
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● 通信機能付きナビゲーションシステム CU-9500シリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

通信機能をオプションで実現したカーナビゲーション CU-

9500シリーズを開発した。

通信機能の主な特長は次のとおりである。

(1) 車の位置と状況を通信可能

(2) 目的地と探索の実行を通信可能

(3) 車と車では 5台まで対応可能

(4) 車とホームでは 100台まで対応可能

オプションとして， MCAその他の一般無線用の通信アダ

プタ及びディジタル携帯電話用通信アダプタとして MR-

9500 RFを，ホームパソコン用のナビゲーション通信ソフ

トキットとして MR-95STを用意し，業務用途への応用

も可能とした。
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> ● カーDATシステム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

1995年 9月にカーオーディオの最高峰として発売した

TZ-5000シリーズは，カー DATプレーヤを中心として 10

連奏 CDチェンジャ，ハイパワーアンプ，スピーカで構成

したシステムで，カー DATプレーヤは次の特長を持って

いる。

(1)直径30mmの大口径ロータリドラムを採用し，安定し

たテープ再生系を実現

(2) ドラムヘの微小振動伝搬を低減させる制振シートを駆動

モータに設置し，ヘッドトレースを安定化

(3) ダイバシティ対応の FM/AMチューナを内蔵

(4) CD, MDチェンジャのコントロール機能を搭載

(5)銅めっきシャーシの採用を始めとする衛音質設計

カーDAT

ヽ
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● 自動車用空気清浄器（盗難警報，一酸化炭素警報機能付き） VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

1995年 4月，業界初の盗難皆報と一酸化炭索皆報機能を

付加した自動車用空気清浄器を開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 高効率静電フィルタ，活性炭フィルタの採用により，集

じん（塵）・脱臭性能を当社従来比 1.5倍に向上

(2) 一酸化炭索皆報として，半禅体式ガスセンサで車室内に

侵入した一酸化炭素を検出し，内蔵ブザーで菩報

(3) 駐車中の盗難警報として， ドアやトランクが開けられた

ことを検出し，ルームランプ点滅と内蔵ブザーで替報

(4) ルームランプも装備した天吊り形一体化構造を採用

／ 
/‘ 
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＇ 自動車用空気清浄器
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● 自動車用盗難芭報器（一酸化炭素芭報機能付き） VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

1995年 3月，業界初の一酸化炭素替報機能を付加した自

動車用盗難警報器を開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 駐車中の盗難替報として，本体内蔵の圧電セラミック振

動子により，かぎ（鑓）穴や窓を壊そうとする衝撃を検

知して内蔵ブザーで替報

(2) 一酸化炭索替報として， 半舜体式ガスセンサで排気ガス

等の車室内侵入を検出し， 一酸化炭索濃度が約 100

ppmと約 200ppmの 2段階で皆報

(3) 一酸化炭素替報の電源は車のシガープラグから取り出し，

盗難警報は電源 OFF時に動作させるために電池を電源

として構成

自動車用盗難警報器
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半導体と電子デバイスの技術的進歩は著しい。 DRAMの容量を

例にとると，現在16MビットDRAMを市販しており，次世代の64

メガDRAMの開発を現在進めている。当社では，さらに微細加

ェ・設計・テスト等の必要技術を進歩させ，このDRAMを高速化す

るため， 16KビットのスタティックRAMを組み込んだ独自の16M

キャッシュDRAMを製品化した。また，システム全体を一つのチ

ップに組み込んだ百数十万索子規模のシステムオンチップをASIC

の分野では開発している。この大容量化以外に，パソコン・携帯電

話・ビデオカメラ等のように，用途に応じて低消費電カ・低駆動電

圧・小型化・高速化等の要望が強く， ASIC, マイクロコンピュー

タ，メモリの分野で紹介するように，各製品の用途に応じた新しい

仕様の製品開発を進めている。

また，薄型で低消費電力を特長とする液晶ディスプレイでは，対

角29cm高精細TFTカラーディスプレイを開発した。パネル開口率

向上，バックライトの効率化及び低電圧液晶駆動技術の開発等によ

って従来に比べて30％の低消費電力化を達成し，新モジュール構造

の採用，高密度実装技術の開発によって業界最薄型の外形寸法を実

現した。

このように急速に性能が向上する製品を支える技術はますます高

度化・ 複雑化しており，それに伴って，開発投資が膨大なものとな

りつつある。この回避を主因として，同業種間で技術供与・協業． ） 
共同開発等が世界的規模で起きており，当社も米国，欧州，アジア

等の各企業と協業等の提携をしている。また，海外では消費地での

生産を甚本的な考えとし，欧米での生産及び開発拠点の強化を進め，

事業のグローバル化を図っている。

半導体と電子デバイスの分野を展望するとき，技術はこれまでの

速い進歩を更に上回り，急速な発展の中で開発で進んでいくものと

予測される。メモリの項で紹介するように， DRAMでは lGビッ

ト対応のセルの試作を行い， 0.15μm徴細加工技術の開発を進めて

いる。半導体と電子デバイスは，既に始まっている情報のディジタ

ル化，マルチメディア，情報ハイウェイ等のキーデバイスであり，

21世紀に向けての情報化社会への奔流において重要な役割を担い，

また，貢献できるものと自負している。

）
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● 0.6μmCMOSゲートアレーD4Aシリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

電源電圧5V単一で世界最高速の 0.6μmCMOSゲート

アレー D4Aシリーズを開発した。

新規プロセス・狭ピッチアセンプリ技術の開発及びセル構

造の最適化により，ゲート遅延 160ps（高速セル， F0=2,

Al=2mm)，消費電力 3.9μ W/MHz（基本セル，平均

負荷）と，高速性能を達成するとともに従来比で35％の

高密度化を実現した。セルレパートリは，既存シリーズから

の移行を容易にするため，機能コンパチブル性を維持しつつ，

新たに高速バスインタフェース用の PCI(Peripheral 

Component Inter-connect)バッファを追加した。

これにより，高速性能を要求される産業分野から民生分野

にわたる広い範囲に応用できる。 敷き詰め50KゲートマスタTEGM7G1050-9001FB 

● 完全1チップのファクシミリ用画像処理コントローラ M66335FPVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

アナログ回路， A/Dコンバータ，画像メモリを内蔵した

完全 1チップ FAX用画像処理コントローラを開発した。

この LSIは，画像処理アルゴリズムのエ夫により，アナ

ログ・メモリの内蔵を実現しており，外付け部品なしで画像

処理を実現できる。市場が拡大している G3パーソナル機

から複合機までに対応できる機能を持っている。

主な特長は，①高速スキャン (2ms／ライン），②高画

質化に対応するため，読取り解像度 8画索／mm,16画

索／mmの両方に対応③スキャナ用途に対応できる 64階

調多値出力，④50-200％までの 1％単位の解像度変換，

⑤多彩な画索処理機能（不均一補正，解像度補償，ガンマ補

） 正，誤差拡散処理，像域分離），である。
完全1チップファクシミリ用画像処理コントローラ

● サイクルタイム25nsを実現したFIFOメモリシリーズ M66 2 5 6 FP /M66 2 5 7 FP Y YYY Y YY YYYYY 

デイジタルPFC(Plain Paper Copier)など OA機器

の画像処理において， FIFO(First In First Out)メモリ

の高速化・小型化力吋ミめられている。

M 66256 FP (5 K語x8ビット）と M66257 FP (5 K 

語x8ビット X2回路）は，メモリセルに DRAMを用いな

がらも，独自の回路技術と 0.8μmプロセスの採用により，

サイクルタイム 25nsを実現した。これにより，従来品

(M 66251 AFP /M  66253 FP,各サイクルタイム 40ns) 

に比べ，画像処理能力を 1.6倍に向上させることが可能で

ある。また，この製品は基板実装の衛密度化を考胞し，

) SSOP (Shrink Small Outline Package)を採用し小型化

を図った。

5k語X8ピット

高速ラインメモリ

M66256FP 

5k語 X8ピット X2

高速ラインメモリ

M66257FP 
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． 高速レーザダイオードドライバICM61 BBOFP 
シリコン ICとして業界トップレベルのスイッチング速度

(200 Mbps)を誇るレーザダイオード (LD)ドライバIC

M 61880 FPを開発した。

近年， レーザ方式ページプリンタはより高画質化・高速化

が要求されており，これに伴って， LDドライバの高速化が

望まれていた。従来当社製品の最高スイッチング速度は 40

Mbpsであったが，絶縁酸化膜型高速シリコンウェーハプロ

セスを採用することにより， 200Mbpsを実現化した。

また，高性能パワーコントローラを内蔵しており， LDの

光出力を高速に制御することができる。

これにより， レーザ方式ページプリンタの更なる高画質・

高速化を図ることが可能となる。

． 5V電源電圧動作ディスプレイモニタ用信号処理ICM52347SP, 
ディスプレイモニタセットのパワーセープ対応及ぴコスト

削減に貢献する，マルチシンク信号処理ICM52347 SPと，

広帯域 2入力切換えスイッチ ICM52348 SPを開発した。

各ICの特長は次のとおりである。

M 52347 SPは，マイコン ICの電源と共通化でき，セッ

トの合理化及びパワーセープ時の低消費電力化が可能である。

また，クランプパルス出カタイミングを選択できる。

M 52348 SPは，広帯域 250MHz (-3 dB)を実現した。

また，現在ディスク リート構成が主であるが，この ICによ

って部品点数及び実装碁板サイズの削減が可能である。

． 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

R

G

B

H

V

 

レーザダイオードドライバICM61880FP 

M52348SP YYYYYYYYYYYYYY 

CRTモニタ用5V電源・信号処理IC

周辺機器用SCSIコントローラ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ヽ

、
＼
ノ

ノヽ

(1) 

(2) 

(3) 

当社独自の SCSI技術を改良し， SCSI-2対応の SCSI

コントローラ M64154 FPを開発した。この ICを用いれ

ば，外部メモリ装置，プリンタ，スキャナ等で10Mバイ

ト／秒の高速データ転送を容易に実現できる。

特長は次のとおりである。

アーピ トレーシ ョンセレクション予約実行機能

データ転送制御部による高速データ転送

非同期モード： 5Mバイト／秒

同期モード： lOMバイト／秒

大容量外付けバッファメモリのサポート

(5) 

SRAM: 256 Kバイト

DRAM: lMバイト

(4) 不平衡型インタフェース

100ピン QFP ）
 M64154FPのチップ写真
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) • I℃バスコントロールマルチスタンダードTV用LSIM52343SP, M52325P YYYYYYYYYYYYYY 

TVシャーシの生産ラインの合理化及びコスト削減のた

めに，新世代LSI(P AL/NTSC 1チップCTVIC, 

SECAMクロマ IC)を開発した。特長は次のとおりである。

(1) 中間周波から偏向処理までのすべての制御・調整は，

TVでは標準になりつつある FCバスによって制御され，

人手を介さない完全自動調整生産ラインを実現できた。

(2) 周辺部品（フィルタ，ディレイライン，コイル等）を大

幅に内蔵した。

(3) 自動システム判別， 自動垂直周波数判別，マルチ音声中

間周波対応など，従来の ICよりも機能アップをした。

この LSIにより，部品点数を削減（従来比1/2)し，省

スペース化（従来比2/3)及び高機能化を図った。

M52343Sr 

M52325P 

) ● l℃バスコントロール回路内蔵TV信号処理用NTSCワンチップICM52340SP YYYYYYYYYYYYY 

FCバスコントロール回路を内蔵した， NTSC方式カラ

ーテレビ用リニア 1チップIC,M 52304 SPを開発した。

1チップICとしては当社初のスプリット PLLIF回路を

搭載しているほか，各種フィルタ内蔵，豊富な機能を持つな

ど，画期的な NTSC方式の 1チップICである。

従来必要であった外付け部品や調整が大幅に削減でき，ま

た， FCバスコントロール回路内蔵によって自動調整が可能

なため， TVセットメーカの生産ラインでの生産性 ・信頼性

のみならず，品質管理・サービス性の向上に大きく寄与する

システムが構成できる。

52ピンシュリンク DIPにより，コンパクトな実装も可能

となる。

機能•特長
VIF /SIF 

1.スプリノ トPLL検皮

2 ・ AFTコイルレス

l 3 ・ FM検皮コ イルレス（音iSPLL立皮）

| , 4 ・ダイナミノクAGC

I 

5.外部己工入カスイノチ

＇ピテオ／クロマ

「l.AVスイ）チ (TV／外訊ヒ；オ入刀）
i 2. Y/Cスイノ チ

3, ”付•&[回路

4. DLアパコン

5 . 自射 111l色~i 正屈路

6, if度1ら呂ピー ク＇）こノ夕

| 7 ． ビ — ク ACL

i 8. RGB出力

9. アナ ロクRGB入J)／ファ ースト プフ ノキンク

I 10. ヒテ オミュ ート／ハー フトーン切役え
I ------- --.  

i DEFLECTION 

「―l 水干，垂四カウノートダウ／方孔 ―---| 
2.水平2ffiAFC

3.君西2ウィンドウカウントダウン

4,垂匝 ランプ／呈心バルス出力切'’Aえ

) 6.2 マイクロコンピュータ VYYVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 大容量ROM/RAM内蔵新16ビットマイコン M16/12 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

）
 

C言語ベースのプログラム開発を容易にする 32ビット

CPUコア，大容量のROM/RAM,及びシングルチップ

MCUとしてのシステム拡張性・汎用性の高い 8種類の周辺

を集積し，低電圧で動作する 100ピン小型 QFP封止の 16

ビットシングルチップマイコン M16/12を開発した。

内蔵96Kバイト／48Kバイト ROM,4Kバイト／3K

バイト RAMのノーウェートアクセスにより， 電源電圧

3,3 V, 内部動作周波数 lOMHZで5Mipsの性能を得た。

内部クロックを可変とした 4種類の低消費電カモードサポ

ート，タイマなど周辺をプログラマブルな多機能化とした。

近年のスチルカメラ，カメラ一体型 VTR,電子楽器，

HDD,携帯型通信機器等の高性能化・小型化・低消費電力

化要求に対応できる。

u

――
 uu

――
t
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1
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M16/12のチップ写真
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● C言語対応新16ビットマイコン VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

、/C言語に対応したアーキテクチャを持つ新 16ビットマイ

コンとして， M 16Cシリーズを開発した。 M16Cは，命

令セットを最適化することによって高い処理速度と ROM

効率（当社7700比 1.3倍）を達成したほか， ROM修正機

能などユーザの使いやすい機能も実現している。

M 16Cは，クロック周波数 10MHzのときに次の性能

を持っており，高級AV機器，携帯電話，自動車，高機能

翻囀器など，広い分野への応用が可能である。

高処理速度 ：Dhryston値 6,200 (3.7MIPS) 

低消費電力 ：100 mW  (typ.) 

低ノイズ輻射： 7700比で 10dB低減

高ノイズ耐性： 2,000V以上 M16C/60 

ーヽノ
● 大容量120Kバイト PROM内蔵16ビットマイコン M3771OEFLXXXHP YYYYYYYYYYYYYYYY Y 

産業機器や民生機器の高機能化に伴い，内蔵 ROM容量

の増大が強く要求されている。この市場要求にこたえるため，

120 Kバイト大容鼠PROMを内蔵した 16ビットシングル

チップマイコン M37710 EFLXXXHPを開発した。

この製品は，コストパフォーマンスの高い 7700シリーズ

のCPUの特長を最大限に生かし，低電圧化のための回路設

計によって従来比 1.5倍の高速化を図り，電源電圧 2.7V 

時に 333nsの最短命令実行時間を実現した。さらに，120

Kバイト大容量 PROMとRAM2,048バイトを内蔵しな

がら，超小型 80ピンファインピッチ QFPに収納した。こ

のため，小型・軽鼠・高性能化が進む携帯機器への応用に最

適なマイコンとなった。

ーヽノ
M37710EFLX XX HPのチップ写真

● DMAコントローラ内蔵16ビットマイコン M37721S1 BFP /M37721 S2BFP Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y'Y 

プリンタ， FAX,複写機を始めとする OAや産業機器等

の制御に最適な 16ビットマイコン M37720 S 1 AFPの高

速版 M37721 S 1 BFP /M  37721 S 2 BFPを開発した。

特長は，①動作速度を当社従来比 1.6倍の 25MHzに上

げた。②高機能DMA（ダイレクトメモリアクセス）コント

ローラを内蔵している。 DMAコントローラは CPUを介さ

ずに高速に大量のデータ転送を行う。③内蔵 RAMを倍増

(M 37721 S 2 BFP)したことである。

これにより，デイジタル化したデータを高速かつ大量に処

理できる機能を必要とする OA機器の制御に威力を発揮す ）
 る。 M37721S1 BFP /M37721S2BFP 
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> ● 16ビットシングルチップマイコン7751シリーズ第二弾 M37752S6CGPYYYYYYYYYYYYYYYY 

小型，大容量，かつ安価な記憶媒体としての CD-ROM

のドライプユニットは，そのアクセススピードも 4倍速か

ら6倍速へと，より衛速化してきている。この CD-ROM

のドライブユニットの制御に最適なマイコンとして，

M 37752 S 6 CGPを開発した。

この製品は， 7700シリーズの CPUの演算能力を強化し

た7751CPUを採用することで，処理能力の向上（従米比

1.6倍）を実現した。また，セパレートバス仕様，チップセ

レクト信号のサポート，及びシリーズ中最大の 3Kバイト

の RAMの内蔵により，周辺デバイスとの接続用制御回路

の不要化，及び外付けメモリの削減が実現でき，アプリケー

ションシステムの更なる小型化・軽量化が実現できる。 M37752S6CGPのチップ写真

) • MagicBusコントローラ内蔵8ビット MCUM37690M8XXXFP YYYYYYYYYYYYYYYYYYYY 

MagicBusは米国ジェネラルマジック社がパーソナル情

報通信機器と プリンタ，キ ボ ド，外部ストレージ等の

周辺機器を接続するために開発した高性能・低コストなシリ

アルバスで，今回このバスの制御回路を内蔵した 8ビット

マイクロコンピュータを開発した。このマイクロコンピュー

タにより， MagicBusI/F内蔵の機器をワンチップで実現

できる。主な特長は次のとおりである。

(1) MagicBus制御回路内蔵

(2) O.lμs/3V（最短命令実行時）の高速／低電庄動作

CPU 

(3) ROM/RAM, UART, タイマ等の周辺回路内蔵

(4) 64ピン QFPパッケージ

ーヽノ

（注） ‘‘MagicBus"は，米国ジェネラルマジック社の登録商

標である。 M37690M8X X XFPのチップ写真

● リアルタイム出力機能を充実した汎用8ビットMCu vvVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽノ

オリジナル 8ビットマイコン 38000シリーズの新グルー

プとして， 3807グループを開発した。

特長は次のとおりである。

(1) 16ビットタイマ 4本， 8ビットタイマ 3本

(2) A/D変換機 13チャネル

(3) D/A変換機 4チャネル

(4) リアルタイム出力機能 8本

(5) シリアル I/0 (1本は UART可能）

(6) パッケージ 80ピン QFP

リアルイタム出力機能力吋預こし， ソフトウェアに負担を掛

けずに 2台のステップモータの制御が可能である。 LBPエ

ンジン制御，モータ制御機器，及び温度制f期幾器などに最適

である。

`~ 
3807グループの外形写真
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● 三菱マイコン用8ビット新エミュレータ PC4700H VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV >
LANインタフェースを標準装備し， OSデバッグや評価

機能を充実した高機能版 8ビット新エミュレータ PC4700 

Hを開発し， 1995年 6月から販売を開始した。

当社では，大容鼠プログラムの開発で採用される“チーム

プログラミング”環境に最適な新エミュレータとして

PC 4700シリーズを開発してきた。この PC4700シリーズ

として，碁本デバッグ機能に的を絞った PC4700 L (1994 

年 6月発売）と，デバッグや評価機能の高機能化を図った

PC 4700 Hの2製品を用意した。PC4700 Hの発売により，

PC 4700 Lを開発チームメンバに 1人1台ずつ， PC4700 

Hを開発チーム共用の高機能エミュレータとして数台配置

する“チームプログラミング＂環境の提供が可能とな った。

―
-
．
 

二

PC4700H 

● 超低電圧動作4ビットマイコン M34561M6XXXFP YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY ) 

電源電圧 l.lV時に，最短命令実行時間 3μsの高速動作

を実現した 4ビットマイコン M34561 M 6X X XFPを開発

した。従来製品に比べて 2倍の高速化を実現し，消費電力

は約 1.3倍に抑えた。電源瞬断時の誤動作耐性を向上させ

るため，電源瞬断対策回路（電圧検出回路，クロック＆リセ

ット翻卸回路）を内蔵した。主な特長を以下に示す。

低電圧動作： Voo=0.9-3.6 V(f~1N =50 kHz時）

高速動作：最短命令＝3μ S (Voo = 1. 1 -3. 6 V, 

fx1N =l MHz時）

電源瞬断対策回路：検出電圧＝1.0士0.1V（常温時）

内蔵メモリ： ROM 6,144語XlOピット

RAM 256語X4ビット

閲辺機能： 8ビットタイマ＝3本， シリアルI/0

M34561M6XXXFPのチップ写真

ヽ
ー
ノ

● 高精度10ビットA-0変換器内蔵4ビットマイコン M34515M4XXXFP, Nl34515E4XXXFP TTTTTTT 

高精度 10ビット A-D変換器を内蔵した 4ビットマイコ

ンM34515 M 4XXXFP（マスク ROM版）， M34515 

E 4XXXFP（ワンタイム PROM版）を開発した。この製品

搭載の A-D変換器は一直線性誤差土2LSB,徴分非直線1生誤

差土0.9LSBを実現し，ニッケル水素， リチウムイオン電

池等の充電制御に最適である。

この製品は，このはかに以下の特長がある。

最短命令実行時間： 0.75 μs (V00=5 V) 

内蔵メモリ： ROM 4,096語XlOビット

RAM 256語X4ビット

周辺機能： 12ビットタイマ 1本

8ビットタイマ 1本

ウォッチドグタイマ ーヽノ

M34515E4XX XFPのチップ写真
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● ミニ4ビットマイコン M34250M2xxxFPVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

マウス等の PC周辺機器や小型家電製品に遥した 4ビッ

トマイコンとして， M34250 M 2XXXFPを開発した。従

来品と比べて，高精度の CR発振回路を内蔵しており，セ

ラミック発振のような高精度を必要としない用途では，安価

で精度の良い発振回路を実現できる。以下に主な特長を示す。

最短命令実行時間： 1.0μs(f:,N =4.0 MHz, 

VDD =4.5-5.5 V) 

CR発振周波数誤差： 士17% (V00 = S. 0 V土10%,

VDD =3.O V士10%,

外付けC,R誤差を含まず。）

内蔵メモ リ：ROM 2,048語X9ビット

RAM 64語X4ビット

周辺機能： 8ビットタイマ＝1本

シュミット回路内蔵I/0ポート＝4本 M34250M2XXXFPのチップ写真

● テストラインのリエンジニアリングーー システムLSI時代に向け VVVVVVVVVVVVVVVVV 

8.16ビット MCU,ASIC等のプロダクトライン向けに，

従来価格 1/2（当社比）のパーピンアーキテクチャシステム

のLSIテスタ MTXlを開発した。

現在， LSIのシステム化に伴ってますます複雑化する顧

客のテストニーズをプロダクトで実現するため，テスト制約

の少ない安価なパービンアーキテクチャのテスタカ吋ミめられ

ている。そこで，市場に多く出回っている 100MHz帯は

他社テスタを利用し，市場に少ない 25MHz帯は自社で開

発して低価格化を実現した。

これにより， 25MHz帯の民生分野から 100MHz帯の

産業分野までのロジック LSIすべてのプロダクトラインに

） パーピンアーキテクチャテスタを導入し，テストラインを革

新した。

か
響

9

9

 

LSIテスタ MTX1

6.3 メモリ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 16MビットキャッシュDRAMVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

16Mビット DRAMに16Kビット SRAMを内蔵した

16Mビットキャッシュ DRAMを開発し，製品化した。現

在量産中の 4Mビットキャッシュ DRAMと上位互換性が

ある当社のオリジナル製品である。

DRAM部は入出力がX16構成の 1MX 16ビット，

SRAM部は 1KX16ビット構成で， DRAMとSRAM間

の内部転送バスを 128ビットとした。 0.45μmプロセスを

採用し，動作クロック周波数を 100MHzまで向上し，高

速化する CPUの外部バススピードに対応できるようにした。

） 大容量で高い実効バンド幅を必要とする三次元グラフィッ
クのテキスチャメモリや，小型 PCの表示メモリと主メモ

リの統合化されたメモリシステムに応用できる。

M5M4V16169のチップ写真
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● EDO（ハイパページモード）機能付き第三世代 1MX16DRAMVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

0.4μmCMOSプロセスを使用した， EDO(Extended 

Data Output)機能付き 1MX16DRAMを開発した。

EDO機能付き DRAMは，従来の高速ページモード

DRAMと異なり， CAS信号がリセットされても出カデー

タが保持される。このため，実効出カデータ保持時間を長く

でき，システムの高速化が可能である。主な特長は次のとお

臨

DQJ~DQJ6 

(OUTPUTS) 

りである。①同ーチップで5V/3.3 V, 1 Kリフレッシ

ュ／4Kリフレッシュ，高速ページモード／EDOの選択を

可能にし，生産性を向上。②EDOモードでの最小サイクル

タイム (tHPC)は20ns/25 ns/30 nsで， 50MHz/40 

MHz/33MHzでの動作に対応可能である。

RAS 

LCAS/UCAS 

AO~A9 

OQl~DQ16 

(OUTPUTS) 

、ノ

5ns 

高速ページモード EDO 

高速ページ／EDO動作タイミング比較 ーヽノ

● EDOモード付き第四世代バイト／ワードワイド4Mビット DRAMVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

最高動作周波数50MHzを実現する EDOモード機能を

搭載した，第四枇代バイト／ワードワイド 4Mビット

DRAMを開発した。

0.6 μmプロセス技術，電源電圧降下回路の採用， EDO

モード機能の搭載により，高速アクセス，低消費電力を実現

した。従来の高速ページモードでは最高動作周波数が 28

MHZであるのに対し， EDOモードでは 50MHzとなり，

高速システムにも十分対応できる。また，タイミングに余裕

が出るため，ボード設計が容易になる。

この製品のアプリケーションとしては， 高速アクセスが必

要なグラフィックスやハードディスクのバッファメモリ，プ

リンタ等に最適である。

● 3. 3V単一電源16Mビット DINOR型フラッシュメモリ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

高機能かつ低コストの不揮発性メモリを目指して，ビット

線を主ビット線と副ビット線の階層構造とした DINOR

(Divided Bit Line NOR)型フラッシュメモリを開発した。

メモリセルに接続される副ビット線をポリシリコンで形成し，

各種の自己整合プロセスを開発することにより，従来の

NOR型のメモリセルで大きな面積を必要としたコンタクト

領域を大幅に縮小することができ，チップサイズを縮小した。

また，書込みメカニズムを，ホットエレクトロン注入から，

電子の酸化膜中のトンネル現象を利用する手法に変更するこ

とにより， 3.3Vの単一電源動作を実現した。 80nsの高速

アクセスカ叫寺長であり，メインメモリ用途に最適である。

この製品は，（悧日立製作所との共同開発である。

チップ写真

、ヽノ

ノヽ
16Mピット DINOR型フラッシュメモリ
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>． 32K語X32ビットシンクロナスパーストSRAM VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
近年のパソコンは， MPUの高性能化により，二次キャッ

芝" '召訪 1喜窟1語履ig和ご＞、 〗 穏；鼠鳳釜1喜 1姿笥定
シュの搭載が必要となり，二次キャッシュ向け高速SRAM

の需要が急増している。当社では，このような背景の下， ニ
10099祁 9796 95 94 93 92 91 90 89 88 8786 85 84 83 82 81 

NC 10 80 コNC
次キャッシュとして最適な 32K語X32ビットのシンクロ

DQ17 79 コOQl6
D018 78 コDQ15
VcQ 77 コvcこQ

ナスバースト SRAMを製品化した。
V,,Q 76 コv,.，Q
DQ19 75 コOQl4
D020 74 コDQl3

この製品は， 3.3 V (-5 %/  + 10%）の電源電圧で，ニ DQ21 73 コDQ12
DQ22 72 コDQJJ
V,,Q M5M5Vl 132FP 71 コV,,Q

次キャッシュ市場で主流となる 66MHzに加え， 75 v,,Q 70 コもQ
DQ23 69 コDQJO
DQ24 68 コDQ9

MHz/100 MHzの高速動作と， 7.2mW（スタンバイ時） 百 67 コ v, ？•
v,、 66 コNC
NC Note 65 コvぐ

の低消費電力を実現し，パソコンなどの電子機器の高性能化 v,, 瞬， 声， 症切 64 コzz
DQ25 Burst Control Pins 63 コDQ8
DQ26 面薇 Master Byte Wnte Enable Prn 62 コDQ7

に大きく貢献する。 VC、Q 61 コYccQ
V,,Q 

BWl, BW2, BW3, BW4 
60 コ見QByte Write Enable Pins 

また， 2種類のバーストモードに対応できる MODEピン
DQ27 Global Write Enable Pin 59 コDQ6
OQ28 Burst Mode Control Pin 58 コDQ5
DQ29 Flow-Through Pin 57 ]DQ4 

をサポートし， Pentiumのみならず PowerPCにも対応可
DQ30 Snooze Mode Pin 56 コDQ3
V,,Q 55 ]V,,Q 

vccQ 54 ]V"Q 

能である。
DQ31 53 ]DQ2 
DQ32 29 52 コOQl
NC 

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51[I]NC 

) （注） “Pentium"はIntel社の商標， “PowerPC’'はIBM社の
商標である。 ピン配置

● 低電圧版256K高速SRAMVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ

パソコンキャッシュメモリ市場からの強い要求で，現在量

産中の 5V動作品の低電圧版として， 32KXSビットの低

電圧版話速SRAMを開発した。

電源電圧が3.3V単一電源で，最大アクセス時間は 15

nsを実現した。

低電圧・高速化達成の技術的ポイントは，次のとおりであ

る。①0.5μmCMOSプロセスによる徴細イし②分割ワー

ド線採用による高速化，低消費電力化。③低電圧化に対応

するため，メモリセルトランジスタのしきい値電圧の最適化。

これらの技術により， 3.3Vで15nsの性能を達成し，

パソコンのキャッシュメモリやモデムカードとしての用途に

最適な特性を持った。 パッケージ外観

● 半導体用TCADシステム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽノ

超 LSIの開発効率を向上するための TCAD(Technol-

ogy CAD)システムを開発し，実用化した。

TCADシステムは，物理・化学モデルを土台

に数値計算するプロセス／デバイス／回路シミュ

レーションと， Tr．パラメータの抽出に，グラフ

ィックスを多用したマンマシンインタフェースで

ある GUI(Graphical User Interface)による

フレームワークを加えたソフトウェア体系である。

EWS (ME/R)上で稼働し， CRAY機へのジ

ョブ投入機能，製造プロセス情報やLSIマスク

情報との結合機能を持っている。 TCADによっ

て超LSIの製造プロセスやデバイス／回路動作

の詳細な解析ができ，新しい製品を迅速に開発できるように

なった。

スーパバイザシステム
（ジョプデータ管理）

グラフィック出力

プロセスフ ロー
（マスクデータを含む）

半導体用TCADシステム

電極

i t.̀--フ2一グLOCOS
シリコン基板

DRAMシミュレーション例

6.半導体と電子テパイス 91 



● 1GビットDRAM対応メモリセルの試作 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

0.14 μ mルールで設計したサイズ0.29μ面の lGビッ

トDRAMセル構造の試作に成功した。

キャパシタは (Ba,Sr) Ti03 (BST)高誘電率薄膜と立

倅構造の Ru電極で構成したスタック型のキャパシタを採用

し，蓄積電荷塁として 1セル当たり 15fCを確保できる見

通しを得た。

転写として，従来の光転写に代わり， SR光源を用いた X

線転写技術と EB直描技術を利用した。

加工技術としては， 0.15μmレベルまでパターンサイズ

の依存性なく加工できるエッチング技術を開発した。

これらの技術は4Gビット DRAMにも適用可能性があ

る有望技術である。

jヽ

メモリセルの断面SEM写真

ーヽ／

● 0.15μm微細加工技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

シンクロトロン放射光 (SE)を用いた等倍 X線転写技術

と高精度プラズマエッチング技術により， 0.15μmレベル

の徽細加工が可能となった。

当社は，国内の半導体デバイスメーカとして初めて自社内

にSR転写システムを整備した。自社開発の超電導小型 SR

リングを光源とし，キャノン製X線露光機，及び内製の X

線マスクを用いて，実用化に向けた研究・開発を推進してい

る。エッチング技術では，プラズマシミュレーション技術を

駆使し， ビームプラズマを用いたガスパフエッチング技術を

開発し，高い寸法精度と異方性を実現した。これらの技術を，

図に示すように最小線幅0.14μmのDRAMの微細加工に

適用し，有効性を実証した。 ゲートパターンの微細加工例
．ヽーノ

● コンピュータシステムの小型化に対応し た新しいメモリモジュール VVVVVVVVVVVVVVVVV

スモールアウトライン DIMMでは，表襄のピンに別の信

号を割り当て，さらに 1mm厚の基板とメモリに TSOPパ

ッケージを使用することにより，従来の 72ピン SIMMと

同等の機能を約半分の輻 (59.69mm)と厚さ (3.8mm)に

凝縮した。

8バイト DIMMでは，端子の表裏に別機能のピンを割り

当て， 168ピンにもかかわらず，横輻133.35mmと従米の

72ピン SIMMよりやや大きい程度の外形に，高速入カバ

ッファを搭載し，システム側の負荷を軽減した入出力幅72

ビットのメモ リも搭載することを実現した。

）
 メモリモジュール形状例
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ヽ
~
● LSI用テストハンドラ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

メモリ IC,特に， DRAMICの高集積化・大容鼠化に伴

うテスト時間の増大に対し，超多数個同時測定を目指した

LSI用テストハンドラを開発した。

SOJ, TSOP, QFPなど多様化するパッケージに対し，

同ーテストハンドラで対応を可能とした当社独自のデバイス

ハンドリング方式を採用し，大幅な価格低減と省スペース化

を図った。

特長は以下のとおりである。

(1) 最大 128個の超多数個同時測定を実現

(2) 温度精度 80士2℃

(3) 対象デバイスは SOJ,SOP, TSOP, QFP等

(4) 設置面積は約 9m2 LSI用テストハンドラ（全景）

● LSIチップ裏面からの故障解析を可能にした新技術 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ 高密度DRAMのファンクション故障をシリコンチップ

の裏面側から解析できる新しい技術（iynamicfault isola-

tion technique with ~mission 翌icro旦copy from 

Qackside of the chip : dEMS-b)を開発した。

16M以降の DRAMには，チップ表面を内部リ

ードで覆う LOC(Lead On Chip)パッケージが

採用されており，従米のチップ表面からの観察では，

全体の 60％の領域しか解析できなかった。

そこで，メモリテスタを用いてチップを最適化さ

れた条件下で動作させ，研磨したチップの裏面側か

らシリコンを透過する赤外域の微弱発光を検出して

故障箇所を特定する dEMS-bを開発した。これに

よってチップ全域の観察が可能になり， 100％の領

域で故障箇所の特定ができた。さらに，配線の多層

化が図られた ASICにもdEMS-bが適用できる。

ミ`三

LOCパッケージの断面構成図と

dEMS-bによる16Mピット DRAMの解析例（ t> ：故障位置）

ーヽノ
6.4 パワーデバイス VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 高耐圧lPMPM600HVA200 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

直流母線電圧 1,500Vの電鉄用主電動機制御や，補助電

源装置用の 3レベルインバータ対応の，定格600AのIPM

を開発した。この IPMは，従来の保護・エラー出力機能に

加えて，アクティプ（過電圧）クランプ機能を内蔵し，過電

圧に対する保護とエラー出力の機能を新たに追加した。これ

により， 3レベルインバータのステップ制御に発生する誤動

作による素子の破壊の防止を容易にした。

また，チップ耐圧は，アクティプクランプ機能を付加した

ことで青這設計ができた。このため，スイッチング特性や飽

和電圧特性を従米素子並みに改善し，比較的小型のパッケー

） ジに収めることを可能とした。この素子により， 3レベルイ 高耐圧1PMPM600HVA200 

ンバータの小型・軽贔化及びシステムの簡索化が可能となる。
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● 雷気自動車用lPMPM450CSA060VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

電気自動車のホイールモータ駆動用として， 450A, 600 

V, 6 in 1タイプの IPMを世界で初めて開発した。この製

品は3相ブリッジのインバータ対応で，駆動回路と短絡保

護 (SC)，過熱保護 (OT)，制御電源電圧低下保護 (UV),

及びエラー出力 (FO)を内蔵している。

開発技術のポイントとして次の 4項がある。①大電流

(450 A)で初めての 6素子， 4電源他②エラー信号の識

別イし③フォトカプラ内蔵によるロジック系の簡索化，耐

ノイズ性の安定化。④車両用コネクタ採用による耐振性の

向上。

この開発により，高信頼度，衛精度制御，小型・軽量化の

電気自動車市場に即応したデバイス技術を確立した。

、ノ

PM450CSA060の外観

ーヽノ

● 高耐圧IGBTモジュール VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

日本で初めて，耐圧3.3kVと2.5kVの高耐圧 IGBT

モジュールを開発した。電流定格は 1,200A（シングル），

800 A（シングル）及び400A（デュアル）で， 6機種の製品

シリーズ化を予定している。

この開発により， IGBTモジュールの応用分野は，現在

GTOサイリスタが応用されている大容量の電力変換装置に

まで拡大する。しかも，電圧駆動形や安全動作領域が広いと

いった IGBTモジュールの特長により， GTOサイリスタ

と比較して装置の小型・軽量化が期待できる。

なお，この高耐圧 IGBTモジュールのサンプル出荷は，

シングルタイプで1996年 1月から，デュアルタイプで

1996年 3月からの計画である。 高耐圧IGBTモジュール(3.3kV, 1.2kA) 

ーヽノ

● 次世代GTOサイリスタ GXシリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

インバータ装置等の高効率化のため， DCリンク電圧を増

加させる GTOサイリスタ応用力が拡大している。

従来の DCリンク電圧2.5kV対応GTOサイリスタに

比べ， 3.0kV対応まで可能な，低損失で，同等の品質レベ

ルを持つ，遮断電流3kA/4kAの二つの GXシリーズの

GTOサイリスタを開発した。

この開発は，①ピン構造の採用，②パターンの徴細化，

③局所ライフタイムコン トロールの最適化，④高ライフタ

イムプロセス化によって実現した。

新製品 GXシリーズは，従来素子に比べて，低スナバ容

量化・高ターンオフゲイン化を実現している。

FG4000GX-90DA(4.5kV, 4kA) ）
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) ● p-ch T0-220外形世界最小オン抵抗パワー MOSFET VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ブソク形パソコン・携帯電話などの電池使用機器でのパワ

ーマネジメント使用や， DC-DCコンバータ使用での省エネ

ルギー・効率化，駆動回路の簡素化のためp-chの超低損失

素子力吋之められている。

当社では，この要求にこたえるため， T0-220外形で性

界最小のオン抵抗パワー MOSFETとして FX50 KM-06 

を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 構造をトレンチ構造とし， 1μmプロセスの採用によっ

てオン抵抗 14.5mD (typ.），耐圧ー60VをT0-220で逹

成した。

(2) スイッチング11寺間を従米の半分とすることで，低損失化

↓1111|IIII1|IIII|1||『川IIII』lII|1|||1111|11||
FX50KM-06(-60V, -50A, 14.5mQ(typ.）の外観

、¥l
/

と機器の高周波化に対応している。

(3) T0-220外形で，小型化に最適である。

6. 5 レーザとフォトダイオード VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● 導波路レンズ内蔵型半導体レーザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

光加入者系システム普及のかぎ（鍵）を握る小型・低コス

卜光送信モジュールを実現する上で不可欠な， レンズ機能付

き半導体レーザを開発した。この半導体レーザは，テーパ状

に厚みが変化する導波路レンズを内蔵したもので，

(1) レーザビームの広がり角が従来の半導体レーザの 1/2

以下（約 11゚ ）に低減されており，光学レンズを用いること

なく半導体レーザと光ファイバを直接接続することが可能で

ある。

(2) 高温環境下でも低い電流で発振し， 622Mbpsの高速信

） 号を 50km伝送しても，符号誤り率の劣化がない。
などの優れた特長を持っており，光加人者系システムの光源

として十分使用可能であることを確認した。 導波路レンズ内蔵型半導体レーザの構造

）
 

● 685nm, 50mW赤色半導体レーザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

発振波長 685nm,定格光出力 50mW（最大定格出力 60

mW)の赤色半導体レーザを，業界で初めて開発した。

GainP量子井戸活性層を持つ半導体レーザの光出射端面

部に，独自の製法による亜鉛拡散型端面窓構造を採用するこ

とで，光出射端面での光吸収を抑え，端面破壊レベルを従来

の2倍以上に改善した。その結果，定格光出力として，従

来の 30mWから 50mWへ（最大定格出力として従来 35

mWを60mWに）高出力化することができた。また，信

頼性については 60℃,50mWの条件下で3,000時間以上

の安定動作（推定平均舟命は 10,000時間以上）を確認して

亜鉛拡散型端面窓構造
（光吸収抑制）

レーザ光

いる。 素子構造
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● 光CATV用低ひずみ・高効率DFBレーザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV >
77チャネル， 20kmの無中継伝送が可能な光CATV用

1.3 μmDFBレーザ ML 7X X4シリーズを製品化した。

2インチ全MOCVD製法と，ひずみ多重量子井戸構造の

新技術の適用により，ひずみ特性の向上（当社従米比5dB),

及び高効率化（当社従来比30％アップ）を達成した。

主な特性は次のとおりである。

(1) しきい値電流 Ith= 20 mA 

(2) スロープ効率 77""0.4 mW/mA 

(3) 複合二次相互変調ひずみ cso~ ー 60 dBc 

この製品の実現により，低ひずみ・低消費電力等の高性能

化，及び量産性・均一性同上によって低コスト化が可能とな

る。

'C ＊ぺベ
ブ9へ、`ペベ＼＼ぐぐ＼

心~- ・ ~ ふ " ”"心＂Y心匹·?

ML7924/ML774A4F 

ーヽノ

● OTDR用高出力半導体レーザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

光ファイバ網の保守・点検用測定器である OTDR（光ファ

イバ破断点検査装置）の信号光源となる高出力半導体レーザ

ML 7X XlOシリーズ（波長 1.3 μ.m)と， ML9XX10シ

リーズ（波長 1.55 μ.m)を製品化した。

ひずみ多重最子井戸 (S-MQW)活性層， 2インチ全

MOCVD製法などの新技術を適用し，光出力の向上（当社

従米比1.5倍）及び特性均一性・鼠産性を改善した。

パルス光出力特性は， ML7X XlOが300mW  (typ.), 

ML 9X XlOが200mW  (typ.)である。

この製品の実現により， OTDRの測定可能距離の延長や

分解能の向上などの高性能化，さらに，低価格化が可能とな

る。 ML 776H10/ML976H10 ーヽノ

● アイセーフ高出力半導体レーザ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

人間の眼に安全な波長帯域 (l.5μm以上）で動作する高

出力半導体レーザを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) スタック構造の採用により，この波長帯では最高クラス

の55Wを実現

(2) ひずみ量子井戸構造の採用及びチップ構造の最適化によ

り， 8双Cの高温下においても 35Wの高出力を維持

(3) 8双Cの高温下においても， 2,000時間を超える安定動

作

この半導体レーザを使用することにより，人間の眼に安全

な小型・高性能の測距システムの実現が可能となる。 アイセーフ高出力半導体レーザ ）
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‘ー
． 次世代幹線系 (1OGbps)用高効率・広帯域 lnGaAsフォトダイオード VVVVVVVVVVVVVVVVV
次世代の 10Gbps光伝送方式用に，高効率・広帯域In-

GaAsフォトダイオードを開発した。

当社独自のプレナ構造の採用により，以下ような優れた特

性を実現した。

(1) 光吸収層を従来の 1/3の厚さに薄膜化して，応答時間

を短くすることにより，広帯域 (20GHz)特性を実現

半導体多層反射膜の採用により，光吸収層の薄膜化に伴

う効率低下を補償し，高効率 (90%）を実現

(3) 最上層に半絶緑性InPを用いるこ とにより，索子の低

容量 (120fF)を実現

(2) 

(4) 推定故障率 (@50℃)50FIT以下の高信頼性を検証

半絶縁性lnP

lnGaAs吸収層
多層反射膜

lnP基板
電極

受光部

電極

μm 
300μm 

高効率・広帯域lnGaAsフォトダイオードの構造

6.6 電子デバイスVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽ／ ． 対角26cm(10.4型SVGA)高精細TFTカラー液晶ディスプレイ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
高精細で多階調表示が可能な，対角 26cm (10.4型）の

ノートパソコン用 TFTカラー液晶ディスプレイを製品化

した。

液晶駆動電圧の低減と駆動方式の最適化によって，低消費

電力で64階調 (26万色）表示を達成した。また，高密度実

AA10SA6C-ADDDの仕様

ーヽノ

表示サイズ （対角） 26cm (10.39インチ）
解像度（卜 J 卜） 800X600 
表示寸法 (mm) 211 2 X 158.4 

輝 度 (cd/mり 70 

表示色 26万色 (18ピット）

コントラスト比 100 : 1 

バックライト CCFT, 1灯

供給電源 (V) 5, 12 

消費電力 (W) 3 7 
斤只斤 盤 (g) 560 
外形寸法 (mm) 242. 5 X 180 X 10 

;
J

l
・4999f99'！
9
1
:
'9,
i

ー，＇
l
‘̂＂，
;
1

装技術の開発によってモジュールの額縁面積を縮小し，外形

に対する表示部の面積比を，従来の 9.5型に比べて， 13% 

増加させた。不要電磁放射 (EMI)の抑制に有効な 3.3V 

インタフェースについても，従来の 5Vとともに対応可能

とした。また，高コントラスト，十分な色再現特性と，

soox 600画索の高解像度を実現し
たため，マルチメディア対応の高画

質表示が可能である。J
/
 

AA10SA6C-ADDD液晶ディスプレイ． 超高速・低消費電力1OKゲートGaAsゲートアレーVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

＼ノ

超高速動作，低消費電力を特長とする lOKゲート GaAs

ゲートアレーを開発した。

汎用 CPUの動作速度は 300MHzに達し，その周辺機器

には高速かつ低消費電力動作可能な LSIが必要である。こ

のゲートアレーは， 0.5μmGaAsプロセス技術を用いるこ

とで， トグル周波数1GHz,基本遅延時間 40psの超麻速

動作を， CMOSの約 1/2の消費電力 (200MHz動作時）

である 0.4W／ゲー トで実現した。 ECL,TTLインタフ

ェースを同ーチップに混在させることが可能である。

さらに，計測器分野に対応するために，可変遅延回路をマ

クロセルとして用意した。このマクロセルは，分解能100

psで，最大30nsの範囲まで遅延を生成することが可能で

ある。

10KゲートGaAsゲートアレーのチップ写真
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● 50 GHz帯低雑音可変利得増幅器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV >
50 GHz帯において利得 20dB以上，利得制御範囲 30

dB以上，雑音指数 1.SdB(@43GHz)と，低雑音でかつ

利得制御が可能なミリ波帯モノリシック増幅器を開発した。

低雑音特性と利得制御機能を同時に達成するために，①

低雑音増幅器MMICと可変利得増幅器MMICの2チップ

で構成した。②能動素子には低雑音特性に優れるゲート長

0.15 μmのGaAs系PHEMT(Pseudomorphic HEMT) 

を用いた。③雑音モデリングを開発することにより， ミリ

波で直接測定できなかった雑音パラメータを計算で正確に求

めた。④利得制御を可能とするため，デュアルゲート構造

のPHEMTを新たに開発した。

この低雑音可変利得増輻器の開発により，将来のミリ波帯

通侶機器の高性能・闇機能化が可能となる。

可変利得増幅器MMIC

● VHF/UHF帯業務携帯無線機用送信電力増幅モジュール VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

7.2 V動作で 7W出力が可能な小型 VHF/UHF帯業

務携帯無線機用送信電力増輻モジュールを開発した。

トランジスタ 2段の構成とし， トランジスタに新規開発の

MOS FETを採用することにより，従米品よりも面積で約

50％小型化した（外形サイズ30mmXlO mmX5.5 mm)。

また，効率も VHF帯用で 60%(typ.), UHF帯用で

45 % (typ.)を遮成した。

VHF帯を 2バンドで， UHF帯を 4バンドでカバーする。

・ 量璽

-・-- 、」ヽ →今し・→ t-- -． u. - --- -• 

M68731 H, M68732H 

● 薄膜多結晶Si太陽電池VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

次世代の太陽電池として期待されている高効率で低コスト

な薄膜多結晶 Si太賜電池の開発を，新エネルギー・産業技

術総合開発機構 (NEDO)の委託の下に行っている。これは

当社独自の VEST(Via -hole Etching for the Separa-

tion of Thin-films)プロセスを用いるもので，以下のよ

うな特長を持っている。

(1) 絶緑膜を形成した基板上に作製する薄膜多結晶 Siを，

碁板からエッチング分離して，基板を再利用する。

(2) +,一両電極を裏面に配置（表面無電極化）したため，

高効率化が図られ，かつ，アセンブリが容易である。

(3) 薄膜であるため， Siの材料消費が従来の 1/10と少な

く，かつ，軽量でフレキシブルである。

低雑音増幅器MMIC

電極（一） 電極（＋）

薄膜多結晶Si太陽電池の構造

ヽ
~

ーヽノ

犀寸防止膜
丁クスチャ

薄膜多結晶s,

）
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p.20, 21にカラートピックス掲載

ーヽノ

ーヽノ

1995年は 3月18日に種子島宇宙センターからスペースフライヤユニット (SFU)が，

8月29日に南米のクール宇宙センターからN-STARa号機が打ち上げられた。 SFUに

よって我が国の宇宙環境利用分野の技術が検証でき， N-STARによって日本電信電話

聡(NTT)のサービスが拡張され，我が国のマルチメディア社会における衛星利用の下

地ができた。

宇宙開発委員会の長期開発ビジョンでは，宇宙インフラストラクチャの整備，月惑

星探査計画，全地球観測システムの構築がうた（謳）われ， 1995年から2010年の15年間

で総額 7兆円の規模が予定されている。

当社の宇宙開発は，主に次のような成果を上げてきた。

観測分野では，地球観測プラットフォーム衛星(ADEOS)のシステム試験を日米仏

共同で実施している。また， NASA向け地球観測衛星用探査センサの試験を開始した。

宇宙サービス分野では，ランデプドッキング(RVD)技術の宇宙実証を目的とした技

術試験衛星VII型のRVD実験系及びデータ処理系のエンジニアリングモデルを納入し，

電源・太隔電池パドル系を含め，プロトフライトモデル(PFM)の製造に着手した。宇

宙ステーションの日本モジュール(JEM)への輸送機(HTV)，及び無人で地球へ帰還

するUSERS計画のシステム検討も実施した。

通信衛星分野では，通信放送技術衛星(COMETS)の通信系，電源系，姿勢制御系，

イオンエンジン，環境データ取得装置のPFMを納入した。天文観測用10m級大型展開

アンテナの組立て・調整を完了し，システム試験を開始した。さらに，データ中継衛星

のシステム検討及び重要機器であるアンテナを試作した。

民需関連では，スーパーバード及びN-STAR関連工事，非インテルサット衛星系の

市場から通信機器を中心に受注した。

衛星通信関連では， 1995年 1月に発生した阪神大震災によって寸断された被災地域

の通信を確保するため， 自治体・電力会社・放送局・その他民間企業に納入した当社の

衛星通信設備が大活躍したが，その後も引き続き各自治体及ぴ地方建設局の地域防災

ネットワークや電力会社・ガス会社等の衛星通信システムを構築し，緊急通信網の確保

に貢献している。

一方，民放各社では1989年の民間衛星運用開始以来， 主としてアナログ映像伝送を

目的とした放送素材伝送(SNG)システムが構築されてきたが，衛星の有効利用と運用

性向上のためにディジタル化が進められており，フジテレビでは当社のディジタル画

像圧縮技術が評価され，今年秋の運用開始を目指して導入されることになった。

AMSC/TMI社計画の北米デイジタル移動体衛星通信サービスは1995年末に開始さ

れることになり，当社は，陸上移動用及ぴ船舶用を始め可搬型・固定型の地球局端末の

メニューをそろえ，米国・カナダの市場に投入するため，現在，量産を進めている。

国立天文台ハワイ大型光学赤外線望遠鏡本体の国内工場仮組み及びドームの現地据

付け工事は今春に完了予定であり，いよいよ望遠鏡の現地据付け工事が今年から開始

される。

＇ 

ーヽノ
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7. 1 衛星関連 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

、j． COMETS搭載用Ka帯固体電力増幅器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
通信総合研究所との契約に基づき，通信放送技術衛星

(COMETS)の高度移動体衛星通信ミッション用として，

Ka帯固体電力増幅器フライトモデルの開発を完了した。

この固体電力増幅器は，当社製高出カモノリシックマイク

ロ波IC(MMIC)及び低損失合成回路を採用することによ

り，出力電力 24W r:総合効率 10.4％の性能を実現した。
また，打上↓刊寺の環境に相当する振動・衝撃試験，宇宙空間

での環境に相当する熱真空試験と EMC試験を実施し，機

器の性能評価を完了した。

出力電力 24Wの搭載用固体電力増幅器は， Ka帯として

は憔界ト ップクラスの性能であり，今後TWTAに替わっ

て多くの需要が予想される。

Ka帯固体電力増幅器． GLOBALSTAR搭載用SSPA, LNA VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ヽ
~

ALCATEL社（仏）から受注したGLOBALSTAR搭載

用の中継器のEM(Engineering Model)開発を完了した。

このプロジェクトは次世代の世界的通信網を構築する衛星シ

ステムであり，全部で56機が打ち上げられる。 SSPAは7

GHz 50Wクラスで，移動体通信に対応するため，ひずみ

特性の著しい改善を図った。これは，当社製高出力 FET,

小型化リニアライザなどの採用によって実現されたものであ

る。また，通信量の少ないときにはデイジタル制御回路によ

って消費電力を下げるパワーセービング機能を備えており，

衛星の小型化に貢献している。 SSPA,LNAとも MMIC

を多用し，小型・軽量化かつ量産対応を図った。

今後，フライト品の量産を進めていく計画である。

~ .: •-.. . --
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LNAの外観． 航空機搭載用マイクロ波放射計 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
環境観測技術衛星 (ADEOS-II)搭載用高性能マイクロ波

放射計の物理量抽出アルゴリズム開発検証等に必要なデータ

取得を目的として，航空機搭載用マイクロ波放射計(AMR)

を開発し，宇宙開発事業団に納入した。

AMRは， 6.9GHzから 89GHz帯までの 6周波数帯を

垂直及び水平偏波で観測するテイッケ型のマイクロ波放射計

で，地表等から放射される微弱なマイクロ波を航空機高度で

取得することにより，主に海面温度及び大気の水蒸気量を観

測するものである。温度分解能0.1K以下 (10.65GHz 

帯： 0.2K以下），ビーム効率90％以上，絶対精度 lK以

下を達成している。 、ノ
航空機搭載用マイクロ波放射計 (18/23/36/89GHz帯用）
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● CCSDS勧告適合パケットデータ処理装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

宇宙プロジェクトの国際化に伴い，宇宙機及びi也上のデー

夕伝送の標準化を目的として， CCSDS(Consultative 

Committee for Space Data Systems)は，パケット方

式によるコマンド及びテレメトリを勧告している。

1997年に宇宙開発事業団 (NASDA)が打ち上げる技術

試験衛星VII型チェイサ衛星に搭載される， NASDA初の，

CCSDS勧告に基づくパケットコマンド及びテレメトリ処理

ユニットの開発 (EngineeringModel)を今匝完了した。

これらの機器は， CCSDS勧告に完全に適合しており，ユー

ザの宇宙における活動を柔軟に支援できるものである。

この開発は，宇宙開発事業団契約「技術試験衛星VII型の調 パケットコマンド処理ユニット

達（そのイ）」に墓づき実施した。

) ● 宇宙用デュアルチャネルヒートパイプ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

宇宙用ヒートパイプは，搭載電子機器の高発熱化に伴い，

報輸送能力の向上が求められている。

当社が開発した宇宙用デュアルチャネルヒートパイプは 2

本のヒートパイプを一体化させたもので，

(1) CAEの活用によって限界薄肉化を追及した軽量化設計

(2) 報翰送能力を高める熱流体設計と，その製造技術の改良

により，当社従米品と比べて単位質量当たりの熱輸送能力を

約40％向上させた。さらに 2本のヒートパイプを一体化さ

せた構造により，チャネル間熱コンダクタンスを向上させる

とともに，単体で熱輸送経路に冗長性を付与させた。

高発熱機器を搭載する次世代標準衛星用として，海外衛星

システムメーカ各社から注目されている。 宇宙用デュアルチャネルヒートパイプ

ーヽノ

ーヽノ

● 20mN級イオンエンジン VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

宇宙開発事業団との契約により，静止衛星の南北軌道制御

用として， 20mN級イオンエンジン装罹を世界で初めて開

発した。このイオンエンジン装置は技術試験衛星VI型に搭

載して 1994年8月に打ち上げられ，軌道上試験を実施して，

所定の性能を発揮することを確認した。

イオンエンジンは，従来の化学推進系に比べて約 10倍と

いう高い比推力を持っていることが特長である。このため，

2トン級／寿命 10年の静止衛星の場合で，推進剤質量を

300 kg以上削減することができる。

なお，このイオンエンジン装置は，通信放送技術衛星

(1997年打上げ）にも搭載される予定であり，現在フライト

モデルの製造／試験を実施中である。 イオンエンジンの外観
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● 初の国際協力衛星ADEOSvVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

宇宙開発事業団との契約による低軌道で常時地球を観測す

るプラットフォーム型衛星の開発を完了した。この衛星は，

国産観測センサのみならず，米国航空宇宙局とフランス国立

宇宙開発センターの観測センサを搭載した，我が国初の国際

協力衛星である。複数のセンサに対し，運用面，インタフェ

ース面でバランスのとれたシステム開発を行った。

この衛星の開発の中で，下記の技術とハードウェアを新た

に開発完了し，シリーズ衛星として，次号機にも活用する。

(1) ユニット／モジュール化による独立開発方式の確立

(2) 大型プラットフォーム標準バス構体の開発

(3) 衛星間通信システム技術及び装罹の開発

(4) 大型衛星のシステム試験技術の確立

、ノ

ADEOSの軌迫上での外観図

7.2 宇宙基地・宇宙機関連 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ーヽノ

● ETS-VIIランデブドッキングシステムのエンジニアリングモデル VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

1997年打上げの技術試験衛星VII型 (ETS-VII)で飛行実

験を行う自律型ランデプドッキングシステムのエンジニアリ

ングモデルを開発した。このシステムは世界初の本格的な自

律型ランデブを行うものであり，飛行実験は無人で，かつ地

上からの操作も最小限の状況下で行われる。

この実験では，十数kmの距離から子衛星に向かって接

近を開始し， GPS相対航法，レーザレーダ，画像処理セン

サを駆使して測距 ・誘導した後，最後はドッキング機構で子

衛星を捕獲・結合する。システム構成を図に示す。

この技術は我が国の独自技術であり，今後の宇宙ステーシ

ョンヘの物資補給や，プラットフォームの構築等に向け，各

種の活用力喋月待される。

技術試験衛星VII型(ETS-VII)のランデブドッキング実験

系誘導制御計算機 (GCC)のエンジニアリングモデルの開発

を行い， 宇宙開発事業団に納入した。

GCCは，ランデブドッキング実験での各機器の制御と，

姿勢制御系の一機能としてセンサ／アクチュエータの入出力

信号処理を行う。

GCCは，ランデプドッキング搭載ソフトウェアの演算処

理を行う CPU部，外部機器及びCPU部とのデータ通信を

行う IOC部，電源部で構成している。 CPU部には 32ビッ

トプロセッサを， IOC部には 8ビットプロセッサを用いた。

CPU部は 3系動作冗長， IOC部は待機冗長構成として，

CPU部ー系の故障に対して処理の揺続性を確保した。

この開発は， 宇宙開発事業団契約「技術試験衛星VII型の調

達（そのイ）」に基づき実施した。

誘迎制御計幻機(GCC)
,----, r----,「――――’
l 1 1 9,'  

: CPU! : : CPU2 : : CPU3 : 

L_1ャ—」し＿ ＿」し＿T-」「
―――ご―-I_＿工――::---: 
r- -7  r- -7  1 
I,  I , 

: IOC! : : IOC2: : 
I I I I 

L-T―」し＿T＿J,
卜

， 
----＋-----上-----」

RVD搭載ソフトウェア 注一部槻器は他システムと共用

ランデブドッキングシステムの構成

ーヽノ

● ETS-VIIランデブドッキング実験系誘導制御計算機エンジニアリングモデル VVVVVVVVVVVVVVVV

この開発は，宇宙開発事業団契約「技術試験衛星VII型の調

達（そのイ）」に基づき実施した。

）
 誘導制御計算機エンジ ニアリン グモデル
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● ランデブドッキングシステム開発試験設備 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

宇宙活動の活発化に伴い，軌道上で補給や修理を行うため，

相手宇宙機への接近結合や分離・離脱を行うランデブドッキ

ング (RVD)技術が必要となる。

宇宙開発事業団の委託により，宇宙の無重力環境下で動作

する RVDシステムの確認試験を地上で行うため，ランデ

ブドッキングシステム開発試験設備を開発した。主な特長は

以下のとおりである。

(1) 運動模擬を行う主要部分は， 6自由度のターゲット衛星

模擬面， 2自由度のチェーサ衛星模擬面，及び l軸の移動台

から構成され，この組合せによって 2機の衛星の相対 6自

由度運動を模擬することができる。

(2) RVDに必要なセンサ等の実ハードウェアを実物大の模

擬ドッキング面に配置し，ソフトウェアも含めた RVDシ

乍～←呵ー"_ ・i -＇ 

＼
 

ランデプドッキングシステム開発試験設備

\~ ステム全体の閉ループ試験が実施できる。

7.3 衛星通信地球局・天体観測 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● AMSC/TMI向け移動体衛星通信端末(MSAT用MT)VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

米国の AMSC社とカナダの TMIコミュニケーションズ

社の共同計画による北米でのディジタル移動体衛星通信事業

への参入を目指し，当社は事業開発センターを設立してその

移動体衛星通信端末を開発した。端末機種として①陸上移

動用端末，②可梢妍猿端末，③船舶用端末，④固定形端末の

メニューがあり，音声，データ等のサービスに対応できる。

各端末はアンテナ， トランシーバ及びユーザ端末（ハンドセ

ット等）で構成され，性能として G/T:-10--16 dB/ 

K, EIRP : 16 dBW（最大）を持っている。特にオプション

） として，地上系セルラとのデュアルモード機能，ネットラジ
オ（一斉指令等）機能が付加できることが特長となっている。

r 
移動体衛星通信端末

● Ku帯ポータブル衛星通信送受信装閥"""＂"""＂"＂""＂＂"＂"＂ 1 
日本電信電話（杓の指導により， Ku帯通信衛星対応地球

局として，可搬性に優れたポータブル衛星通信送受信装置を

開発した。この装置は，分割時の質量を 25kg以下に抑え

た直径 1.2mのアンテナ，大電力増幅器，低雑音増幅器，

送受信周波数変換器で構成される。

特長は次のとおりである。①災害発生等の緊急時に約 15

分で組立て完了。②送受信周波数変換器は低位相雑音，高

周波数安定度を実現。③大電力増幅器はアンテナ背面に取

付け可能で，大幅に操作性の向上を実現。④低雑音増輻器

はアンテナ給電部と一体構造とし，小型化を実現。

阪神大震災では， 日本電信電話昧でこの装罹が避難所等

） に設置さ九被災地における通信確保に威力を発揮した。
ポータブル衛星通信装僅
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情報通信を取り巻く環境は，ューザの価値観・ニーズの多様化を

反映して，パーソナル化・マルチメディア化・分散処理化／ライト

サイジング化の流れが定着しつつある。また，昨年 7月には新たに

PHSサービスが開始され，公衆サービスの多様化と選択幅の拡大

など大きな変化に直面している。

このような状況の中，無線通信分野では，列車無線や警察無線な

どの公共業務無線システムから近年の自動車・携帯電話やPHSなど

の移動体通信システムまで，海外を含め、幅広いシステム・機器の

開発を行っている。最近では， NTT移動通信網味の“ムーバDII"

や“デジタル・ムーバDIIHYPER"が小型・軽量な携帯電話として

輻広い支持を得ている。今後は，デイジタル化や移動データ通信な

どの進展に対応した製品開発に注力する予定である。

有線通信分野では，キャリア向けネットワーク機器やシステムを

中心に， ATMサービス網のアクセス系を構成する装置などの開発

を行っている。また， Fiberto the Home（家庭まで光ファイバ

化）対応の開発などを進めている。企業内通信システムとしては，

インタネット対応製品やATM-LAN等のATM関連機器について

対応していく予定である。

コンピュータ関連では，クライアント・サーバシステムの普及が

著しい。この潮流に対応して，パーソナルコンピュータapricotシ

リーズの強化やオフィスサーバのオープン化を図っている。特に ） 
apricotシリーズに関しては，マルチプロセッサ構成のサーバを開

発して高性能・高信頼性を確保し，ノー トパソコンにサウンド機能

や， CD-ROM等を標準搭載することにより，マルチメディア機能

の充実を図った。また，ペンコンピュータ “AMITY"のカラーモ

デルを製品化し， 営業支援業務，接客 ・店頭業務など幅広い業務へ

の展開を目指している。

マルチメディア化への対応として，動画・音声・静止画などをい

つでも自由に入手できるマルチメディアサーバ “MEDIAWAVE", 

情報提供や注文サービスの業務を効率化する音声確認応答装置

"MELAVIS”を開発し，多様なユーザニーズにこたえている。

インタネットの普及により，世界的な規模での情報共有や電子商

取引などが注目されている。これには，セキュリティ機構の導入な

ど情報通信システムに対する新たな仕組みが必要とされており，今

後の製品開発に反映させていく予定である。

、ノ
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8. 1 無線通信システムと機器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● PHS電話機 TL-PH7 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽ／

1995年7月から PHS事業者が開始した公衆通話サービ

スに対応する PHS電話機“TL-PH7” を発売した。

PHS電話機は，安い料金で屋外で使用できるとともに，

家庭内でコードレス電話として使用できるほか， トランシー

バ通話ができる（ただし，ディジタルコードレス電話機親機

への ID登録が必要）。

主な特長は次のとおりである。

(1) スリムなポケットサイズ：幅 44mm,厚さ 21mm（最

薄部 18mm)

(2) 人混みの中でもはっきり：周囲雑音を抑えた差動マイク，

嵩音質レシーバ，特大音採用

(3) たっぷり長時間持ち歩ける：連続通話は 5時間，連続待

（電池パック L装着時） 受けは 130時間

(4) DDIポケットと取り決めた a-PHS規格を採用したた

● 1. 5GHz帯デイジタル携帯電話機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽノ

小型で軽醤なPDC方式の1.5 GHzディジタル携帯電話

機を， NCC系列製品として開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1)従来機よりも約20％小型化し， 1.5GHz帯のフリッ

プ付きの製品としては業界最小である。

(2) 3.6 Vの低電圧動作を可能とし，バッテリのセル数を

減らし， 185gの軽量化 (S電池装着時）を達成した。

(3) 1回の充電で 1週間以上待受け可能で，連続待受け240

時間／連続通話140分 (L電池装着時）である。

(4) 誤操作防止のフリップ採用，フリップを閉じたままで発

着信可能， 3件のワンタッチ発信， 20秒間の音声録再， H

常生活防水，電話番号の縦倍角表示など，多くの便利な機能

●事業所用システムコードレス電話対応新基地局／携帯機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽノ

事業所用システムコードレス電話“MELWAVE” に，屋

外又は屋内の広域エリアで使用可能な広域甚地局と操業用小

型携帯機を新たに開発し，システムを強化した。

開発した基地局／携帯機は，構造面の改善を行い，工事

性・操作性・耐環境性を大輻に向上させた。

主な特長は次のとおりである。

(1) 基地局 (2ch, 4 ch仕様）は，容量比約 30％の超小型

化と質量比60％を達成。より広いサービスエ リアも確保し

た。

(2) 携帯機は，テンキー， LCDに代わるワンタッチダイヤ

ラを装備，約40％の軽量化も逹成。また， JIS防滴II形に

当社として初めて対応した。

(3) 既設MELWAVEシステムヘの増設も容易である。

め， a-PHS規格を採用した親機と組み合わせて使用可能

である。

を搭載している。

三菱PHS電話機

TL-PH7形

TK-31携帯電話無線機

嗜

•• a
 

’”< 

FS-301D2C2新広域基地局 MT-617B操業用小型携帯機
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●デイジタル MCA携帯無線機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

業界初のディジタル MCA携帯無線機“MT-730G” を開

発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 従来のアナログ MCA携帯機と同等の大きさでデイジ

タル MCA車載機並みの機能を実現

(2) 携帯電話のように複信通話ができ，さらに， トランシー

バのようにプレストークスイッチによる単信通話も可能

(3) MCA携帯機で初めて叫内式アンテナを採用し，アンテ

ナ収納時でも通話可能

(4) 最大 96文字までの文字伝送機能，音声録音・再生機能

を標準装備

(5) 電池の使用時間は，送信 1:受信 1:待受け 18比で 8

時間

、ノ

ディジタルMCA

携帯無線機

●新型150/400MHz業務用携帯無線機 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ) 

市場でも極めて小型の， 150/400MHz帯のアナログ業

務用携帯無線機“MT-770” を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 従米機よりも約 50％小型化するとともに約 30％軽量

化し，携帯無線機に求められる機動性を向上

(2) 12時間の連続運用（セービングモード）を実現

(3) JIS規格の防まつ（沫）対応で，より幅広い環境での使

用を実現

(4) 環境に優しいニッケル水素電池の採用

項 目 MT-770 従来機

容 柏 149cm' 300cm' 

質 歴 290g 440g 

使用時間
12時間 8時間

（セービングモード） MT-770業務用

携帯無線機

＼
ー
ノ

●在来線列車接近警報装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

列車通過時に線路沿線作業員の安全を確保するため，列車

見張員の補助手段として，新型の無線方式の列車接近替報装

置を東日本旅客鉄道昧の指導の下に開発を行った。

主な特長は次のとおりである。

(1) 現地取付機器の小型軽量化（質量約 50%）を図った。

(2) 取付作業を簡単にし，短時間で確実な取付けを可能とし

fっ~o 

(3) 近接スイッチによる車輪の金属検出方式により，列車通

過を確実に検出可能とした。

(4) 遠方 (800m以上）からの列車接近を検知可能とした。

(5) 1波の周波数で複数の作業パーティが同時に使用できる。

(6) 機器や回線のトラブルが生じても，安全を確保する手段

を設けた（フェールセーフ機能）。
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在来線列車接近警報装置
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> ●新幹線沿線携帯電話無線装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

東海旅客鉄道（樹との共同開発により，東海道新幹線の沿

線作業者を対象とした携帯電話システムを開発した。

このシステムは，列車無線用に敷設してある淵えい（洩）

同軸ケーブルを利用して無線通信を行うものである。従米，

沿線作業者が外部と連絡を取る場合，数百mおきに設置さ

れた固定式の沿線電話機まで行かなければならなかったが，

このシステムにより，東海道新幹線沿線であればどこからで

も通話できるようになった。

主な特長は次のとおりである。

(1) 携帯電話機から鉄道電話網に直接発信／着信できる。

(2) 自己の割当てチャネルが使用中の場合，他者の空きチャ

ネルで発信できる緊急発呼機能を実現した。

(3) グループごとに一斉音声呼出機能を実現した。 沿線携帯電話機

ーヽ／

‘‘,ノ

● 統合型GPS単独方式AVMシステム MACOM-PGVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

中央処理装置には従米の専用計算機に代えて汎用のDOS

/Vパソコンと Windowsによる各種画面表示を，移動局

の位置検出には従来のGPS自立航法併用方式に代えて機器

構成の簡索なGPS単独方式を採用することで，低価格化を

屈った AVM (Automatic Vehicle Monitoring)システ

ム‘‘MACOM-PG” を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) インテリジェント無線モデムカードを開発し，最大 10

局（従来は最大2局）の基地局が接続可能

(2) パソコン LANの採用で，中央処理装置には，車両位

罹表示用の地図処理装置と顧客の電話番号によって配車

先住所を管理検索できる顧客検索装閤が接続可能

(3) 移動局は，データ専用波を利用する方式にも対応可能

●山梨リニア実験線用列車無線装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ

山梨リニア実験線の列車無線用として， LCX（漏えい

（洩）同軸ケーブル）方式による 400MHz帯大容醤デイジタ

ル多重無線装置を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 地上と車上間で多醤の情報を相互に伝送する必要があり，

データ伝送速度は而速の 296kbpsを採用した。

(2) 移動局での受信は，車両の両側面に加え，側面と床下の

それぞれ前後に配置した計6面のアンテナでダイバシティ受

信することで，符号誤り率1X 10-6以下の回線品質を目指し

た。

(3) ディジタル多重端局装置では，情報伝送に 7回線，音声

信号に4回線を 1フレームの信号に割り当て，音声符号化に

は9kbpsのLD-CELP方式を採用した。
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●移動体通信基地局用マルチセクタアンテナ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

800 MHz帯移動体通信墓地局アンテナとして， 日本移動

通信（梱の指導の下で，水平面内ビーム幅60゚，120゚のマルチ

セクタアンテナを開発し，製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 1本のアンテナで二つのビームを形成することにより，

甚地局におけるアンテナ実装本数と風圧荷重の低減を行った。

(2) アンテナビーム方向の変更を外部から電気的に制御可能

な構成として，基地局サービスゾーンの設定を容易にした。

(3) アンテナ放射部の周波数特性を補償する給電方式を採用

して，基地局サービスゾーンエッジでの送受信間アンテナ利

得偏差を少なくした。
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マルチセクタアンテナ

●空港気象ドップラーレーダ用クライストロン VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

気象レーダの送信装置に用いられる嵩出カクライストロン

"PV-5101” を開発し，製品化した。一般に気象レーダに用

いられているマグネトロンに比べ，クライストロンは位相安

定性や寿命に優れている。関西国際空港では，この PV-

5101を用いた，固内初めての空港気象ドップラーレーダが

運用を開始している。

PV-5101の主な特長は以下のとおりである。

(1) パルス繰返しは最大 2kHzで，せん（尖）頭200kW

の高出力

(2) 周波数は 5,300MHz帯で， 100MHzの広帯域

(3) 含浸型カソードの採用によって長寿命

(4) 強制空冷方式の採用によって水工事不要
、事
ヽ クライストロン PV-5101

8.2 有線通信システムと機器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

、ノ

ヽ
~

ヽ
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ノ

● ATM形デイジタル回線終端装置 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

次世代通信サービスである ATMサービスを実現する構

成機器のうち，加入者宅内に設置するディジタル回線終端装

置 (DSU)を日本電信電話（松 (NTT)の指導の下に開発し

た。

この装置は， 150Mbpsの加入者伝送路を終端し，ユーザ

ネットワークインタフェース (UNI)を提供するもので，イ

ンタフェース終端／生成，監視制御等の主要機能は， BiC

MOSプロセスで新規開発した LSIによって実現している。

UNI速度により， 1.5M/6.3 M/45 M/150 Mbpsごと

に4種類のタイプがある。

小型化を図り， UNI速度 150MbpsのDSUでは，容積

l,100cm3を実現した。

t ••` m• ・ ・ • ~rぶ

＝ 戸s哀ぎ穿宕姿··.•.. .•：:王：·.歪塚·.',.. ‘ー・｀· •一· •一•

O.,, %．9C. 
―こ又二—― ._., 

ヽ〗
l, 

ATM150M形4ディジタル回線終端装置

）
 

108 三菱電機技報 •Vol.70 ・ No. 1 ・ 1996 



ーヽ ● MELMUX MX-7200シリーズ用新音声圧縮カード VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽ／

企業内通信ネットワーク構築のキーコンポーネントである

時分割多重化装置 MX-7200シリーズにおいて，最新の音

声庄縮技術を採用した新音声圧縮カードを製品化した。

新音声圧縮カードの主な特長は次のとおりである。

(1) 高品質の 16k/8 kbps音声圧縮方式を実現した。これ

は国際標準準拠の 16kbps音声圧縮方式と，当社独自の 8

kbps音声圧縮方式の 2方式を 1個の DSP(Digital Sig-

nal Processor)で実現したもので，従米の 1/?,の阿路規

模である。

(2) G3 FAX信号の復調／再変調による高効率伝送は従来

9.6 kbpsが最大であったが， 14.4kbpsまで機能アップし

た。

(3) カー ド当たりの実装チャネル数は従来と比較して

l.7~2倍となり，装置収容可能音声チャネル数が大幅に増

加した。 MELMUX用新音声圧縮カード

● 変調器集積型半導体レーサモジュール VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽノ

光ファイバ公衆通信網の幹線系システム用光源として，

1.55 μm帯の変調器集積型半導体レーザモジュールを開発

し，製品化した。

この製品は，従来の半導体レーザ直接変調方式と比較して

波長変動を 1/5程度に抑制しており，光ファイバ伝送中の

光信号波形の変形が小さく，伝送距離を拡大することができ

た。これにより， 2.5Gbpsの光信号を光増輻器を 2台使用

して単ーモードファイバ380km（分散量6,500 ps / nm) 

に伝送後，最小受信感度の劣化量1.5dB以下を実現した。

また，波長制御に便利なように，ケース温度に対するレー

ザ温度の冷却能力を 50℃ （従米40℃)に改善した。
FU-632SEA 

● ページプリンタ接続ファクシミリュニット FA-9150VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

FA-9150は，キャノン製パソコン用プリンタを FAXの

文書記録装置として利用できる FAX送受信ユニットであ

る。既存のページプリンタを FAX文書記録装置として使

用できるビジネス用高級ファクシミリは業界初である。

主な特長は次のとお りである。

(1) 既存の PCプリンタと組み合わせることにより，低価

格な普通紙記録FAXを実現

(2) オフィスの省資源・省スペースの要求に対応

(3) 高機能画像処理LSIの開発により， FAX文書からプ

リンタ記録出力へ劣化の少ない解像度変換を実現

今後は， LAN環境への接続が可能なファクシミリュニッ

） 卜を開発する予定である。
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． マルチプロトコルルータ MELNET R 2000機能強化 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV
(1) 

1993年に開発製品化したMELNETR2000に，今回新た

に開発したフレームリレー通信機能，バックアップ経路への

自動切換機能等を搭載して，機能を強化した。

主な特長は次のとおりである。

フレームリレー通信機能により，

(2) 

(3) 

(4) 

域網通信を実現

バックアップ経路への自動切換機能により，回線障害時

に，自動的に経路切換えを行い，継続して通信が可能

ISDN回線交換接続時の相手端末を，サプアドレスを使

用して識別することで，経済的なシステム構築が可能

広域網との通信状態に関して，標準MIBの統計情報を

収集・監視することにより，最適なシステム構築が可能

．
 

携帯性／機能拡張性に優れたV.34(28,Bkbps)対応モデムカード

JEIDA国）／PCMCIA（注2）規格に準拠した通信速度28.8

kbps (ITU-T V.34)対応の音声／FAX／データモデムカ

ードを， 日本で初めて開発した。

このモデムカードは， NCU（電話網制御回路）を内蔵さ

せることによって従来機に比べて携帯性が優れており，

に，オプションによって以下の機能が付加できる。

(1) ボイスアダプタにより，音声メッセージの録音再生が可

さら

(2) 

(3) 

（注1)

（注2)

8. 3 

． 

より高速，経済的な広

能

携帯電話用接続ケープルにより，携帯電話を使った

FAX／データ通信が可能

ローカル通信アダプタにより， FAXを直接プリンタ／

JEIDA : Japan Electronic Industry Development 

Association（日本電子工業振興協会）

PCMCIA : Personal Computer Memory Card Interna・

tional Association 

コンピュータシステム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

三菱マルチメディアサーバシステム

(1) 

(2) 

(4) 

(5) 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

スキャナ代わりに使用可能

V.34対応の音声／FAX／データモデムカード

MEDIAWAVEVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

動画，音声，静止画などのマルチメディア情報を複数の端

末から自由自在に検索できるクライアント／サーバ型ビデオ

オンデマンドシステム “MEDIAWAVE"を製品化した。

主な特長は次のとおりである。

三菱 apricotシリーズをプラ ットフォームとする PC

ベースの高性能＆低価格システム

同時に最大40台の端末へ安定した映像を配信

(3) 画像コーデックとして業界標準のMPEGに対応

"Oracle 7（注1）”による本格的なマルチメディアデータ

ベースシステムの構築が可能

マルチメディアアプリケーションの開発を支援する豊富

なユーティリ ティとプログラム支援ライブラ リを提供

Iピテオサーハ 1

,------------------―7 

口`

MELNET R2000 
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 （注1)"Oracle'＇は，米国 OracleCorp．の商標である。
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● ペンコンピュータAMITYSvVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

Windows（注1)を標準搭載した三菱ペンコンピュータ

"AMITY SV’'は， 10.1インチ半透過型液晶ディスプレイ

で最高精細表示（高解像度： 1,024X 768ドット）をサポー

トしており，新技術を駆使した液晶材料の開発により，半透

過／反射両モードによる視認性の向上及び高精細表示での高

コントラスト化を実現した。また， LCD保護ガラス，プラ

スチックフレーム，システムボード及びデイジタイザなどの

当社の軽醤・薄型化技術により，質景 1kg，厚さ 22mmも

実現した。

さらに，大容量リチウムイオンバッテリの採用により，最

大約 8時間の最長バッテリ駆動時間を実現し，携帯性を高

めた。また， CPUには i486（注2iDX 2 (50 MHz)マイクロ

プロセッサを搭載している。

三菱ペンコンピュータ “AMITYSV" 

（注1)"Windows"は，米国MicrosoftCorp．の登録商標である。

（注2)"i486"は，米国IntelCorp．の商標である。

) ● 量販店向けストアデータプロセッサ S3400VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

量販店 POSシステムでは， 30万点の大容量商品管理機

能と，高速性，高信頼性，データ保全性，低廉性が要求され

る。

S 3400は， POSサーバとして最大 32台の POSを制御

し，商品名や価格等の PLU(Price Look Up)マスタ，売

上ログ， POS設定データの保持，店舗コンピュータとの通

信を行う店舗内データ処理装覆である。

特長は次のとおりである。

(1) PLUマスタをハードディスク内に記憶し，最大 32万

商品の管理を可能にした（従米機比約6倍）。

(2) 処理能力は，従来機の約 3倍と，大幅に向上した。

(3) 二重系構成によるダウンレス運転を実現し，信頼性，デ

ータ保全性を向上している。二重系制御機能を本体に収容可

能とし，二重系構成時に従米機比で 40％の小型化を実現し

た。

(4) 店舗システムの C/S（クライアン ト／サーバ）化に対

応し， LAN接続を実現した。

/ ‘/～ 

-4 ＇ 

S3400ストア

データプロセッサ

ーヽノ ● エンジニアリングワークステーションMERJシリーズ，エンジニアリングサーバMESKシリーズ VVVVVV 

クライアント・サーバシステムに最適なワークステーシ

ョン／サーバで，業界最高水準の高性能（浮動小数点演算性

能で最高 269SPEC fp 92)を実現した。

特長は次のとおりである。

(1) 米国 Hewlett-PackardCo.製高性能 RISCプロセ

ッサと標準UNIX（注1)を搭載し，各種標準を幅広く採用。

高性能でオープンな環境を提供する。

(2) SMP（対称型マルチプロセッシング）構成が可能であり，

容易にスケーラブルな演算性能の向上が図れる。

(3) 強力な拡張性を持ち，大規模システムにも十分対応でき

る。

(4) ワークステーションは，業界屈指の高速描画性能を誇る

二次元／三次元グラフィックスレパートリを楯している。

) (5) サーバには二重系システム構築用ミドルウェアなど高信

頼分散システム構築を容易にするソフト／ハードを豊富に用

意している。

“ 
ME RJZOO/R」210

（注1)"UNIX"は， X/OpenCo. Ltdがライセンスしている米
国及び他の国における登録商標である。
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． リアルタイム性に優れた産業用計算機 MELCOM350-MR3000シリーズ
高度化するプラント監視・制御システム向けに，オープン

性を保ちつつリアルタイム処理性能を強化した新産業用計算

機 MR3000シリーズを開発した。

その主要な特長は，次のとおりである。

CPUチップは高速演算性能 (100MIPS)を達成し，ア

ーキテクチャの一貫性を保つ PA-RISC（注1）を搭載

OSは，応答性 0.1ms以内を達成したリアルタイム

UNIX (POSIX準拠）に産業用途に不可欠な信頼性，

高速性，解析性を強化した MI-RTを搭載

ミラーディスク，入出カカード及びデバイスのオンライ

ン交換を可能とし，可用性・保守性を強化

(4) X Window（注2l,TCP/IPなど標準ミドルウェアと

分散ファイルシステムなどの産業用ミドルウェアを豊富

にサポート

(1) 

(2) 

(3) 

（注1)"PA-RISC"は，米国Hewlett-PackardCo．の商標である。

（注2) "X Window"は，米固MassachusettsInstitute of Tech-

nology (MIT)の高標である。． オープン性に優れた産業用計算機 MELCOM350-MU3000シリーズ
広域化する情報制御及び圏度化する運転支援向けに，オー

プン性に優れかつ業界最高性能の新産業用計算機MU3000 

シリーズを開発した。

その主要な特長は次のとおりである。

(1) 業界最麻水準の性能を誇る PA-RISCを搭載した

UNIXサーバに高信頼化ソフトウェア，ハードウェア

(2) 

を装備

OSは，各種国際標準に適合した先進の HP-UX（注l）に

OS状態表示，負荷情報表示，及び各種トレース機能を

付加

(3) 汎用入出力装置のほかに，産業用として必要なプロセス

入出力装置フェールセーフパネル，制御用データウェ

イ，及び複数 CPU間での共用メモリ，

続可能

(4) ． SNA, FDDIなど汎用ネットワーク，
ディスク等が接

ORACLEなど
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その他ミドルウェアを豊富にサポ

二
二
二
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I 
) 
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~' 
I 
I 
I 

三 ｝

MELCOM350-

MU3000シリーズ

（注1)"HP-UX"は，米国Hewlett-PackardCo．の商標である。

企業内基幹電子メールシステム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

全社を横断する基幹電子メールシステムを構築し，国際電

信電話（杓 (KDD)に納入した。今後，展開が計画されてい

るメール利用型業務システム（スケジュール管理，

ロー等のグループウェア）のプラットフォームとなる。

1,000ユーザで運用を開始しており，最終的には，海外を

含めて 6,000ユーザとなる予定で，社員のアドレスは異動

があっても不変であり，ディレクトリ（アドレス帳）への職

制や電話番号の登録によって社内電話帳の廃止も可能である。

メッセージングミドルウェアとして，パソコンメールでは

なく，堅牢で大規模展開に定評のある OpenMail（注1）を採用

した。

ワークフ

クライアントr-_＿＿＿＿7 
9 9 

「―•-----:-------1 i a ~屋
I I 

’’ 
;----' 

J― 

運用席

（注1)"OpenMail"は，米国Hewlett-Packard Co．の商標であ

る。
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● 業務システム構築環境ASSISTASの鉄道保線分野への適用 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

三菱業務システム構築環境“ASSISTAS” をエンジニア

リングワークステーション ME/R7150-75上に適用し，

鉄道保線設備管理システムを構築した。

(1) 設備を管理する図面の入力用 CADを構築した。特に，

横に数百kmにわたる長い図面上に，簡単に設備を入力で

きる簡易 CADを構築した。

(2) 図面上の設備シンボルからデータベース上の設備情報を

表示し，更新する環境を構築した。図面を見ながら設備管理

に必要な情報の検索や更新を可能とした。

(3) データベース上の設備情報及び柑噴？情報から各種設備の

状況を視覚的に分かりやすく表示する環境を構築し，設備の

状況を一瞬に判断できるようにした。

構内図表示例

8.4 ソフトウェア VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽ／

● クライアント・サーバシステム構築・運用支援ミドルウェア Do|phineVVVVVVVVVVVVVVV 

従来，ホストコンピュータ集中オンライン型で行ってき

た基幹系業務システムを，ホストコンピュータとクライアン

ト／サーバコンピュータを連携させた形態で再構築するため

のミドルウェアとして Dolphine(Distributed On -Line 

Process Hierarchical Structure for Improved Net-

work Environment)を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) アプリケーションプログラム開発支援からシステム運用

管理支援までの幅広い機能を統合的に提供した。

(2) リモートデータベースアクセス言語TBL(Tiny Basic 

Language)を提供し，プログラム開発の生産性向上を実現

した。

) (3) 既存のホスト集中型業務システムと共存稼働させながら

の段階的な再構築を可能にした。

[!贔成娑lf] ［役 割］

( ·r• スト 7ー ハ ） 

竺門犀門
EX900ノ＇）ース

（ 分炉—, 、 ） 

apncot FTサ ー9ヽ

,,c-, 
込元1i

（ クライアント ） 

贔 り•誓均, I ・訂ぶ孤 I ・i;;t翌”
amC09ワークステー／ ヨ／ 処l9¥&9〉 l

Dolphineを利用して構築した分散システムの階層構成

● Tンシーアリングワークステーシ日ン(MERISC)用分散システム構築ミドルウェア製品 VVVVVVVVVVV

クライアント／サーバ型の下記の分散システム構築を支援

する高信頼化機能や管理機能など，多様なミドルウェアを提

供する。

(1) Mintegla/SMS（運転管理システム）

サーバとクライアントの運転を集中制御し，分散システム

全体の業務の実行管理を一元化，また，省力化を実現できる。

(2) Dua!Minteglasシリーズ（高信頼運転管理システム）

分散システムにおけるサーバや LANを業務プログラム

に影響を与えず二重化し，容易にシステムの高信頼化を実現

できる。

(3) MELSAMITSシリーズ（分散システム管理）

ソフトウェアの構成管理や自動配信，バックアップを実現

） できる。

(4) TUXEDQUU)（分散トランザクション制御システム）

異DBMSにまたがる大規模TPシステム構築支援環境

を提供する。

＊．二重系

構成時
はME/S
を使用

クライアント
ME/R 
XEN-LSII 
XEN-PC 

ME RISC系高信頼分散システム

（注1)"TUXEDO"は，米国Novell,Inc．の登録面標である。
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● ワークフロー管理システム構築支援ツール CoworkervvvVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

文書の確実な自動配送と状況監視を可能にするワークフロ

ー管理システムの構築支援ツール℃oWorker” を強化改良

した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 条件分岐を含む業務ルートをグラフィカルに定義可能

(2) NetWare（注I)とWindowsNT（注2）の2大環境の上で，

共通のワークフロー業務を構築できる国内唯一の製品

(3) 組織間をまたがる文書の配送に， MicrosoftMAILほ2)

及びcc:Mail（注3）を利用可能

(4) ユーザに提供する CWAPI（アプリケーションプログラ

ミングインタフェース）を 40種以上に増加

（注1)"NetWare"は，米国Novell.Inc．の登録商標である。

（注2)"Windows NT""Microsoft MAIL’'は，米国Microsoft
Corp．の登録商標又は商標である。

Windows 95のアプリケーションハングや印字不良等の

問題解決の補助をするツール“Winclinic"を開発した。ッ

ールからの質間に答えることで問題解決の助言が得られる問

診機能，システムの状態を記録／解析をする検査機能を持っ

ている。

特長は以下のとおりである。

(1) 最新鋭32ビット OSWindows 95に対応

(2) 診療所を模したキャラクタ採用の親しみやすいユーザイ

ンタフェース

(3) アプリケーションエラ一時のシステム状態（プロセス情

報など）をファイルに記録，解析可能

(4) アプリケーション実行時のメモリ状態をファイルに記録，

(3) スケジュール定義設定，状況監視は Windows上での

実施可能

R且cl⑧l三I区l
司ワークフロー翌計

旦7←且一←i含→一含:←且戸←三
¥t 
且

＋1 

＊
 

ワークフローダイアグラム

（注3)"cc: Mail’'は，米国LotusDevelopment Corp.の商標
である。

● Windows95トラブルシュータ WinclinicVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

解析可能

I 4-紐泊1_叶卜l
こんにちは。今日はどう
いたしましたか．ーから
症状をお聞きいたします
ので問診を選択して下さ
い。また、検杉のみの方
は検移を、再診の方は再
珍を選択して下さい。

匿国国

"Winclinic”ユーザインタフェース

● クライアント／サーバソリューションパッケージ EDIFOASVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

クライア‘ト サ ‘` ーハンスアムで企業間取引の効率化，

正確性のために欠かせない EDI(Electronic Data Inter-

change)を実現させるパッケージ “EDIFOAS"を開発し，

製品化した。

EDIFOASは，他社に先駆けて，全銀協手順によるデー

タ交換とマルチベンダ環境で用いられる TCP/IPファイ

ル転送機能の連携を融合したもので，主な特長は次のとおり

である。

(1) 送受信ファイルの監視， 自動スケジューリング

(2) ファイル転送に付帯する前処理／後処理を自動的に起動

し，容易な利用者業務との連携の実現

年 9fRL北 ìbim" ~,·o-＇匹泣J- ！Jm--—--＾
西 lol 砥10111 l細 stafI叫

19％代3れOOO-13 吟 lcpl 33I P”?ord ~19必 forl匹
19%/03/10 OO:13 Xhlcol 硲 10lll P檄 start叫
19%/03no oo:13 幼 lcpl 1滋＆rIòs l“‘a in. 
函 /03nooo:23幼'"'硲16511 fite-.m tra吋 er#art叫(
19おの3/'IOOS,23 •1 ,lwl) 
19％咽バ003：匁 叫 l叩硲1如 Itr叩 lerf,le r:（Itmtmlとll
199'/0312fJ08:.+) l:（It~/lcpte'1) 
1⑮5氾3/201JS:m mhtcpt FGIOHI 函 ctarlai
99笠沿3nooo：ねェktcpt 2OO T'マゎtto l・ 
l⑲510Jno oo13ェhtcpt Fお101IISrm stm1ei 
19笠/03nooo13 なhl⇔l 200叩,_,_氾江='"'
19朽＂3/2lloo：93 なhlcpl 1団砂；心 Bl1邸虹巾faclic
19％ん311000:93 ↓lor /1べ/lololl.
13おA3mOO:13年中9 1% Tr咋 ferolelc. 
19おの3nooo:23 幼 1中l 5が95切l⇔なnlino・11口c叫 (4,3e0
19ぉn3れ0⑱:?3 '1 mtゎん）
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）
 "EDIFOAS"スケジュール監視ログ画面表示例
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、／
． RX7000シリーズによるインタネット接続 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
(1) 

ソリューションサーバRX7000において，全世界との情

報交換を可能にするインタネットに接続する機能を開発した。

この機能により，インタネットを利用した新しいビジネスシ

ステム基盤を提供する。特長は次のとおりである。

ドメインネームサーバ機能，電子メールサーバ機能，

WWWサーバ機能を提供する。これにより，全世界と電子

メールの交換やWWWによるマルチメディア情報の発信／

アクセスが実現する。

(2) 専用線接続，ネッ トワーク型ダイヤルアップIP接続を

サポートし，ューザに適した通信回線が選択できる。

ファイアウォールとして，パケットフィルタリング機能(3) 

を持ち，外部からの不正侵入を防止できる。

ピジネスサーバ
・オープン

サーパ、

ドメイン 電子メールサーパ

ネーム |―--―了―----
サーバ SMTPi UUCP 

＇ 9 9 

WWW 
サーパ

TCP/IP 

：パケット

L 
lフィルタ リング機能

PPP 

三霊子メールクライアント
三WWWプラウザ

RX7000のインタネット接続機能

．
 

Windows NTにおけるホスト接続機能 SNAServervvVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

＼
ノ

）
 

• M ホスト計算機と接続するための SNA通信サーバソ

フトウェアとして， WindowsNT上で動作する “SNA

Server”及び三菱電機製通信ボード用の制御ソフトウェア

“三菱WANサポートプログラム’'を開発し，製品化した。

次の主な機能がある。

(1) 最大2,000台のクライアント端末を収容可能

3270及び5250エミュレータ接続機能を始め，

イプ0接続機能をサポート

EHARRAPI (ll'l)等の豊富なアプリケーションプログラ

ミングインタフェースを用意

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

． 

LUタ

サーバとクライアント間の接続プロトコルとして Mi-

crosoft Network接続，

m 
ホストシステム

等p
 
D
 

烹

MIN

話

，
電

P
衆

DX

公

D＼
 

m
 

リモートSNAServerシステム
又はリ干ー トAPPCシステム

AS/400等

ロこ
PC／しAN

NOVELL（注2lIPX/SPX接

続をサポート

ホストヘの接続には，専用線，パケット交換網，

接続をサポート

設備管理システム構築フレームワーク

昌己
三
クライアントマシン

"SNA Server”のネットワーク形態

LAN （注1)"EHARRAPI"は，定型業務を自動化するための3270用
APIである。

（注2)"NOVELL"は，米国Novell,Inc．の登録商標である。

ASSlSTAS-FMVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

当社が独自に開発したパッケージフレーム技術を使用し，

Windows上で短期間に拡張性良く設f荷管理システムを構築

するフレームワークソフトウェア “ASSISTAS-FM” を開

(1) 

）
 

発した。

主な特長は以下のとおりである。

図面管理や台帳管理を，市販の CADやデータベースソ

フトウェアを部品としてシステムに組み込んで利用できる。

(2) 動画，イメージ，音声などのマルチメディアデータの関

連付けを容易に行える。

(3) 目的システムヘの応用は，対象データベースの構築と

"ASSIST AS-FM”基本部との接続によって可能である。

(4) システムを構成するソフトウェア部品が容易に変更でき，

拡張性に富んでいる。

一
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―
~
 

し
｀
ー
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}
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事

曇

―

’ ＇ 
"ASSIST AS-FM”の画面イメージ
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ーヽ

p.24, 25にカラートピックス掲載

映像情報関連機器・
システム

ーヽ／

＇ 

オフィス・家庭を問わず，至る所にCV(Computer, Visual)がC

(Communication)を介して広く行きわたろうとしている。放送・イ

ンタネットなどのメディアにより，通信を始め，インタラクティブ

な映像情報が低コストで国境を越えて自由に行き来することができ，

世の中の産業構造自体の変革も起こしかねない勢いである。

Visua]の分野では，ディジタル映像の先駆けとしてのデイジタ

ル衛星放送が世界各地でスタートしており， 日本でも1996年春には

開始される。デイジタル衛星放送の特長は， MPEG(Moving Pie-

ture Expert Group)などの画像圧縮により，従来のアナログ放送

に比べて 4~ 8倍の放送チャネルが提供できることにある。また，

ディジタル化によって高画質はもちろん， Payper Viewやデータ

放送など様々なサービスが期待できる。

マルチメディアのキー技術の一つである画像圧縮技術は，

MPEG2の規格が決まり，実用化段階に入っている。さらには，

より低レートのMPEG4の標準化が進められている。 MPEG2に

は，大規模ASIC(Application Specific Integrated Circuit)が不

可欠であるが， 64MビットDRAMに代表される半導体の微細化技

術により，容易にLSI化が実現されるようになってきている。通信

回線や高速LAN網を用いて， Personto Personの会議やテレビ電

話が実現する日も近い。

一方，ディスプレイにも大きな変化が起こりつつある。テレビゃ ） 
コンピュータにはCRTが広く用いられてきたが，携帯コンピュー

タ用にはLCD(Liquid Crystal Device)すなわち液晶ディスプレイ

が急激に立ち上がり，また，薄型テレビとして40インチクラスの

PDP (Plasma Display Panel)が注目を浴びている。これらは，い

ずれも小型・軽量・薄型・低消費電力のディスプレイであり，数イ

ンチの携帯用から数百インチの業務用ディスプレイまで，今後，低

コスト化・高性能化を図りながら大きく飛躍していくものと予想さ

れる。

家庭におけるAV(Audio, Visual)機器が独立で存在してきた

時代から， CCが融合して，デイジタル映像•音声信号がコンピュー

タや通信技術によって自由に取り扱え，オフィスと直に結ばれる日

もそこまできている。当社は映像情報機器・システム技術を，マル

チメディア時代に向けて，インテリジェント化・システム化を重点

課題として鋭意開発に取り組んできた。以下に，その成果の一端を

紹介したい。 ） 
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9. 1 映像•音響機器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

● ワイドクリアビジョンテレビ CZ7シリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ワイドクリアビジョンテレビ“CZ7シリーズ”は， 1995

年 7月から開始されたワイドクリアビジョン放送に対応し

たテレビであり，主な特長は次のとおりである。

(1) 36, 32, 28インチの 3サイズをラインアップ

(2) 独自の新三次元Y/C分離回路でちらつきやノイズを

大幅にカット

(3) 新開発のディジタル AI機能で画面の隅々まで鮮明な画

像を再現

(4) 水平高画質化回路によってワイドクリアビジョン放送受

信時には水平解像度を 1.4倍にアップ

(5) 新 M-Nコンバータ内蔵

ーヽノ
ワイドクリアピジョンテレピ 28W-CZ7

● BS内蔵S-VHSVTR HV-V900LVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

新方式の三次元Y/C分離を開発し，それを搭載した BS

内蔵S-VHSVTR "HV-V 900 L"を開発し，製品化を行

新開発の三次元Y/C分離は，東京工業大学と共同研究

によって開発を行ったもので，従来の動き適応方式では不可

能であった動画部分の時間軸方向の処理を独自の適応型アル

ゴリズムと時間垂直水平フィルタを開発して可能とし，動画

部分のクロスカラーを従来比で90％以上抑圧した。

また，この製品は1995年夏から放送開始されたEDTV-

II方式のHH（水平高域補強）信号のデコーダを内蔵してお

り，従来放送に比較して 1.4倍の高解像度の映像を楽しむ

） ことができる。

HV-V900L 

● 最長40時間記録対応のコンティニアスタイムラプスビデオ HV-5440VVVVVVVVVVVVVVVV

タイムラプスビデオは， 1本のテープに長時間の映像を記

録するため，映像信号のコマ落とし記録を行っている。従来

のタイムラプスビデオで24時間記録する場合， 1秒間に 5

コマしか記録できず，大事な瞬間力哨已録されないおそれがあ

った。

新製品のHV-5440は，新開発コンティニアスタイムラ

プス方式を採用して，業界初の40時間記録を可能にし， 24

時間記録では 1秒間に20コマの映像記録を実現した。これ

により，撮影対象物の索早い動きも記録でき，再生時にも滑

らかな動きの映像として再現することができる。また，音質

も大輻に改善された。そのほか， 2/8/ 24/ 40時間の4

） モード記録再生，テープ残最智告，タイムデートジェネレー
タ， 8プログラムタイマ等の機能を備えている。
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コンティニアスタイムラプスピデオ HV-5440
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● 放送局用小型モニタスピーカ 2S-1601形 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

‘
 

放送局向け業務用モニタスピーカシステム 2S-3003形に

継ぐ小型高性能モニタスピーカとして，市販機DS-A3形

をベースに細部にわたって見直し，モニタスピーカに要求さ

れるアナウンスの解像度，低音のトランジェント等の向上を

図った。主な特長は次のとおりである。

(1) 広帯域再生，低ひずみ，高信頼性を実現

(2) 優れたベーストランジェントと自然な中低域再生を可能

にしたアルニコマグネット磁気回路と，樹脂バインダレ

ス軽量化アラミッド振動板を採用した 16cmコーンウ

ーファ

(3) 高解像度な再生音のため，アラミッド FRP, B4Cセン

タドームを採用した 4cmコーントゥイータ

(4) 音響特性に優れたリアルウッド採用のキャビネット

小型モニタスピーカ 2S-1601

ーヽノ
● ティジタルカラープリンタ CP-GZ1VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

パソコンの急激な普及とともに周辺機器の需要が高まって

きた。これにこたえるため，パソコンユーザ，ディジタルカ

メラユーザをターゲットに，低価格の A6サイズ高画質昇

華型熱転写デイジタルカラープリンタを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) Windows, Macintosh対応ディジタルインタフェー

スプリンタドライバ搭載

(2) 高画質プリント (149dpi, 720X 480画索）

(3) コンパクトなデザイン ((W)200 mmX (H) 116 

mmX (D) 280 mm) 

，＂匹玉
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ディジタルカラープリンタ CP-GZ1
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● 昇華形フルカラープリンタ S6600/S3600-40（ポストスクリプトソフトウェア搭載） VVVVVVVVV 

フルカラー化が進む印刷デザイン分野の要求にこたえるこ

とができる，ポストスクリプトを搭載した昇華形フルカラー

プリンタを製品化した。このプリンタは，以下の特長を持っ

ている。

(1) 32ビット RISCプロセッサにアドビ社のポストスクリ

プトレベル 2ソフトウェアを搭載し，かつ低価格を実現し

た。

(2) Loca!Talk,セントロニクス， RS-232Cの各種イン

タフェースを標準装備。また，オプションでネットワークへ

接続できる EtherTalkに対応可能である。

(3) 260 Mバイトハードディスクを内蔵し，和文 2書体， 5

書体及び7書体のモデルを用意。追加フォン トのダウンロ

ードも可能である。

(4) アップル社の ColorSyncに対応。また， RGB各色ご

とに好みの色に調整できるファインアジャスト機能を搭載し

た。

外観
ヽ
~
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> ● 展張マスク21インチCRT搭載ディスプレイモニタ RD21GVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ーヽノ

展張マスク（アパーチャグリル）方式21インチCRTを

搭載した新製品“RD21G” を開発した。

高機能で高度な表示性能をコンパクトに実現するため，デ

ィスプレイ専用の ASICを開発し，制御系の高集積化を図

った。主な特長は次のとおりである。①水平周波数を 95

kHzまで対応できるワイドオートトラッキングとし，フリ

ッカフリーを実現した。②OSD(On Screen Display)に

より，各種の機能を画面に表示するア

イコンによって直感的に操作できるよ

うにした。③Plug& Playを実現す

るため，米国 VESAが制定したパソ

コンとモニタの通信規格DDC7/2

Bに対応する。

ますます品解像度の要求が強まるコ

ンピュータグラフィック， CAD用モ

ニタとして最適である。

RD21G仕様概要

サイズ 21" (50cm) 

マスク アパーチャグリル

C グリルビ9チ 0.30mm 
R 
表面処理 低反射帯電防止コートT 
透過率 39% 

電子銃 NX-DBFタイプ

水平周波数 30-95kHz 

垂直周波数 50-152Hz 

供給電源 100-120/200-240V 

消費電力 160W 

寸法(WXHXD) 500 X 490 x 488 (mm) 
斤只斤J旱S. 35kg 

信号入力 BNC/DSUB自動切換

パワーマネジメント VESA DPMS準拠

プラグ＆プレイ DDC1/DDC2B (EDID) 

調整方法 OSD 

オートキャリプレーション

その他機能
モアレキャンセル

シリアルインタフェース

コントロール

RD21G外観

● 32”ワイドスクリーン(16: 9)カラーCRT用電子銃 V-NXVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

超大型ワイドスクリ ーンカラーCRTの薙度及び解像度の

向上をねらった電子銃を開発し， 32” ワイドスクリーンカラ

-CRTへ搭載して製品化を行った。

その技術の注力点は次のとおりである。

(1) 三次元シミュレーションで電子ビーム通過孔の形状を設

計し，主電子レンズの球面収差を従米に比べて 50％改善し

た。

(2) 主電子レンズを構成する電極端部をテーパ形状にして，

コマ収差，非点収差，コンバージェンス（三色集中）の最適

） 化を行った。
(3) 主レンズにマッチングしたプリ電子レンズの最適化を行

った。

この技術により，解像度か従来よりも 20％向上した。

さらに，この技術はワイドスクリーン 28",36"カラー

CRT及びディスプレイモニタ用カラーCRTに応用できる。

V-NX電子銃

9.2 映像情報システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

● ハイビジョン静止画ディスクシステム HDF-2000 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

小型化・低価格化を実現し，ネットワークに接続してマル

チメディアヘの応用展開も可能としたハイビジョン静止画デ

ィスクシステム“HDF-2000” を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) コンパクト・低消費電カ・低価格（従来比 1/4以下）

(2) 従来コントロール用に別途必要であったパソコン部を内

蔵することにより，設潰性及び保守性を向上

(3) PC-AT互換アーキテクチャを採用し， DOS/V用の

） 周辺機器が使用可能で， MS-Windows上で動作させ
ることによって様々なニーズヘの対応が可能

(4) 静止画データベース検索システムや，高精細画像による

プレゼンテーションシステムとしての利用も可能

HDF-2000 
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● 超高精細画像多地点通信システム VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ＼／ 
2, 048 X 2, 048画索の超高精細画像を最大 256枚蓄積し，

毎秒 60フレームで約 4秒間の動画表示と静止画のランダム

アクセス表示が可能な超高精細画像装置，及びこの装置を核

とした超高精細画像多地点通信システムを開発した。

特長は次のとおりである。①フィルム品質のフルカラー

表示。②FDDI及びATMを介して遠隔地点間での超高精

細画像多地点会議やデータベースアクセスを実現。③画像

の入出力から蓄積・表示・伝送，点らには画｛象処坪までを統

合したシステム構成。

このシステムは，郵政省主導の高度映像通信プロジェクト

の一環として“けいはんな地区”に設立された奈良 l)サーチ

センターに導入され，遠隔医療•印刷等への適用が図られる。

多様化する映像に対応した高精細オートスキャンビデオプ

ロジェクタ “LVP-1280” を開発した。主な特長を示す。

(1) 水平走査周波数 15-100kHz,垂直走査周波数40~

150 Hzを自動追従。パソコン，ワークステーション，

NTSC,ハイビジョン信号などあらゆる映像に対応可能で

ある。

(2) 7型電磁フォーカス含浸カソード CRTにより，光出力

900ピーク Im,解像度 1,600 X 1, 200ドットを実現した。

(3) 新フレキシブルオプテイカルカップリング機構の開発

により，高コントラストを維持しながら 70-300形までの

輻広いスクリーンサイズに対応できる。

(4) 新開発ゲートアレーによるフルデイジタルコンバージェ

ティ ジタルカメラ

グラフィックws

画像データペース

遠隔地点

システム構成

● マルチメディア対応オートスキャンビデオプロジェクタ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ) 

ンス回路を搭載し，調整時間を従米比 1/4に短縮した。

LVP-1280 

ーヽノ
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住環境事業分野の現状と展望

住環境事業分野の業界では，買替え需要と猛暑効果の後押しでほ

ほ前年並みの水準で推移しているが，生活の質的向上への欲求はま

すます増大しており，今後も本質機能の向上とコストパフォーマン

スの更なる追求や， PL法，フロン規制，電源高調波規制，省エネ

ルギー，廃棄物削減など，地球規模の環境保護と消費者重視の社会

的要請に対する対応が求められている。

当社としてはこれらの市場ニーズや社会的要請にこたえるために，

生活者の視点で“空気”“光”“水”という生活に密着した三つの要素を

柱にした高度なアメニティを創造し，これに人や住宅，店舗・ビル

が融合した快適な生活を提案していく。さらに，このアメニティを

従来の単品製品による快適性の追求からシステム的指向によって更

に高度な快適性の追求に発展させて，多くの快適要素を総合した複

合環境を創造していく。

本年も新たな技術開発と製品への反映によって，快適で，利便性

があり，健康な住環境を創造・提供するための機器・システムを開

発して“使って満足していただける物作り”を目指すとともに，商

品のライフサイクルエネルギーを視点に入れた環境負荷低減を積極

的に推進しつつ，省エネルギー・資源リサイクル型社会を実現して

し、<。

＇ 
）
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● 軽量＆コンパクト掃除機“クるリーナデミ・パワフル” VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

使いやすさと環境負荷軽減を目指した，軽量＆コンパクト

ボディで， しかもハイパワーの掃除機TC-Eシリーズ“ク

るリーナデミ・パワフル＂を発売した。

プラスチック材料薄肉化，及び低重心で引き回しが楽なコ

ンパクトデザインにより，このクラストップの本体3.4kg 

に軽量化，当社比で約 13％減量することができた。

吸込仕事率は，新開発モータでクラストップのハイパワー

440Wを実現“じゅうたん”“たたみ”“フローリング’'対応

の“小さなかる走ヘッド’'は，自走式のローラで床に吸い付

かず， じゅうたんの奥のゴミもしっかりかき出す。．持ち上げ

るとパワープラシの回転が止まる安全装置付きである。

包装容積も 9％削減し， 8段積みを 10段積みにして物流

の効率化を図った。

● 米の持ち味を生かす“うまみ炊き”IHジャー炊飯器 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

おいしく炊けるジャー炊飯器への関じが高まり， IH方式

（電磁加熱）や，内がま（釜）の材質・形状等を種々工夫した

製品力可i場に出されている。当社では，米の持ち味であるう

まみが65°Cに加熱したときに最もよく引き出されることに

着目し，この温度にじっくり保つ炊飯メニュー“うまみ炊

き”コースを，主要なジャー炊飯器系列の全機種に搭載した。

このメニューを選ぶと炊飯時間は約 15分長くなるが，米

カ哨っている酵素が活性化されて自然な甘みが増加，ブドウ

糖含有量が約 2倍（当社比）となる。

遠赤チタンコーティングをした“球面かまど釜’'は炊飯中

の対流がスムーズでふっくら炊き上げるとともに，底が丸い

ので水位が上がり，茶わん（碗）一杯分の少量から炊けるの

は業界初。

TC-E8形クリーナ

NJ-H10NS形IHジャー炊飯器
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● マイコンタイプ“トースト自動焼”オーブントースタ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

＇ 

オーブントースタの基本であるトーストを，マイコン制御

により，ワンキー操作だけでいつも同じ焼き加減に焼き上げ

る“トースト自動焼”オーブントースタを発売した。

焼色調節ツマミで好みの色にセットしておけば，毎回スタ

ートキーを押すだけで， トーストを好みの焼色に焼き上げ，

余熱の残っている 2回目以降も，庫内の温度を検知して同

じ焼色に焼き上げる。

タッチ式タイマでマニュアル調理用の時間設定をすること

ができ（約 1~9分），パイロットランプが残り時間を表示

する。

温度センサの働きにより，食品の中まで火を通す温度制御

機能がついているので，冷凍食品でも上手に焼き上がる。

• 竺
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BO-M40形オーブントースタ
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蛇口直結タイプミネラル水生成器 KJ-8D1

近年，環境や健康指向の高まりから，家庭で水道に取り付

ける浄水器や，手軽に購入できるミネラルウォータの需要が

伸びている。当社では既に卓上タイプのミネラル水生成器を

発売して好評を得ていたが，新たに蛇日直結式で，手軽にた

っぷりとミネラル水を作れる “KJ-BDl"を発売した。

塩素やトリハロメタンを除去できる大容量ミネラルカート

リッジは， 3,000Qまで (1日4Qで約 2年間）使える長痔

命なので経済的。また，雑菌等のより細かい汚れも除去する

中空糸膜カートリッジを通って給水される。

蛇日への接続は，付属の切換弁とホースで行い，

切り換えると，“ミネラル水”“水道水”“シャワー（水道

水）”の 3種類を簡単に使い分けることができる。

レバーを

ーヽノ

．
 

24時間風呂“一番風呂"VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

(2) 

(3) 

ヽ
~

お風呂周りの快適指向に，本格浄化・殺菌循環保温を実現

にした 24時間風呂“一番風呂”を製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 業界初の特殊活性炭によるダプル浄化方式（物理ろ過＋

生物ろ化）と殺苗にはオゾン殺菌方式を採用。使い始めたそ

の日から浄化性能を発揮する。

業界初の7栢流かくはん逆洗浄方式を採用し，浄化材の手

洗いを不要にした。

入浴時間帯をお好みの時間に応じて 3時間単位で設定

し，人浴時間帯以外を 35'Cで保温することによって電気代

を8~20％節約可能にした。

(4) お湯の吹出しは“滝湯”“泡風呂”“標準”の 3パターン

の選択を可能とし，快適性を向上した。

8種類の安全装置を搭載した安心システムとした。(5) 

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 
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ミネ ラル水生成器
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浴用水循環浄化方式 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

ーヽノ

24時間風呂と呼ばれる浴用水を循環浄化する商品では，

従来，浄化材としてセラミックボールや天然石を用いて， 自

然発生する徴生物による浄化作用を利用していた。これに対

して，従来の問題点を解決するために，浄化材として生物活

性炭を用い，定期的に自動逆流洗浄をする当社独自の浄化方

式を開発した。その特長は次のとおりである。

(1) 活性炭の強い物理吸着力により，使用開始初期から浄化

効果が得られる。また，従来の浄化材よりも高度な多孔質構

造を採用し，微生物の生育環境が良く，優れた浄化効果力噌辱

られる。

(2) 逆流洗浄時に活性炭を7栢荒かくはんする根購としたため

浄化材の洗浄効果が高く，微生物の余分な代謝物による浴槽

水の白濁やぬめりを防止して常に清浄な浴用水が得られる。
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，谷槽から

粒状活1生炭
浴水の流れ

排水

ろ過動作 水流か くはん洗浄動作

浴用水循環浄化槽の構成
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● 省エネルギールームエアコン“霧ケ峰”GXシリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

ルームエアコンの基本性能である省エネルギー，快適性，

低振動を向上させたGXシリーズを発売した。

このルームエアコンの特長は次のとおりである。

(1) 室内機に大型逆 V字状配置熱交換器を採用し，室外機

には新型高効率DCプラシレスモータ圧縮機と新開発スト

レイクファンを搭載することにより，スタンダード機~では

業界 トップクラスの省エネルギーを達成した（当社前年度同

等機種MSZ-G255との比較で，年間電気代30％の低減）。

(2) 当社独自の急降下ウイングと，大口径ラインフローファ

ンを採用し，暖房時の温度分布を改善した。

(3) 圧縮機振動を吸収する新開発フレキシブルパイプを採用

し，室外機の振動を約1/3に低減した。

屋外機

霧ヶ峰 MSZ-GX256

● 密閉形圧縮機用高効率DCブラシレスモータ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV ) 

ルームエアコン‘‘霧ヶ峰"FXシリーズ， GXシリーズの

省エネルギーを進めるため，高効率DCブラシレスモータ

を開発し，製品化した。

このモータの主な特長は次のとおりである。

(1) 回転子に 8個の永久磁石を V字状に配置し，磁束の流

れを最適化した。

(2) 回転子は磁石埋込み型としたので，従来のステンレス外

殻で生じる渦電流による損失をなくした。

(3) 圧縮機モータの新駆動方式を採用した。

以上により，従来のDCプラシレスモータに対して約10

％の効率改善を達成した。このモータは，シングルロータリ

圧縮機KHB, ツインロータリ）王縮機SHBに搭載される。 高効率DCプラシレスモータ

にした。

この製品の主な特長は次のとおりである。

(1) 本体の小型化（現行機種VL-802型に比べて容積1/2)

(2) 給排気パイプの小径化（従来外径 96mmから 65mm)

による穴あけ工事の簡略化（エアコン用工具で取付け可能）

(3) 屋外工事の簡略化（屋外フードのビス止め取付作業を廃

止し，工具不要のねじ込み式を採用）

(4) 屋外の花粉，砂じん（塵）などを捕集する外気清浄フィ

ルタ（フィレドン PS/400)を内蔵

室内機

● ロスナイ換気扇 VL-30SL,VL-30SL-BE VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

高気密住宅に適した強制同時給排気機能，及び静止型全熱

交換器による省エネルギー機能を備えたロスナイ換気扇の新

根腫 “VL-30SL"を開発した。子供部屋や寝室などの小部

屋の常時換気用として，既設住宅にも簡易に施工できるよう

lヽ

、ヽーノ

,,-c 

VL-30SL, VL-30SL-BE 

ーヽノ
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● 石油ファンヒータの低臭気化 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

当社独自の消火シーケンスと活性炭による吸着処理により，

消火時に発生する不快感の強い臭気を，炭化水索濃度で，従

来の約 1/10に低減した石油ファンヒータを製品化した。

低減方法は次のとおりである。

(1) 燃焼用空気供給ファンをコントロールし，空燃比を一定

に保ちながら徐々に消炎し，未燃ガスの発生を抑えた。

(2) バーナ内にわずかに残った未燃ガスを，対流用送風ファ

ンからの圧力によっで燃焼用ファン側に流し込み，空気供給

ロに備えた活性炭フィルタに吸着させた。

(3) 活性炭フィルタは，消火時の灯油臭吸着に優れたものを

使用。さらに，活性炭再生メカニズム（臭気の吸着・離脱の

繰返し）により，活性炭交換を不要にした。

二
--_＿----二／

,I/ 

低臭気機能を搭載した石油ファンヒータ KD-D250(W)

) ● すぐ付けられる温水洗浄器“さわやかレット”VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

清潔・健康指向を反映して温水洗浄便座の普及が進んでい

るが，水道工事や便座交換を伴うために高価格であったり，

賃貸住宅では設置が難しかった。当社は，便座を交換するこ

となく， 自分で簡単に取り付けられる温水洗浄器“さわやか

レット”を発売した。

取り付けられるのはロータンク式の水洗トイレで，本体を

便器の横に置き，ノズルユニットを便器に載せて本体と接続

してから，給水ホースを手洗い口にセットすれば完了する。

脱臭機能付きで，微粒子活性炭を化学消臭剤に溶かしてす

いた紙をウェーブ状に積層した新フィルタにより，ニオイの

成分を脱臭・分解し，その効果は約 7年間持続する。

雑菌の繁殖を抑える抗酋樹脂を各部に採用した。

ヽ
~ ES-A10形温水洗浄器

● 高演色高均斉度蛍光灯スタンド BSOOO1k VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

学習スタンドの本質的機能である机上での操作性を追求し

た， 目にやさしい衛演色高均斉度蛍光灯スタンドを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 自然光に近い色再現ができる高演色ランプを搭載した。

ランプはコンパクト蛍光灯 BB-1を採用，平均演色評価数

Ra 95（自然光は Ra100,従来の三波長形は Ra84)，色温

度は 5,500Kである。

(2) 前方配光の反射板を高効率に設計することにより，机上

の作業範囲における照度均斉度（最小照度／最大照度）を，

IES（北米照明学会）力井佳奨する 1/3以上とした。

(3) 平行クランク機構及び3点可動式のアーム機構を開発

） し，机上における本体配置の自在性と操作性を向上させた。 目にやさしいスタンド“アイメイト ”BS0001K
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新形電気温水器シリーズ VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

新形電気温水器シリーズ (4タイプ）は，業界で初めて深

夜電力と時間帯別電灯制度の自動判定機能を備えることで，

容易に“湯切れ改善”ができるなど，大幅な改善を実現した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 家族構成の変化による使用湯量の増加に対し，加入する

電力制度の変更だけで“湯切れ改善”が可能である。

(2) 大型液晶グラフィックと大型スイッチの採用により，大

幅な操作性の向上を図った。

(3) 保温材の性能改善により，設置の省スペース化を実現し

た‘-0 

(4) 製品の耐震強度アップを図るとともに，施行性の改善と

して補強部材の標準装備化を図った。

．
 

食品店舗用別置形オープンショーケース ニューライブメイトシリーズ VVVVVVVVVVVVVVV

当社独自の冷凍空調用 2線式通信システム (M-NET)を

搭載したショーケースコントローラを全機種に標準装備する

ことによって，省工事化・省エネルギー化等を図り，全 246

機種のフルモデルチェンジ開発を行った。

主な特長は次のとおりである。

(1) ショーケースコントローラと電磁弁を標準装備し，現地

工事を簡略化することにより，エ期短縮（約 30%）を図っ

た。

(2) 電源を 200V化することにより，照明電力を約 10％削

減した。

(3) 冷却器に親水性フィンを採用することにより，除霜時間

の短縮と除霜後の冷却速度を向上し，除霜に要する時間を約

21％短縮した。

(4) マルチコントローラ（オプション）を使用することによ

り， 2線式信号線をつなぐだけの配線工事で，

ショーケースを 1か所で集中管理が行えるようにした。
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新形電気温水器シリーズ
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社外技術表彰

ーヽノ

平成 7年度電機工業技術功績者表彰「会長特別費」を受賞

1995年4月20日，平成 7年度電機工業技術功績者表彰

式が経団連会館で開催さ几当社生産技術センター岡村将光

と半導体基盤技術統括部吉田正治が，「500超ピン級TCP

のレーザILB技術・装置の開発と実用化」により， 「会長特

別賞」を受賞した。

今回の受賞は，電子機器のキーデバイスとして多ピン化が

進むASIC等に適用する，テープを用いたパッケージング

技術に対するもので，チップ上のバンプとテープのインナリ

ードとを， レーザを用いて 1ピンずつ接合する技術・装置が

高く評価されたものである。

この技術・装置により， 500超ピン級のハイエンド LSIの

パッケージングが可能になる。

VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV 

表彰状

紐赳ピン私TCP'，ピサ-IL9状術•

去か閉；；；と文麻紀
三安宅根柑式会社

岡オ中将光溌
あなたの和mの努力匹形Itによ
る団が）研完成来は＇,Til~エ棠技
itw)9邑ナ発そ9:-,.，lkするごころ
大なろ L9)があります

よ、べ平成7年度',t1:1エ某技術

功棋者表彩において会長特別ft
を9t'1これを表杉 Lます

ぷ,t7ぶ：＂ 2oa 
，i : ；，•日砧涌戸玉
1’命汗 夜、^9,{， 

第27回「市村産業賞」及び第33回「R&D100賞」を受賞 VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

1995年4月28H，第 27回「市村賞」贈呈式が経団連会

館で開催され，当社情報技術総合研究所和高修三，鎌倉製作

所小池光裕，同製作所市川宏が，「パルス圧縮超音波探傷器

の開発」によって「市村産業賞貢献賞」を受賞した。

また，同超音波探傷器は，米国 R&Dマガジン社が主催

する第 33回「R&D100賞」も受賞した。授賞式は 1995年

9月19日にシカゴ科学産業博物館で開催された。

今回のこれらの受賞は，当社が独自に研究開発を進めてき

た高感度で信頼性の高い探傷試験を可能とした超音波探傷器

に関するもので，その独創性・重要性・実用性力信軒而された

ものである（関連記事： p.34参照）。
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1995年6月14日，（初日本産業棲湘湘支興会主催の第 21回

優秀環境装置の表彰式が開催され，当社は三菱化学（掬，シ

ャープ（松，三菱化成エンジニアリング（株とともに「IPA回

収精製システム」により，「通商産業大臣賞」を受賞した。

今回の受賞対象は前記 4社が共同開発したシステムで，

電子工業分野で乾燥用として用いられた IPA廃液を，専用

に開発した浸透気化膜を使用して脱水・精製・リサイクルす

るものであり，独創性・経済性・将来性力噌平価されたもので

ある。

このシステムは，平成 3年以降，当社工場に納入され稼

働している。また，液晶分野ではシャープ淋）に納入され，

稼働している。
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社外技術表彰一覧表

1994年11月～1995年10月受買分

受牲順に掲載

亀兵庫県 平成 6年度兵庫県技能顕功賞

伊丹製作所……………林田久利・梶原昌直・皆倉道義・

木村繁雄・中江律男・横田 徹・

玉井秀彦

光・マイクロ波デバイス開発研究所……………宮内順治

R拙発明協会 平成 6年度中部地方発明表彰

発明奨励賞

「放電加工状態表示技術」

名古屋製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•高豫民生・榊原敏充

一菱電機エンジニアリング（悧 山田璽男氏との共同受買

「エ具の実形状表示技術」

名古屋製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..関）ii勝秀

「レーザ加工制御技術」

名古屋製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•菅原雅之

R牲発明協会 平成 6年度近畿地方発明表彰

近畿地方発明支部長賞

「消弧促進電極による開閉器用新遮断技術」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・森 貞次郎・和田勇一

北陸支社．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・増田 茂

名古屋製作所…•…·………•…...…...田沢宏明・西迫静隆

京都支部長賞

「デイジタルオーディオにおける信号伝送技術」

映像システム開発研究所・，．．．．，．．．．．．....●●...● ● ●....•松井 滋

「投写型陰極線管」

CRT統括事業部 ............・・・・.......................岩崎安男

発明奨励賞

「ビデオテープレコーダのテープのたるみの検出」

AV統括事業部…•…..…..………...•早川正春・上念章浩

「テレビジョン信号の色輪郭補正技術」

映像システム開発研究所・，．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．•大橋知典

「冷凍サイクル」

利歌山製作所............●● ●...●..........，田頭秀明・中村 節

「冷却装置」

和歌山製作所・・・..●.................●......杉本 猛・根来耕一

一菱屯機エンジニアリング（梱 佐藤峯夫氏との共同受1附

「超徴細MOSトランジスタ構造」

ULSI開発研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小谷教彦

菱電セミコンダクタシステムエンジニアリング（株） 河津

哲氏との共同受買

「寄生容批低滅による半導体レーザの高速化」

光・マイクロ波テ｀バイス開発研究所

...…..•大村悦司・池田健志

北伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•樋日英憔
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材料デノゞイス研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・浪崎t尊文

本社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..榊原 靖

「光ファイバレーザドップラ速度計」

半導体基礎研究所………久間利生・田井修一•新西俊雄

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..浜中宏一

「磁気ヘッド支持装置」

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •松Jil公映

「コイルスプリング自動組立技術」

生産技術センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・三宅展明

●牡）日本コンピュータグラフィック協会

第11回NICOGRAPH論文コンテスト 奨励賞

「中立データ貯蔵庫：概念モデルに基づいた設計生産シス

テムのデータ統合」 (IS010303(STEP)に関する研究成果）

情報システム製作所・・・・・・・・・・・・・・・・.................中村伊知郎

掬富士総合研究所横田秀明氏，（株）東洋情報システム

川端清三氏，工業技術院機械技術研究所小島俊雄氏，

東京大学 木村文彦教授との共同受質

R閲電気科学技術奨励会 第42回電気科学技術奨励賞

オーム技術賞

「新しい系統安定化システムの開発」

神戸製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..佐）,,孝雄

四国電力（悧との共同受買

「ガスレーザ励起用高周波無声放電技術の開発」

名古屋製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小）,,周治

中央研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・葛本昌樹

◎社）電信電話技術委員会 感謝状

「ユーザ網インタフェース（レイヤ1)I周辿の標準化推進に

係わる功紹」

通信システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•菊地克昭

・闘機械振興協会機械振興協会会長賞

「CO2レーザを用いた乗用車工ンジンシリンダボア内面焼

入れ鼠産技術の開発」

伊丹製作所・・ ・ •・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•大橋誠一•平 芳訓

三菱自動車工業（掬との共同受1冗

◎IEEE AP-S Tokyo Chapter Young Engineer Award 

「Ananalysis of antenna coupling between arrays on 

a plyhedron structure」

電子システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•宮下裕章

●日経産業新聞社 '94年日経優秀製品・サービス賞

優秀賞 日経産業新聞賞

「携帯霞話ムーバDII」

三菱屯機（株）

R閲省エネルギーセンター

21世紀型省エネルギー機器・システム表彰

三菱霞機技報 •Vol.70。No.1 ・ 1996 



資源エネルギー庁長官賞

「ツイントルクロータリーコンプレッサ搭載三蕊冷蔵庫」

三袋電機（樹

省エネルギーセンター会長賞

「業務用ハンドドライヤー「ジェットタオル」」

三菱虚機(w

●英国冷凍学会

ホール・サーモンタンク・ゴールドメダル賞

本社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..二）ii暁美

●（株ATR光電波通信研究所研究開発表彰

「移動体通信用デイジタルビームフォーミングアンテナの

開発」

屯子システム研究所・・..................................千莱 勇

R閲防衛技術協会

平成 6年度防衛技術発明賞

「2次元アクティブ・フェーズド・アレイ・レーダ」

通信機製作所・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•大前隆雄

「磁気探知機」

鎌倉製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•石垣 修・戸沢文夫

防衛技術論文賞

「C刊における情報の融合」

電子システム研究所…………………立花康夫・岡田隆光

●社）日本機械学会

精密機器部門賞

「有限要索を用いたVTRのテープ浮上解析」

映像システム開発研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•坂日質司

技術奨励賞

「VTRの可動ベソド用小形アクチュエータの開発」

映像システム開発研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....中津公秀

●（初慮子情報通信学会学術奨励買

「複索△／こ測角方式による目標の測高精度」

霊子システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・三本 雅

「結合線路形方向性結合器における結合線路上の屯位分布」

電子システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•大橋英征

●（柏電気学会論文発表賞

「軟磁性体磁気特性への直流バイアス磁界の影評」

材料•デノゞイス研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..谷 良浩

●独ハノーバメッセ事務局 独ハノーパメッセ'95if費

「RV-32型ロボット」

三菱電機（悧

●日経BP社 日経BP技術賞 部門賞（機械・材料部門）

「大屈生産に対応するエキシマレーザー」

伊丹製作所…....…•…•..•江浦陥・出雲正雄・中谷元

生産技術センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..田中正明・八木俊憲

●電気関係学会関西支部連合大会実行委員会 奨励賞

「ソリッドステートレコーダにおける高能率符号化方式の

検討」

映像システム開発研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小野由香里

●科学技術庁 平成 7年度職域創意工夫功労者表彰

科学技術庁長官表彰

「冷蔵庫外箱組立アルミテープ貼付機の改善」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..海野康彦・松本信雄

◎（柏静岡県産業技術協会，（柏発明協会静岡県支部

第36回職域創意工夫功労者表彰 奨励賞

「冷凍冷蔵・空調用圧縮機・耐屯圧検査作業の改善」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加藤 博

「ルームエアコン用キャビネット塗装ハンガーの改普によ

る変形不良の撲滅」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•4じ村 稔

「空調用圧縮機シリンダ一部品加工ライン省人化の改善」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東 国広・蒲沢房夫

「業務用エアコン梱包用フィルム自動被せ機の段取り改善」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中村 満

●科学技術庁 第54回注目発明表彰

「周波数ホッピング装置」（特許）

通信システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..田近寿夫

防術庁技術研究本部との共同受買

「有機電子索子材料」

中央研究所………………上田智嗣・稲富建ー・川窪広明

本社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..磯田 悟

「光処理装岡」

生産技術センター ……頭本1言行・八木俊憲・名井康）＼

内山淑恵・田中正明

●京都府 平成7年度京都府発明等功労者表彰

発明考案功労者表彰優秀賞

「映像信号処理回路」

映像システム開発研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..藤原直久

発明考案功労者

「匝転式キャビネット」

AV統括事業部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•浜田 孝・ 日野照幸

野玉卓•松岡弘

「陰極線管」

CRT統括事業部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・今西 捗

●社）日本電機工業会

平成 7年度（第44回）電機工業技術功績者表彰

会長特別賞

「500超ピン級TCPのレーザILE技術・装置の11卜］発と実用化」

生産技術センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡村将光
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北伊丹製作所・．．．，．．．，．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉田正治

進歩賞

「モデル遥応制御によるACサーボ駆動装附(MR-Hシリー

ズ）の開発」

名古屋製作所・............................................提清介

産業システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小山正人

発達賞

「プラント特性を考應した新しい霞力系統安定化システム

の開発と実用化」

伊丹製作所・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..服部俊樹

制御製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・.....................中村正Jlij 

功労賞

「高性能盤用デイジタル機器の開発・製品化」

丸亀製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•城ケ崎 亨•宮内俊彦

「パノラマアイ搭載ルームエアコンの開発」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•永友秀明 。磯野一明

奨励賞

「でかチルド冷蔵庫MR-C46/C39Aの開発」

静岡製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...中）II弘ー・ 中道 彰

●科学技術庁 科学技衛庁長官賞

「鉄鋼ライン用抵抗溶接機の開発」

本社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..奥田滝夫

●閲新技術開発財団（市村財団）第27回市村賞

市村産業賞貢献賞

「パルス圧縮超音波探1蒻器の開発」

虚子システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..和高修三

鎌倉製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小池光裕。 市）II 宏

●労働省 黄綬褒章

ULSI開発研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・多田廣ー

・初近畿化学協会 第47回化学技術賞

「高解像度・高感度ポジ型虚子線レジストの開発」

ULSI開発研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塙 哲郎・藤野 毅

材料デバイス研究所…久保田 繋・堀邊英夫・熊田輝彦

●（初電子情報通信学会

業績賞

「総合ディジタル移動通信(WIDE)システムの実用化」

通信システム統括事業部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・白幡邦彦

野察庁，松l;^通信工業（松との共同受宜

論文賞

「秘密鍵暗号方式の確率的解読法に関する考察」

情報システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•松井 允・山岸篤弘

●拙レーザ学会 第19回レーザ研究奨励賞

「高効率半導体レーザー励起極細ロッドNd:YAGレーザ

ーの間発」

屯子システム研究所••…·・ •…"".…· •平野嘉仁・辰巳賢二
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●詞四国電気協会平成 7年度特別功績者表彰

「TD形展常過熱検出装置の開発」

丸亀製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•・植主雅史

•社）火力原子力発電技術協会 乎成 7年度優良技術者表彰

「屯力用大形変圧器の製造，現地据付定期点検工事による

功紹」

赤穂製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..村上安正

◎拙画像電子学会 乎成 6年度画像電子学会研究奨励賞

「Wavelet変換の局在性検出能力を用いた画像符号化」

パーソナル情報機器間発研究所・・..…・・・・・・・・・・・・・•渥美栄司

「人工網膜チップーインテリジェントイメージセンサの

実現を目指して一」

半禅体基礎研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・豊田 孝

•社）日本電設工業会製品コンクール 建設大臣賞

「三蕊ノーヒューズ遮断器漏屯遮断器PSSシリーズ」

三菱霞機（梱

・牡日本産業機械振興会 第21回優秀環境装置表彰

通商産業大臣賞

「IPA回収梢製システム」

三菱屯機（株）

三菱化学（欄シャープ（楓三菱化成エンジニアリング（樹

との共同受買

●闘半導体国際交流センター

第二回外国系デザイン・イン半導体製品等表彰 奨励賞

「汎用インバータ用高耐圧ドライバーIC」

名古尾製作所

アイアールファーイースト（樹との共同受買

◎米 •ID誌 Design Distirotion Award 

「携幣屯話 ムーバDII」 （アドバンストデザインモデル）

三菱屯機（株）

●日刊工業新聞社（後援：通商産業省）

第25回機械工業デザイン賞 日本工作機械工業会賞

「ワイヤ放虚加工機 SXlO」

三淡虚機（悧・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•北岡 隆

◎lupac（国際純粋応用化学連合）Subcommitteeon Plasma 

Chemistry 

Plasma Chemistry Prize 

「赤外吸収分光によるプラズマエッチングプロセスのIN-

SITUモニタリング技術」

先端技術研総合研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・斧 高ー・西）1 |和康

津田 睦・大森達夫

●（初発明協会広島県支部 中国地方発明表彰

三菱屯機技報 •Vol.70 ・ No. 1 ・ 1996 



広島県知事賞

「地絡検出装岡の検出用屯子回路の構成」

福山製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・,.佐藤栄一

●R&D Magazine社 1995R&D 1 OOAward 

「PulseCompression Ultrasonic Testlnstrument」

情報技術総合研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..利高修三

鎌倉製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小池光裕・市］II 宏

．拙電気学会 優秀論文発表賞

「プラント運転保守協調作業支援システム」

産業システム研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..邑岡［翡I+

◎（初デザイン日本産業振興会

平成7年度グッドデザイン商品選定 産業機器部門

「信号用伝送端末器」

デザイン研究所

丸亀製作所

●牡）発明協会平成7年度関東地方発明表彰

発明奨励賞

「相互結合低減化ダイポールアンテナ」

情報技術総合研究所••…•千葉 勇・小西善彦・貞野清司

通信機製作所．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・沼崎 正

「フルカラー記録技術」

情報技術総合研究所・……•…••....…•山田敬喜。畑部悦生

・闘日本規格協会標準化文献賞本賞

「製品モデル表現とその利用技術—STEP」 （書籍）

情報システム製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....中村伊知郎

東京大学木村文彦教授，工業技術院機械技術研究所

小島俊雄氏，シャープ（梱 久貝 穣氏，（梱富士総合研究

所横田秀明氏との共同受買

●（ネむ発明協会 四国地方発明表彰

発明奨励賞

「ガス絶緑開閉装置」

丸亀製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..田中久雄

伊丹製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•後藤明彦・＇［在森健次

●（初発明協会 平成7年度九州地方発明表彰

支部長賞

「ICモールド時の内部ボイド低減」

熊本工場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐々木育夫・ 中JII 治

福岡事業所 柳谷孝二

北伊］ij｛□業只．：：・・• • • ・ • 9.  •• ： ．． ・ • . ・・．：：番篠敏信
発明奨励賞

「回転泣機」

長崎製作所・曇．．．．．．．．．．．．．．＊．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • ・ • ・ •吉村多窮男

ーノ瀬エンジニアリング（枷 橋本澄男氏との共同受買

「半導体装置」

パワーデノゞイス事業統括部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•北村孝幸

福岡事業所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高浜 忍

「大屯力用ICパッケージクラック防止」

熊本工場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..篠原利彰

「ICパッケージ表面の水索炎による清浄化」

熊本工場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•尾形良二

●SID (Society for Information Display) TV学会主催
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「Visibilityof Raster Moire Pattern of CRT by 

Image Simulation」

先端技術研総合研究所…谷川昌司・白松直樹・岩田修司

．閻発明協会平成7年度関東地方発明表彰

関東通商産業局長賞

「貯湯式加熱賂の沸き上げ制御技術」

群馬製作所・・・・・・・・・・・・・....•伊藤美和・原 和夫・窪田秀治

静岡県支部長賞
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住環境システムエンジニアリングセンター

．．．．．．．．•上村一穂•佐膝康夫

本社^．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．響●●・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・貝瀬俊朗

l静岡製作所・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．•福嶋翫雄

セントラルメルコ（掬籐井学氏との共同受買
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0京阪屯気鉄道（掬向け列車ダイヤ作成支援システム ASK

0定期券発行機 MELPAS-H

5. 2 自動車・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(78)

0固体高分子型燃料屯池システム
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0屯気自動車用駆動システム

0小型イグニションコイル一体形クランク角センサ内蔵

ディストリピュータ CIP-3Aシリーズ

0高感度半禅1本圧カセンサ

OABS用コンピュータユニット

0イモピライザ（エンジン不正始動防止）システム

0通信機能付きナビゲーションシステム CU-9500シリーズ

0カーDATシステム

〇自動車用空気清浄器（盗難腎報，一酸化炭索替報機能付き）

0自動車用盗難警報器（一酸化炭索警報機能付き）

6 半導体と電子デJゞ イス・・・・,,,,,,..,,..,.....,.......,,.,,...........,,,,,●..... (82) 

6. I ASIC・・・・・・・・・・・..,.,,,,,,........,,,..,,....,...............,.,.,...,,.,.....,,,.,(83) 

•0.6µmCMOSゲートアレーD4Aシリーズ

0完全 1チップのファクシミリ用画像処理コントローラ M66335FP

0サイクルタイム25nsを実現したFIFOメモリシリーズ

M66256FP /M66257FP 

0高速レーザダイオードドライバICM61880FP 

0 5V電源電圧動作ディスプレイモニタ用信号処理IC

M52347SP, M52348SP 

0周辺機器用SCSIコントローラ

OFCパスコントロールマルチスタンダードTV用LSI

M52343SP, M52325P 

OFCバスコントロール回路内蔵TV信号処理用NTSCワンチップIC

M52340SP 

6. 2 マイクロコンピュータ・・..,,.......,...,....,.,.,...,,....,,,,...,..,,...,..(85) 

●大容屎ROM/RAM内蔵新16ビットマイコン Ml6/12

OC言語対応新16ピットマイコン

•大容屈120Kバイト PROM内蔵16 ビットマイコン M37710EFLXXXHP

•DMAコントローラ内蔵16 ピットマイコン

M37721SlBFP /M37721S2BFP 

016ピットシングルチップマイコン7751シリーズ第二弾 M37752S6CGP

•MagicBusコントローラ内蔵 8 ビット MCU M37690M8XXXFP 

〇リアルタイム出力機能を充実した汎用 8ピットMCU

0三蕊マイコン用 8ビット新エミュレータ PC4700H

R超低屯圧動作4ビットマイコン M34561M6XX X FP 

0高梢度10ピットA-D変換器内蔵 4ビットマイコン

M34515M4XXXFP, M34515E4XXXFP 

0ミニ 4ビットマイコン M34250M2XX X FP 

0テストラインのリエンジニアリング＿システムLSI時代に向け＿

6. 3 メモリ.........,,,,.,,,....,,,,....,..●,....,,..,,..,.,,........,,...,,,,........(89) 

016MビットキャッシュDRAM

OEDO（ハイパページモード）機能付き第三世代 1MX16DRAM 

•EDOモード付き第四世代パイト／ワードワイド 4M ビット DRAM

•3.3V単一屯源16M ビット DINOR型フラッシュメモリ

@32K語X32ピットシンクロナスバーストSRAM
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0低電圧版256K高速SRAM

R半禅体用TCADシステム

0 1 GピットDRAM対応メモリセルの試作

ID O.151,m微細加工技術

cコンピュータシステムの小型化に対応した新しいメモリモジュール

@LSI用テストハンドラ

RLSIチップ裏面からの故l樟解析を可能にした新技術

6. 4 1ゞワーデ／ゞイス・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・(93)

R高耐圧!PMPM600HV AZOO 

c屯気自動車用1PMPM450CSA060 

R高耐圧IGBTモジュール

0次世代GTOサイリスタ GXシリーズ

• p-ch T0-220外形世界最小オン抵抗パワーMOSFET

6. 5 レーザとフォ トダイオード・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・・・・・・ • ・・・・・・(95)

R蒋波路レンズ内蔵型半祁体レーザ

• 685nm, 50m W赤色半蒋体レーザ

0光CATV用低ひずみ・高効率DFBレーザ

◎OTDR用高出力半禅1本レーザ

0アイセーフ高出力半導体レーザ

0次世代幹線系(lOGbps)用高効率・広帯域 lnGaAs

フォトダイオード

6. 6 電子デ／ゞイス・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・(97)

0対角26cm(l0.4型SVGA)高精細TFTカラー液晶ディスプレイ

◎超高速・低消骰屯力lOKゲートGaAsゲートアレー

950GHz帯低雑音可変利得増輻器

•VHF/UHF幣業務携帯無線機用送信屯力増輻モジュール

〇薄膜多結品Si太賜屯池

7. 宇宙開発と衛星通信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(99)

7. I 衛星関連・・・・・・，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．(100) 

•COMETS搭載用Ka帯固体屯力増輻器

•GLOBALSTAR搭載用SSPA, LNA 

0航空機搭載用マイクロ波放射計

eCCSDS勧告適合パケットデータ処理装骰

0宇宙用デュアルチャネルヒートパイプ

R20mN級イオンエンジン

0初の国際協力衛星ADEOS

7. 2 宇宙基地・ 宇宙機関連 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......(102) 

eETS-VIIランデプドッキングシステムのエンジニアリングモデル

eETS-VIIランデプドッキング実験系誘禅制御計邸機

エンジニアリングモデル

0ランデフ゜ドッキングシステム開発試験設備

7. 3 衛星通信地球局・天体観測．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・(103)

•AMSC/TMI向け移動体衛星通信端末(MSAT 月］MT)

eKu帯ポータプル衛星通倍送受信装置

8. 情報と通信．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•..(104) 

8. I 無線通信システムと機器・・・・・・・・・・・・•...................................(105) 

@PHS屯話機 TL-PH7

11111. 5GHz滞テ’イジタル携幣屯話機

◎事業所用システムコードレス屯話対応新基地局／携幣機

0ディジタルMCA携幣無線機

0新型150/400MHz業務用携幣無線機

e在米線列車接近特報装骰

R新幹線沿線携帯屯話無線装骰

◎統合型GPS単独方式AVMシステム MACOM-PG

0山梨リニア実験線）l］列車無線装骰

R移動体通信基地局川マルチセクタアンテナ

R空港気象ドップラーレーダ用クライストロン

8. 2 有線通信システムと機器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(108)

EIIATM形ディジタル圃線終端装岡

R MELMUX MX-7200シリーズ用新音声圧縮カード

0変調器集積型半尊休レーザモジュール

Rページプリンタ接続ファクシミリユニット FA-9150

0マルチプロトコルルータ MELNETR2000機能強化

〇携帯性／機能拡張性に優れたV.34 (28. 8kbps)対応モデムカード

8. 3 コンピュータシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(llO)

0三袋マルチメディアサーパシステム MEDIAWAVE

0ペンコンピュータ AMITYSV 

0姑販店向けストアデータプロセッサ S3400

0エンジニアリングワークステーションMERJシリーズ，

エンジニアリングサーバMESKシリーズ

〇リアルタイム性に優れた産業用計籾機

MELCOM350-MR3000シリーズ

Rオープン性に優れた産業用計尊機 MELCOM350-MU3000シリーズ

0企業内基幹屯子メールシステム

0業務システム構築環境ASSISTASの鉄道保線分野への適用

8.4 ソフ トウェア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（ll3)

〇クライアント・サーバシステム構築・運用支援ミドルウェア Dolphine

0エンジニアリングワークステーション(MERISC)用

分散システム構築ミドルウェア製品

＠ワークフロー管理システム構築支援ツール CoWorker 

@Windows95トラプルシュータ Winclinic

〇クライアント／サーバソリューションパッケージ EDIFOAS

•RX7000シリーズによるインタネット接続

@Windows NTにおけるホスト接続機能 SNAServer 

0設備怜理システム構築フレームワーク ASSISTAS-FM 

9.映像情報関連機器・システム・・・・.........................................(ll6) 

9. I 映像・音習機器・・・・・•.......................... • •··········•..•......•..... (117) 

〇ワイドクリアビジョンテレピ CZ7シリーズ

OBS内蔵S-VHSVTR HV-V900L 

0最長40時間記録対応のコンティニアスタイムラプスビデオ HV-5440
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R放送局用小型モニタスピーカ 2S-1601形

Rディジタルカラープリンタ CP-GZl

0昇旅形フルカラープリンタ S6600/S3600-40

（ポストスクリプトソフトウェア搭載）

R展張マスク21インチCRT搭載ディスプレイモニタ RD21G

R32"ワイドスクリーン (16: 9)カラーCRTI[j俎f銃 V-NX

9. 2 映像情報システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・............(119) 

Rハイピジョン廿釘l：圃ディスクシステム HDF-2000

R超高梢細画像多地点通信システム

Rマルチメディア対応オートスキャンピデオプロジェクタ

I 0. 住環境機器・システム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..............................• (121) 

R軽械＆コンパクト帰除機“クるリーナデミ・パワフル＂

0米の持ち味を生かす“うまみ炊き”IHジャー炊飯器

Rマイコンタイプ“トースト自動焼＂オープントースタ

0蛇日直結タイプミネラル水生成器 KJ-BDl

@24時間風呂“一番風呂”

◎浴JTJ水循環浄化方式

R省エネルギールームエアコン‘'霧ヶ蜂”GXシリーズ

R密閉形圧縮機用高効率DCプラシレスモータ

Rロスナイ換気扇 VL-30SL,VL-30SL-BE 

0石油ファンヒータの低臭気化

Rすぐ付けられる温水洗浄器“さわやかレット＂

0高浙色高均斉度批光灯スタンド BSOOOlK

0新形屯気温水器シリーズ

Rft:品店舗Jll}｝lliti形オープンショーケースニューライブメイトシリーズ
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0 JTビル
降機
—,-「

＠ シーホークホテル＆リゾート

）
 

港区虎ノ門にl985年4月オープ
ンしたJTビルは，オフィス用の
高層棟と商業施設用の低層棟が一

体となった超高層ビルである。

高層棟と低層棟を結ぶ□ビーは
透明感のあるアトリウムとなって

おり，そこに，地下 l階から地上

2階までをサービスするエレベー
ターがガラス昇降路内に設置され

ている。開放的で見睛らしのよい

吹抜け部分に設置されたシースル

ーエレベーターの昇降は，訪れた

人々の興味と注巨を集めている。

福岡ドームに隣接するシーホークホテル＆リゾートが，l995年4月
にオープンした。九州最大の客室数(1,052室）を持つ建物で，高さl43
mの宿泊棟の外観は船型をしており，“世界へ出航する豪華客船’'をイ

メージしている。

宿泊棟と福岡ドームの間こは3,0DDm'
のアトリウムがあり， 3,000本の熱帯樹 ；
でジャングルを形成しており，アトリウ ，

ムの前面からは博多湾の空と海が眺望で

きるようになっている。

このジャングルの中に円形で全面ガラ

ス製の展望エレベーターが設薗されてお T叶t
り，吹抜けの昇降路とジャングルにせり 1, 匂-

出した乗場によるざん（斬）新なデザイン 言

となっている。かご室内からの景観も素 ムー

晴らしく，開放的でくつろいだ雰囲気が

漂っている。

照

0小田急喜多見駅
明

＠ 千葉市立美術館・中央区役所

“人と自然に優しいこれからの喜多見駅”をテーマに，踏切での交通

渋滞の解消と輸送力増強のための複々線化工事事業の一環として，喜

多見駅の下りプラットホームがリニューアルされた。

照明計画では，利用者を中心に考え，温かみを持った柔らかく包み

込むような照明を意図した。上屋の曲線を美しく見せるため，壁面上

部の構造体との間にllDW
蛍光灯の間接照明用直付

け灯を配酋した。また，

車掌や運転手からの乗客

の視認性の向上を図ると

ともに，線路への転落事

故防止を考慮し，グレア

を抑制するために，線路

際の上屋に300W水銀灯の

) | - シーリングを配芭した。

さや

l9E7年に建てられた旧川崎銀行千葉支店を‘‘鞘堂方式’'と呼ばれるエ
法で新築の千葉市立美術館・中央区役所の内部に保存するという大胆な

建築様式が実現した。

ネオルネッサンス様式の風格を感じさせるしつくい（漆喰）天井に，

現代の息吹を吹き込むモダンなデザインのシャンデリアをビ基つるし／

ている。また，回廊の下部

に設置したシーリングは，

シャンデリアとのデザイン

の統一性を図りつつ，セー

ドから漏れる光が美しい模

様を作っている。

保存建物をライトアップ

して際立たせ，この建築の

特長を出すとともに，昼と

違った夜の景観を作り出し

ている。

＠ インターナショナル堂島ホテル ④三田市新市民病院

』

ヽ
~

IIIII霧― II¥ ；|| :•I : • '：：言：

l~i叫臼;i,J) ｝直f:t← IMトt̀切’ぷ '~''iji!( ，｀り
¥、if;¥，’1'：し；

JR大阪駅から程近い銀行やオ

フィスが軒を連ねる堂島界隈で，

“永く愛される建築物”をテーマに，

ヨーロッパスタイルのインテリア，

エクステリアを細部にわたって取

り入れている。設備としては客室

74室，婚礼施設，宴会場レスト
ラン，会員制ヘルスクラブ等を備

えている。

かこう岩の外壁を美しくライト、

ァップすることによって，ヨーロ

ッパ調の重厚な雰囲気を醸し出し

ている。外壁の表情を高圧ナトリ

ウムランプで陰影をつけることに

よって美しく表現し，品格を澳出

している。

"QUALi丁Y OF LIFEを求めて’'をテーマとして，快適で人に優

しい病院を目指している。

照明計画は，快適空間づくりを目指して間接照明や）レーバ光天井を

多く取り入れ，機能的

で働きやすい環境を実

現している。外来カウ

ンタは，間接照明をメ

インに計画し，間接照

明は， 36Wコンパクト
蛍光灯を用いた直付け

器具を使用して演出す

るとともに，27Wコン
パクト蛍光灯のダウン

ライトを適路側に配置

して床の照度を確保し

ている。
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